
秋田県文化財調査報告書第107集

東北縦貫自動車道発掘調査報告書四

一一一妻の神 I遺跡 ・乳牛平遺跡一一一

1984・3

秋田県教育委員会



東北縦貫自動車道発掘調査報告書咽

一一一一妻の神 I遺跡・乳牛平遺路一一一一

1984.3 

秋田県教育委員会



序

東北縦貫自動車道建設に伴つ発掘調査は、秋田県教育委員

会が日本道路公団の委託を受けて記録保存を目的に実施して

いるものであります。昭和54年度から昭和56年度までは鹿角

市が対象でしたが、昭和57年度からは小坂町を対象として発

掘調査を行っております。

鹿角市ではこれまで34ヵ所の遺跡、発掘総面積154ラ435m2に

およぶ調査を行いましたが、本報告書は昭和56年度に実施し

た妻の神 1・乳牛平の 2遺跡の調査結果を収録したものです。

この報告書が鹿角地方の歴史解明と文化財保護に広く活用さ

れることを望むものであります。

最後にこの調査に御協力いただきました顧問、専門指導員、

日本道路公団、鹿角市 同教育委員会はじめ関係各位に心か

ら感謝の意を表します。

昭和58年 3月

秋田県教育委員会

教育長斉藤 長



{列出

1 、東北縦貫白動車道路線内に位置する昭和56年度発掘調査を行った10遺跡のう

ち、妻の神 I遺跡(遺跡番号NO.22)、乳牛平遺跡(遺跡番号NO.25)の発掘調査報告書である c

2. 遺跡については機会をみて発表してきたが、 を正式のものとする。

3. 発掘調査遺跡の記載は遺跡番号順による c

ム発掘調査に関して、下記の諸氏から御指導、御教示を賜わった。記して感謝の意を表する c

(敬称略、 }II員不問)

青森県埋蔵文化財調査センタ

青森県埋蔵文化財調査センタ

秋田県鹿角市教育委員

遠藤正夫

成田滋彦

秋元 夫

Iグ)1 

Iグ)2 

IIの 2

と編集は下記の調査員と補佐員が協議して作成した。

小玉

桜田隆

小林克

橋本高史、鈴木秋良、鈴木功、福本雅治、安保徹

5 

妻の神 I遺跡、

手L!l.平遺跡 小五 修、畠山 阿部明入、米国

6. IIの 1 r地形と地質」は秋田県立能代北高等学校教諭藤本幸雄氏 フ
G o 

7 .石器の石質鑑定は秋田県立博物館学芸主事i嵯luf~二郎氏にお願しミした 0

8宮炭化米及び炭化種子の分析は元岡山

9. 報告書に使用した地図は、

した。

5万分の l、 2万 5千分の l及び日本

道路公団作成の千分の lの地形図であるハ

a
 

f
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1
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及び遺物の色調の 一一M
M

az
」

ト
h
J

h

包土準町一示
には

江

k
f
h
川
1

主
T

「
i

)を使用した υ

11 遺物の実測には、 スケッチグラフ を活用した

12 主に 今、身、
í~ コ/-:_ 0 

主の神 I 史、 J}]、

小玉

13 次の者があったれ

ノト玉 火ch、J勺}'(ん仕、 」応一・、 照止人合、 女{、

14. 遺物の実~f!lJ 、採拓、 トレ ス、

安の神 I遺跡 柳沢照子、

J故、

い子、鈴木功、安保徹

、補佐員の他に次の者があたった。

、大野甲子、高焔チエ子、

、岡本龍子、加藤正子、山田美喜子、土屋ひき子

II 



乳牛平遺跡 中村陽千、村木繁子、阿部玲子、岡本龍子、熊谷裕子、越後谷栄子、

原恵子、高柳良子、後藤のり子、小松郁子、藤井倖智子

15. 本報告書に記載した遺物の実is-IJ図、拓影間の縮尺は原則として%、%とした。その他のも

のは任意の縮尺である。それぞれの実測図、拓影図にはスケーノしを付した。

III 
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1 .発射訓査に主るまで

I Jま じめに

し発掘調査に至るまで

秋田県の北東部、鹿角市と鹿角郡小坂町を

和40年llH公去の鹿角市 z

る 1
1
、

3
ご

jι

仁
ム は、 IIs

月三と去の!主jildrU • 7
Q
 

:大~ " 4片 rl~j 間約81kmの第 2 次胞子と

安代町・ 市間約37k111の第 5 『よってそ られ、これを受け

}づ'

、、 YJ27日に、鹿角市十和田 -小坂町rlJJ あって、ようやくその民体的

な姿を県民に現わしたのである。

このため、秋田
1
1
1

、
に
ド
い
FY

、文化I=J"と日本道路去団が交わし 基づき、昭和44

8YJ、 市 1--和団地区から鹿角 まで、 rt高4];rn、延長25klllにわたって

， /一一ー
をfrい、 を公表したこ!昭和48年 8月には、鹿角rh八IIJ走

花輪地区で、幅 4km、 とえ¥11討を して、 46ヵ

を確認した。

昭和51年 2月日になると、昭和，18年 8月 をふまえて、七i

ら!克角 F!J らi可干!]'卜和田 至る延長約2 1. 1km の hl各 i誌の発表があり、 ~WJ

ペ -h J~ !ヴ!人ノナイ
cご 4し g ，~ とえ/レ í~ れ

干大出

片にこ

見追加され、

、臼本道路公[Ililll

を千了し

よ1)、昭和52年10

句J-

」 仁之

:l;[:ll fl~ 

したハ昭和守 2月に 丸山~

1)、 f:l<f::EI を;了ぅ二 ζ !I(j 

をも合めて八…ド、 を行い、昭和56年度に 8遺跡の謝去を行

~ " :3ヵit斗二 rl1l'す している U

J主i 牝111i)lllf'I.百円Rli合

:;rS20集 EJ7l):q::.ハ

~t 秋山県教育委只会 [東北縦lT

出24集 1972年。

{1(lill)己主化財調査部

秋田県文化財調光Jtftfi二三i:

詑:3 {1( IIJ UiJ;教育委只会 (八IIJ造平~…1-1'日111錦木 j J 

- 1 



I はじめに

2 &調査の組織と構成

調査主体 秋田県教育委員会

調査顧問 坪井清足 奈良国立文化財研究所所長

芹沢長介 東北大学文学部教授

専門指導員 小林達雄 国学院大学文学部助教授

中本 謙作 北海道大学文学部助教授

須 h事 隆 東北大学文学部助教授

藤沼邦 東北歴史資料館考古研究科長

進藤秋輝 宮城県多賀域跡調査研究研究第一科長

調査担当者 見誠夫 秋田県埋蔵文化財センタ一副所長

(猿ヶ平日、柏木森遺跡担当)

桜田 隆 秋田県埋蕗文化財センタ一文化財-主事

(妻の神w、一本杉遺跡担当)

小五 秋田県埋蔵文化財センタ一文化財主事

(乳牛平、明堂長銀遺跡担当)

橋本 史 秋田県j阜議文化財センタ一文{じ財主事

(妻の神 I、中のIU奇遺跡担当)

小林 下ノ士G 秋岡県l盟蔵文化財aセンタ一文化財主事

(室田、案内N、柏木森遺跡担当)

調査橋佐員 藤井安正、松岡忠仁、児玉悦郎、高橋 義i専;

神出 公男、 安保 池田洋一 (以上佐田;椛)

岳山 圭、阿部明人、米自 4仁1千1、 fI多 (以JJJ、王J1E)

安保 徹、福本雅j台、鈴木 功、 秋良 (以上橋本班j

関 底、阿部 花田 (以上小林班)

事務補助員 佐藤順子、金沢万里子

調査協力機関 日

秋田県東北縦貫自

鹿角

鹿角市教育委員会
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1.地形と地質

11 遺跡の立地と環境

1 地形と地質

(1) 地形と地質の概要

本地域の地形は大きく見て東西の山地、盆地内の段丘地形、沖積低地の三つに区分される。

これらについて秋田県 (1973) 、内 jl~~ (1966、1970) およぴ日本道路公団の東北自動車道土性

縦断図表(日本道路公団仙台建設局:昭和53年)等を参考にしてまとめると次のようになる。

山地:東側は花輪越以北800~700m と北にゆくほど高度を下げるが 以南では 1000111以上の標

高で満壮年期のけわしい地形を示し、特に皮投岳 (1122.4m) 五の宮蒜 (1115.0m)なとや起

伏量の大きい山塊が速なっている。

地質は主として新第三紀中新地の火山砕屑岩よりなるが、それらを貫ぬいて石英安山岩や安

山岩を分布している。また、福士)1]上流には南部の谷内、湯j頼と同様に粘板岩を主とする市生

層の露出も知られている。これらの東側山地の山亨IJは南部でほぼ南北に連なっているが、花輪

越以北では方東方向にのぴている。これは新第三紀層の走向に大略一致するほか、貫入岩顔や

断層系の方向ともほぼ一致している。

西側山地は南部で、400~600m 北部で250-300mで山容も東側山地ほどのけわしさは

見られない。地質は東側山地と同様に第三紀中新世の火山砕清岩を主とするが、

などでは砂岩、泥岩などの砕清岩が広く発達している。

段丘地形:花輪盆地南部の段丘面は、花輪高位段丘、花輪中位段丘(内藤、 1970) 、鳥越段丘

(秋田県、、松詰段丘、大里段丘の 5段に区別できる。このうち 鳥越段丘は秋田県(

では鳥越段丘・関 i二段丘の二つに区別されたものであるが、徒者は火砕流堆桔物からな

る前者(7)二次Jti~私物の上面で、あり、両者を区別する段J1:i'主の発達も局所的であって連続性に乏
本

しいことから一括して能用する。また、松館・大里の各段出土内藤 (1970)の花輪低位段丘群

とされたものである。

点方、花也の中~北部の段丘頂;土、 内~:支 j王・下j :1 とちミ

見られる。次にそれぞれについて る。

東側山地の末端部からなだらかに斜面をもって扇状地状に広〈分布するの

かなり間析されているものの明らかに平担面を残している。標高は千地形図から、

*以下、高位段丘、仁I'i立段丘と略称する。

3 -



II 遺跡の立地と環境

凡 例

1. 山地 e 斜面

2.高金段丘

3.中f立段丘

4.鳥越段丘

5.松舘段丘

6.毛馬内段丘・大里段丘

7.沖積地

(15，...._，31は遺跡所在地，

h 花輪， k::箆向，
o s 尾去)

回
目
白
白
畠
田
口

第 1図段丘地形図
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1 .地形と地質

)11左岸の扇]真部で350m、葛岡北京の末端部で240mであり、平均こう配は約7. .1
0

)とな

る。また、歌内)11流域でも 320mから 250までの高 をもっ O 一方、福士川左岸では 350m 

~250m であるが、右岸では花輪スキー場北東の300m から女森西方の200mまでと明らかに低

い。また、平均こう配も福士川以北では約 4.4% (2.5
0 

)と小さくなる。 盆地の中~北部

では南部ほど分布は広くなく、散在的で面の高度も 230- 240mと低い。構成層は怪数 cmから

50cm前後までの亜角理が雑然と出入した不淘汰喫層であり、地表面に近い部分は数mにわたっ

て風化が進み、機はくさってマトリックスと大して変らないかたさになることが多い。段丘面

の分布範囲のほかに、葛岡西方では火砕流堆積物の下位に見られたりする。全体的に扇状地堆

積物としての層相をよく残している。また、上部は数mが赤褐色の粘土質土になっており、中

に末風化の亜角離もしばしばみられる。最上部には粘土質になった火山灰層がみられることも

ある。

中位段丘は上回(1965)および内藤(1970)の産土神断層以南にやや広く分布し、 j前志内)11

下流で襟高230~ 180m、歌内 )11下流で270~ 200mである。産土神断層以北ではまだ確認して

いなし'0末端部は鳥越軽石質火山灰層におおわれるが、明日麿に扇状の地形而を残しており、平

均こう配は柏木森の西方で約6.0%(3.5
0 

)である。構成層は黄褐色のシルトないし砂のマト

1) ':ノクス中に数cmから30cm以上の角確ないし亜角礁が雑然と混入する1深層で、全体的に麗理は

不明瞭でも塊状であるが、末端部では摩さ数仁:111の連続性のわるいシルトないし砂の薄層を含なこ

ともある。葛i尚南方ではN値が70以上の高位段丘喋層のj二に、最大 6mの厚きで泥炭質粘土層

が発達する。この付近は浦志内)11と歌内 )11の扇状地にはさまれた湖沼的な堆積環境にあったも

のであろう。なお、この粘土躍の上位に 5~6m の厚きで重なる中位段丘構成層はすでに記載

したように不良淘沙の亜角潔からなる際層であるが、全体的にマトリいノクスは灰緑色を呈する。

同様の色調の構成層は花輪東方の鳥越段丘の f部にもみられる Q

鳥越段j圭は鳥越i陸石質火山灰層(内藤、 1966)の地積面でありよ湯環;lkfJj芯など多く
キ

をのせて盆地内に最も広く分布する。特に大湯)11の西岸および小坂)11の左岸、米代川右岸によ

く発達する c 高度は、花輪東方で170~180m 、柴内から根市戸付近で150m 前後、)Ji要廻から

かけて180m前後と盆地の周辺部にむかつて高度をあげるが、特に大湯川沿いでは風張

付近を扇頂部とする扇状地様の形態を示す U 全域にわたって灰白色~乳白色の火山灰中に白色

まれる層相を示すが 大湯)11と小坂)11の合j嵐広に近いは

堆積物が発達する傾向がみられる。火砕流台地としての形態をよく示しており、段丘面は

は急、崖をなすことが多い。なお、小枝指から申ヶ野にかけては部分的により古い

山灰層が見られることがあり、埋没段丘面の存在が指摘されている(内藤、 1966)。

*このことから)篠原(1960)は本段丘耐を泣跡面と呼んだα

- 5 



II 遺跡の立地と環境
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回
目

凡哲IJ

1.黒色露植土層

2.大湯軽石鷺火山礎層

3.鳥越軽石質火山灰層

4.向上二次堆積物



1 .地形と地質

松館段丘は南部で米代)11左岸に沿い尾去から松館、荒町にかけて広く分布している。標高は

160~170 111で、夜明烏 )11、黒沢)11等の扇状地の解析された段丘とみられる。構成層は末確認

である。盆地中部の東側に、草木)11、佐比内沢、間瀬川i等による蔚状地が発達するが、これら

は松館段丘と同時期の可能性がある。大里段丘は南部で米代)11右岸沿いに大里付近まで分布す

る。標高 150-155mと低く、構成層は上部はくずれやすい河床性の喫層を主として、回

の砂瞭層が重なっている。 j可床性のi深層の上には大湯軽石質火山球層があり、さらに部分的に

軽石質の二次堆積物がその上に見られたりすることから北部の毛馬内段丘に対比できるものと

思jつれる。

毛馬11す段丘は大渇)11両岸と松の木以西の米代)11沿いに発達する最低位の段丘で東能代付近ーま

で連続して分布する。標高は毛馬内付近で 110-120m、松の木では112mである。構成層は

川沿いでは下部から大湯軽石質火山球層、毛馬内軽石賀火山灰層、不j勾j太砂喋層の)11員に煮

なるが、米代)11沿いで、は毛馬内軽石質火山灰層が主となる。毛馬内軽石質火山灰層は米代)11沿

いでいくつかの遺跡を埋没させており、特に鷹巣盆地における胡桃館埋没遺跡(平安時代中~

末期)はよく知られている(秋田県教委、 1968、1969、1970、平山、市)11、1966)。

ところで、この地域の第四紀地質と地形を特徴づけるものに花輪断患と十和田火山起源の火

山砕屑物層があげられるハ

花輪断層はほぼn[報的にうf:代I11沿いに北上しており、東西の山地の起伏量、 LL!客のちがい、

段丘の非対称1~IZJ分布等は、断層の東側の山地が第四紀を通じて上昇傾向がより強かったことを

っており、注目に値する。一方、火山砕屑物層については内藤 (1966、1970)、中川、ほ

か(1972)等によりくわしく知られており、古い方から小堤軽石賀火山灰層、高市軽石賀火LL!

灰層 (14C年代で 25，850 土 lぅ360年前)、鳥越軽石質火山灰層 (12.000土250年前)、申ヶ里子

火山灰層(8令 600土250年前)、大湯軽石賀火山際層(3毛 680士130年前)、二E馬!斗軽石

賀火山灰層(1.280土90年前jに区分されている。このうち大湯軽石賀火山礎層の 11C年代植は

の下位の炭質物についての値があり、向層の降下i時期より古い年代植と考えられる。また、

内il珪石質火山灰層は前j主のように;埋没遺跡との関係から平安時代中~末期とみられており、

の降下に引きつづいて流下した同一火山活動にともなう火砕流堆積物であ

るとの指摘もなされている(大地、 1974、 1980)。

(2) 地

No.、22、23、24、25

いずれも 161-16;:3 mでサリLtな ある。上位から泉 烏

- 7ー



II 遺跡の立地と環境

火山灰層の)11員にみられるが、

が 5~ 12cI11でみられる。

中には怪 O.5~2.0 じ111の軽石を含む大湯軽石賀火山

は上部の 5~7m が水中の二次堆積物となっ

ており、明瞭な斜交ラミナがみられる。

参考文献

枇EH県教育委員会 (1968、1969、1970) r初挑館埋没:遺跡発掘調査報告ー(，j1!{報、第 2次、第 3次u
秋i封県文化財調布報官主号、第14、19、22集

秋出県 (1973) r秋田県総合地質問11刷、 「花ゃん

藤本幸雄 (1980) i十手11 出火山起iJ~iの火 の重鉱物組成(その 1)大鮪、花輪盆J也における火

山灰層」、

藤原建議 (1960) i米代)11流域の河岸段丘とト和田火山噴出物との関係J r東北地理j12、 2、P

34-41 

内藤博夫 (1966) r秋田県米代)11流地の第四紀火山砕用、物と段丘地形」

7号、 P13-34 

内藤博夫 (1970) r秋田県花輪金地および大館盆j也の地Îf~3e:i圭史」

-606 

第39巻第

第・日巻、 P 594 

中JII 久夫 ほか (1972) I十和田火山発達史概要J r東北大地質古生物研究邦報j第73号

P 7 -18 

大池昭二(1972) i -1--和田火山は生きている

上田良一 (1965) I秋出県北部の副 z ー

研究報舌ji手B2号 P1 ~71 

と教育j第;;:0号P2-7

と造構造運動について r秋田大地下資源開発
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2 ]'翠j克と!司j互のjI!:g，A;

ム環境と周辺の遺跡

秋田県の北東隅に る は、東に八幡平を介し と境を接し、北に

甲田山系を控え、年間平均気温?五輪 9.4
0

C、年間平均降水量月 168111111をui刊、積雪量概して少

なく、年間を通じて主主夜の温度i痛差の大きい内陸型気候を示す地である。

奥羽山脈!こtJに形成された地溝盆j也で、ある鹿角盆地は、八幡平から北流するうiミ代)11、十和田か

ら民主する大湯川、小坂)11の三本の河)11流域に聞けた ~9]1安地と、迎合扇状地及び京部、西部の

両山岳地帯からなっている。盆地中央を流れる米代)11、大湯川、小坂川の三本の河川|には、

西の両山1i岳地から多くのノト民蝕谷を伝わって小河川が流れ込み、沖積面よりも70-80m

にある襟高200m前後の山昔地裾野の段丘を開析している。そして、こつした小河川の間は、

さらに細かな沢筋によって!三切られる場合が多く、それらの沢筋によって分断された舌状の台

地が、群となって開析谷と間析谷の間にいくつか連なって存在する。

鹿角盆地は多くの遺跡をその中に抱えているが、それらの遺跡は前述の標高200m前後の段

丘地帯に立地し、その段丘が多くの小段11虫谷によって関析されているため、分布状熊は多くの

十河川によって分断された{国々の段丘毎に詳在の様相を呈する。盆地内で特に遺跡の集仁十1する

笛所をあげれば、熊沢JIIと本代)11の令流地点南東の長嶺地区、米代)11に西流して注ぎ込む歌内

JIIが開析するこた里地区、同じく米代)11主流である福士)11周辺の産土神地区、う|モf-tJII、大湯川、

小坂)11の台流地点南側の神田地区 間じく北{閣の瀬111石地区、小坂JlIに註ぎi入む荒川の

がある。また、盆地中央部東側の風張台地も広範l昇!に遺跡が点在する。

鹿角では!日石器時代の遺跡は確認されておらず、調査が行われたり遺物が持集されたりして

されているのは、全て縄文時代以降の遺跡である。

縄文時代早期の様相{土、末だ明確に把握されている状態とは - ，年にわたる東北

上高i対JV:i宣跡、

とIJ乎称される

Lっ、

忠之J

F品

、ー

n 21 

れている υ されている。また、 j二葛i吋Nj室岡:、 j玄ヶ平II

j、白木森遺跡からは、胎ゴ二に を含み複節の羽状縄文の施された所諮砲弾形の深鉢が出

土しており、早期末~月初頭に位置づけられているの上記の遺跡からは 縄文時代早期東北

通有のトランシェ様の石器も併せて出土しているη{也に極く少量で、はある

8 

らは貝殻丈土器の破片 飛鳥平遺跡、からはコ青森県八戸市でも出土し 草創期の可能性も

指摘されている瓜形文類似の土器も破片で出土している。

縄文時代前期の遺跡としては、八幡平玉内にある清水向遺跡があげられる。この遺跡は昭和

29年武藤鉄城氏等によって調査され、県内で初めて縄文時代竪穴住賠跡 2械を確認した遺跡と

* 数'子はお[';{!の遺跡忍号と一致する

-9-
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目町

番号 遺跡名 時代・時期 遺 t骨・遺 物 収録報 令 書

1& 熊井 縄文(後期) 縄文竪穴住民跡. t相暗. 土~~合場.縄文土器 東北縦貫自動車泡発似調査報告嘗 I
2 r晶瀬館 縄文 中世 縄文土器. Jl両立性建物跡. ~石配flll!物跡 " 
3 上山田 縄文{前期) 縄文土諜 11 

4 大 地 平 縄文 弥生 縄文土法.弥生土器 11 

5 金 の 上 縄文(前期~晩期) 縄文土綜 11 

6 歌 内 縄文 平安 縄文竪穴住1&跡. 上司置.縄文上22，平安竪穴住18跡 11 11 
7 鳥 居平 縄文 縄文竪穴住肘跡.縄文土器 11 日I

8 飛鳥平 縄文(早期 ・後期)千安 縄文竪穴住f&跡.縄文土誇.'f!安竪穴住民if'事 11 111 
9 北の 林 I 縄文(中期ー後期)平安 縄文竪穴住民跡.土績.平安寧穴住民ー跡.縄立住建物跡 11 111 
10 ~t の 林lJ 縄文{中期ー後期)平安 縄文竪穴住民跡. 主繍. 縄文十~ 2~. 'f安竪穴住民跡 11 W 

11 上 ~悶 I 縄文 縄文竪穴住ν;跡.縄文上器 11 W 

12 上高岡田 縄文 縄文土器 11 I 

13 上 高岡W 縄文 縄文土~. 'J!安懸穴住居跡.土師2:>. i頁.tM.器 11 v 
14 量旬 . .¥. 縄文 平安 縄文土器.'fl'tr.'杉穴住居跡 11 v 
15 相 木 ri. ‘lx '1'安 t~贋. フラスコ状ピ ，~. 縄文I:~(早期・後期・時期H-.師骨量 11 vn 
16 中 の崎 縄文(後期 ・晩期)平安 縄文上2~(後期 ・晩期 l. 平安竪穴住1&跡. l範立柱主主物跡t ~n.I!:.(器，土帥 2~ 11 VD 

17 係右ニL 門館 縄文 平安 展外炉.縄文 t-_ ~. 平安竪穴住f.ì;.v事. 土師器 " 氾

18 司E 内 I 縄文 半安 縄文竪穴住か;跡.縄文土26. 平安駁穴住居跡. 上師2~ " 氾トー
19 事長 内日 ‘lx 

縄文竪穴住民勝.土横.配石遺...縄文土器 " v 
20 ~ヶ平 I 縄文(中期~晩期)弥生 縄文竪穴住1必勝.フラスコ荻ピ y ト.縄文土器.弥生土務 11 v 
21 ~tl ヶ平11 縄文(早期ー晩期) 縄文竪穴住，..:跡.フラスコ状ビ I ~ . 縄文土器 11 羽

22 At， の 神 I 縄文(晩期)平安 中世 フラスコ状ピ y ト.縄文土器.-1"安竪穴住居跡.十:t市総 " VII 

23 会 の 神11 縄文 平安 縄文竪穴住I，!}跡.平安竪穴住居跡，中世建物跡 11 氾

24 -. の 神凹 縄文 平安 中世 縄文竪穴住I，~J事.中t止竪穴住民跡.編立柱建物跡.上積魚.槻列跡 " IJ( 

25 乳牛平 縄文 平安 中世 縄文士&.子安司E穴住倍勝 11 咽

26 下乳牛 縄文 平安 フラスコ状ピ I ~ .縄文土~. 'j!安竪穴住居跡. .t師&. ，貞恵器 " 氾

27 西 町 I 縄文 弥生 縄文土総体生土~ " 氾

28 酋 町11 縄文 縄文土器 11 沼

29 宅 国 中世' なし 11 vl 

30 明堂長 恨 縄文 土嬢. フラス コ状ピ ァト.縄文上綜.司年状遺憾 " VD 

31 上高岡1.1 縄文 縄文竪穴住民跡.縄文土器 11 W 
32 一 本杉 縄文 平安 中世 縄文土~. 'j!安司E穴住居跡.l起立ft建物跡.土師器.~J1 .'!!: 2i. 中世主E物跡 11 vl 

33 司E 内111 縄文 平安 縄文竪穴住居~. 7 ラ スコ状ピ I ~.縄文土器. 平安竪穴住居・跡， 土師器.須恵器 11 vl 

34 小豆沢 館 縄文 平安 中世 縄文竪穴住居跡.フフス コ状ピ I ~. 縄文土&.土師誇. 中世陶器 11 W 

'00。
ι 

.00010 

〈東北縦貫自動車道路線上の遺跡〉

東北縦貫 自動車道路線上忍び周辺遺跡第 3図



2. 環境と周辺の遺跡

a式、円

山形県吹浦遺跡等に類例の求められる大

また、東北縦貫自動車道関係の調査では、出熊井遺跡、上山田遺

d式を中心として、円

って、

した土器は、前期後葉円

d式土器にり、また円

して討ミ自された。

b 

している。木 6

跡、 ら主に円筒下層 d式を中心とした前期後葉の土器の出土を

~埴丈時代中期の遺跡は東北縦貫自動車道関係遺跡の調査で数箇所調査されている。飛鳥平遺

助ヘニ!じノキ本 I

みている。

をもった竪穴住居跡、が検出され、大木 9~北ノ林II

フラスコ状土墳の壌底から中ノ平式土器を出土また歌内遺跡では、10式土器を出土している。

している。

東北縦発見例の最も多い時期である

を確認した居熊井遺跡、

後期は、鹿角における縄文時代各期を通じて、

後期初頭の

後期中葉の石組の炉をもっ竪穴住居跡を検出した案内 I遺跡

と~V~ 什口、1友夫rJ内日

を検出し

案内III遺跡、 後期後葉の竪穴住民跡を検出した案内IIヶ平 I遺跡、猿ヶ平II

さらに昭和43年には奥山潤氏等によって、十和田大湯の黒森山麓竪穴群遺跡が調~~~されーレ ..， 
め令。

れている。を{半うた石来日をも後期

された大湯環状列石は、その後数回にまた、 H百和26年、 27年の両年に

野中堂の雨列石の他にも付近数箇所に配石群され、わたって周

さhている。

とともに所られ、晩期同じ台地に立地する日免JtJJて.、は、

る台地とちょうど米代)11を

までの遺qi却を多く出土している υ 東北t従員自th

また、されているの言青白

挟んでの対岸には

され、 8Ç~ 具月十JJTI設のi主物品

(
J

-:L 

を多く HI土している。

ると、知iらhてまでのところ縄文時代のそれと秋田県内における

鹿角はその I~I-I にあっては比較的該期点、力Zとも少なく Jl司 一

、'亡-U)L三る

様相の理解がすすんでいる地域である。

より、内 J/市遺跡、鹿角盆地北端の小坂町田辺では、

では、大地:;T'-遺跡、駒

また虎角

らは田

林道から脳出の結縄{本の豆施文された土器片、奥山il11H氏等命名によるところの小坂X

れている。

している。

後北Cbつ、

これらしかし、出土している。

j哀られており、伴出する

- 13-

ところ断片的な

さらに猿ヶ平 I器が出土し、

σ〕



11 遺跡、の立地と環境

だ不明な点が多く残されている。

奈良、平安期の古代の遺跡も近年調査例を増して来ている。古くは昭和初年に木村善吉氏等

によって調査され、その後、議藤守一氏等によって調査された菩堤野竪穴群遺跡がある。この

遺跡は計12ヵ所の受大群からなると想定されたが、その調査当初から覆土中に入る火山灰層が

注目され、以来鹿角における該期の遺跡調査は、この火山灰層との関係解明を大きな視点のー

っとして据えることになる。近年では大湯環状列石周辺の分布調査、烏野遺跡、 i原田平遺跡、

され、また、東北縦貫自動車道関係の調査では、

歌内遺跡、飛鳥平遺跡、北の林 I遺跡、北ノ林II遺跡、上葛岡N遺跡、駒林遺跡、一本杉遺跡

中ノ IIJ奇遺跡、案内 I遺跡、案内III遺跡、妻ノ神II遺跡、 妻ノ神II遺跡、下乳牛遺跡などで竪穴

住居跡が検出されている。さらに御休堂遺跡、高市向館遺跡でも同様の住居跡が検出されてい

五。 ら含めた現在まで確認されている該期住居跡の総数は、 144棟という

な数にのぼる。

他に、奈良、平安期の遺跡としては、十和田錦木字曲谷地にある枯草坂古墳、

ある三光塚古墳群があげられる。いずれも終末期の小円墳であり、 を出土

している。また十和田宇宝田にも古墳群があったと伝えられている。

中佐鹿角は、鎌倉時代にこの地に移住したと伝えられる成田氏、安保氏、秋元氏、奈良氏の

所謂麗角田氏の支配する地域であった。これら凶氏から出自する各々の庶流;土、盆地内

を得て『鹿角由来集j r鹿角由来記Jなどに伝えられる鹿角田+.二舘にそれぞれ居を構えて割

拠する。この状態は近世鹿角が南部領となるまで続く。

鹿角には、鹿角四十二館あるいは四十八館に該当するものを含めて計58ヵ所に及ぶ「詰Ji坊

が確認されている。これらの「館」跡は、舌状に張り出した台地を、 1~数本の掘切を構築し

りあげている多郭連続式のものが多い。すなわち、ーヵ所の「館」跡は数個の郭が連って

いる。また、

住域として

台地であったため として使用される以前にも人間の居

仁郭上市の調査ではI!寺として縄文時代、+安時代の竪穴住居跡

とともに検出される。

現在までに発掘調査の行われているのは 小技指七 y館、長牛館、御休堂遣時等があり、

北縦覧自動車道関係では、 j易瀬館遺跡と と考えられている妻ノ神し同II、i可III

している。

-14-



画一

， ， 

妻 の神 I 遺跡

遺跡番号 No.22 

所 在 地 鹿角市花輪字裂の神31番地他

調査期間 昭和56年 4月20日-8月12日

発 tlill予定面干fi 3，219m' 

発掘調査面利 4，800m! 



1.遺跡の概観

1 遺跡の概観

(1) 遺跡の立地と環境

安jの?中 I遺跡は、秋田県鹿角市花輪字妻の神:31番地他に所在する ο

るうi主代)11iJ;'京大田県側に回流し、;易の志、i唆な読谷を出て、北へと流れを

え ここに鹿角盆地を形成する。鹿角孟地は東西約l()]\rn 、南北約 30k111の~汁巳をしており、

よけの東側の鳥越段 11-.1市上に位;Ef する。乳~.二部落 PLi方の段丘耐{土、い

くつかのLJIllとそれによづて区切ら jした享1¥がみられ、この付近寸fは乳牛館の一部とみられる

おいては、工芸1;、II郭および 3.Iliの:l)nliJ"検出された。

遺構の分布

I 、中予Is)自立問;を形成した る範pI:j内 として行った
ヲレ
行♂

進めることにより I郭をとりまく 2重の)1rI¥のさらに外側にも Jht¥のあることが{法認され

" 一、
電 Y

ものであったらしい C

ること治

されており、台地上から

今も延びており、かなり大

縄文il寺JhJ¥は台地の枕辺部を利用し

代H免~tJ]のフラスコ状ピット されたわ住肘跡によっては桝によって一部を切られたもの

もあづた。中一!止の存に付!な宣したとみられる J)iL\hl~;以外検出きれなかった v

(3) 造物の出土状態

出土遺物は縄文!l討にiJ!~Jt月と と/しどであるハ t:H~文 i時代の造物は j立構外では

I 、Il手r~ ともまとまりなく ずるのみであり、フラスコ :IJI:ヒ、ソトのうち SK 02::¥ 

からややまとまって出土しているにすぎない。フラスコ:1犬ピット

ら出土した η

平安時代のj立物は、湖、内を主にはほ全国にわたり出土したが、

のではない。京北北部に限定してみられる把手付土器も出土した。

いすれも

→はそれほど多いも

また、南側の:1)11¥跡から焼けた板が 2枚出土しており、これが中世のものと られる唯一の

出土造物である。このように館跡として遺構自体は中世のものでありながら、遺物は縄文、平

安時代のものの出土がほとんどであった。

17 -





2.調査の方法

2 "調査の方法

妻の神 I遺跡は、郭部と:t!tH苦[Sの比高が大きく日本道路公団の付設した STA杭の見通しが困

難であり、また歴史時代の遺跡は方{立に合わせるといっ方針から、 ST A 155十00を15-Kと

して路北に合わせて 5mX5mのグリッドを組んだ。南北基線をアル7ァベットとし、西へ行

くにつれて進むものとした(西←ー M、L、K、J、 1-一一→東)。東西基総は算用数字と

し、北へ行くにつれて進むものとした{北←一一一17、16、15、14、13一一一→南)。各グリット

の名称はこれら基総の直交する東南隅の座標の算用数字とアルファベットの組み合わせにより

11乎-'~~'こととした(15 K 、 14~L一一)。

実iNIJは増断面については、グリッドと関係なく I郭から放射状にいれた10本のトレンチによ

t)、s で、行った。その他郭上部の遺構の実jEijはグ!)ド中心に、間尺もしくは lmのマス

日を組んで原、別として S二}z;Jで、カマド等は Sごニ%で行った。また地形実iftiJ図は航空iHlJ量によ

る遺跡、付近図と現場における Sニ治uの平板iN1J量による実測I~ をもとに作成した。

報告書使用挿図は現場作成のもの及び整理期間中作成のものをもとに、 i瓦別として次のよう

に縮尺を統ーした。住居助‘jL.断面図:弘、土~黄平・断面図:始、溝平・断面図:任意、土器

実~WJ 図:Y2、土器拓影図:弘、石器実証11J 図:見。 遺構計iftiJ表のうち( )としたものは、

正確な法量を ~WJ り得なかったものである。したがって( )内の数値は実際の数値より小さいも

のとなっている。

なお、報告書に使用したスクリーン・トーンは次のとおりである。これ以外のものについて

は図中に示した。

i立構舎

を{吏用した。

三ごL
IJL.. 'J 

S 1 位三

焼土 炭化物 炭化米謹璽翻

、平城京発掘調査で実施しているものを参考に、

SK(I) 

:lJtil ・j官三 S K(的|ピ

戸時;跡 S K(S) 

土 三思た~ー二 S K(T) 

池 SL  i可

場 SM  道路橋・階段 11 RO 骨角製品

居 跡 SX h 、ヲ'肉 σ〕 他 11 R P 土 主l点ilJ 口口n 
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安の神 I遺跡

。 切O六1

第 2図遺跡地形図
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2. 調査方法
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、、
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日
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グリッド配置関第 3図



妻の神 I遺跡

仁調査経過

妻の神 I遺跡は昭和56年 4 月 20 日 ~8 月 12 日の間にわたって行われたが、調査の全放的な経

過は次のとおりである。

4月20日から調査にはいったが、遺跡はほとんどが山林だったため、校のとりはらい等を最

初に行，った。そjれlらのはほ

そう O 坪掛リの結果、郭音1)分の表土は薄く機械による排土は不可能と判断されたので、 24日に

堀部分だけ機械により抜根した。 27日からはグリ y ドと関係なしに 放射状に堀に数本のトレ

ンチをいれ、掘り下げはじめるとともに、 II郭から調査にはいった。当所の範Ittl外にもトレン

チを入れたところ、 :W~跡が検出されこれを S D 011とした。この結果、遺跡の範囲は当所の

つ つ1n門?ム、? c' ハ口 11":"1') ~.，...，._ 1，.- rケー上
0 ，ム1'JI11ノ'.rり J 句 Uoll11-~，乙 μミ/]'つ J ，句、"。

5月12日に II郭から住居跡を検出 S 1 001とした。 II郭の表土をほほ判ぎ終えた 6月 2日

から平行して 1郭の表土剥ぎにはいった。 12日に II郭にももう l重、坊!が廻っているのを検出

しSD OlOiとした。 7月 71ごiに I郭から住居司跡、を検出、 I郭と II草IJの混乱を避けるため S1 

101とした。 8日に II郭からフラスコ状ピいノトを検出し(S K 023とした)、掘り下げたとこ

ろ中から縄文時代晩期の土器が 3点出土した n 1、II郭を平行して調査し、注居跡、土績を検

出し、検出順に遺構番号を付していったの 22 日にはほぼ精査の終了した II郭の遺~:1\1配置図を作

成した。その後は一部、中のl崎遺跡へ分離していたグループも加えて、 I享1;の精査を急いだ。

8月8日にほぼ精査を終了。 11、121::Jに I郭の遺構配置関を作成して、支の神 1遺跡のWli]i需

を終了した。設終発掘面積は 4，800m'であった。この間 7月25日には現地説明会を聞いて、地

域の埋蔵文化財保護立識の高時に努めた。

- 22-
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4，遺跡の層位

49遺跡、の層位

妻の神 I遺跡の層位は郭部と堀部で違うため、以下それぞれについて概略を述べる。

郡部 I、II郭ともに表土は極めて薄く、 10-20cm程度の黒掲色ニi二におおわれているのみで

ある。したがって、遺物は縄文時代のものと平安時代のものが混在して出土する状況であり、

把握することは不可能で‘あった。

礎部 堀は 4 条検出されているが、外i~IJ の S D010、011と内側の012、013とでは堆積状態に

差異がみられる(第 5図)。特に大き ミは スクリーントーン部分)の堀埋土内にお

ける相対的位置である。外inlJの者ilにおいては上部の-JJにみられるのに対し、内側の堀において

は iぐ部の方にみられる。 浮荷がどちらもプライマリーなものとしても、 二次的だとしても向

時期に流入したものとすれば、外側の堀が!斗i~!jの堀より古い可能性が大きく、浮石降灰時期以

前に外側の坊!が構築されていた可能性もでてくる。南部の SD010と013の切り合い関係も SD

010 く、新i口関係 るものかもしれない。しかし、浮石の相対的位置だけで率引日間

係を判断することはできず 可能性があるというにすぎない。

事B

i ノーサ
5D012 

1 ¥ 5D013 

J~ 
。

第 5図遺跡断面図
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去の神 I遺跡、

5最遺構と遺物

(1) 遺構

ア@ 工郭のi章構

〈ア)竪穴{主憲踏l

S 1 101竪宍住農跡

}j IIヲ

__，_‘ 
cみ

{表内の力、川コづけは確認可能なf院を 7].;す…以下biJじ)

(38.8111' ) 

し

プラン曜認地

との切り

した治f

関係は平面ブラン

S 1 

ではできなかった。

Ji S 1 101' どえ

して新!日関係は不

明確ながらも S1 101' より新しし 3こと さlLた。

撃蕗の状態

ったのまた、

l) ]2己みプランを確認できたカヘそ ブランは緩めて不明確

より切られているため不明である。したがってはっきりと

パよー ム勺1-:.(7) ，~ムム であるカヘ‘ ぬるやかによち上かる。

上部は削平を受けている。 よる坦土の状態は次のとおりである。

1 ..黒掲色土 10Y R%  粘性ゃゃあり。しまり仁!こ10

つ によい賞揺色土 10Y R%  半!日性なし。 しま 1)中。炭{ヒ物少々、

3. S吾褐色土 10Y R%  *I~性あり。しまり中。

4. 時褐色土 10Y R 五 粘性あり。しまりよし。に~~-::'-\，

混入。

5 _ tこJζし 10Y R%  粘性あり。しまり中。

6. 褐色土 7.5Y R主 粘性あり。しまりよし。

- 26-
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安の神 I遺跡
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5. 遺構と遺物

床苗 床面はあまり堅固でない。数個の磁:が検出された。

霊溝なし。

柱穴、ピット 住居跡内に 61f日あるが、明確に柱穴となりするものはない。

カマドなし

遺物とその出土状態 いずれも らまとまりなく出土した。第24図 1、 2は縄文時代後

期のものと居、われる。この他はすべて土IW器もしくは須恵器の斐破片である。土師器禁の口縁

部は若干くびれをもつもので、口縁部先端も点字くならない類のものである。

S 1 101 ~竪穴住居跡

庁三

かまど i位:

ン護器地LL!上面にて、 S1 

壁置の状態 北東 s 北西空主は SD ûl31Jili R1Fによって、南V~î

れぞれ切られている。 唯一、

己1

なしり

ピット なし n

カマドなし。

遺物とその出土状態 3片の破片が出土したのみで、いずれも

も、きわめ

二
司
山
町
、

以

て

出

Jト
t
F

検

人
を

如

ー

メ

口

止

i

山
一
出

I

プ
¥

己
/

O
竪

る

寸

i
A

ハ
υ

1
i
 

y
zムcu 

ブ二去三 8召乙ペ~ l-
:...:... ~~，\..ー十一一 υ

である。
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支;の神 I遺跡、

点 mlJ壁 西側壁 南側壁 北側壁
法

17.5cl11 

同一旦

Jr~ 

プラン確認 地山上回にて方形プランを確認した。 SK113、1

壁萄の状態 壁面もしっかりしており、直角に近い立ち上がり

上而が剖平を受けている。断fij観察による埋+の状態は次のとおりであるさ

をv切っている。

1 .黒褐色土 10Y R% 粘性やゃあり。しまり中。褐色土及び褐色二七 3%混入。

2. 黒色土 10Y R先 粘性やゃあり。しまり中。 5 入。

探題 当遺跡検出の竪穴住居跡としてはしっかりしているこi

壁溝なし

詮穴、ピット 住居跡内中央に 21問、対角線上に 2信!あるが、明確な

検出されなかった。

カマド 住居跡内に 2 ヶ所焼土が検出されたが、かまど・'~戸跡などは検出されなかった。

となりうるものは

遺物とその出土状態 第24図 3 ・ 4 は縄文二l.，器の破片、 5 は土器~m:l:不の 1i皮片で回転糸切り技

法が施されている G その他の遺物は、土師器の斐の破片がI~U土しており、口縁部はほとんどく

びれがなく、先端は鋭角的なものと肥厚するものが混在している。

第27図46は砥石である。

51103霊宍住農題l

6 

14-J、15-H 

北西側壁
法

531cI11 

壁 日rす3 14 . 3 ~ 20 . Ocm 13 . 1 ~ 27 . 6('111 

壁 j轟 rt話 14~21c111 

堅"i蕃深 5. 9~ 15. 9cI11 

形 態| 11形? i面 (23.8111') 
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妻の制11遺跡
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プラン確認地山上ltuにて プランを

5. 遺構と遺物

したが、そのラインは極めて不明確

で S1 105 との区別もつかなかった。

出Ij平及び S1 105 『切られているため不明。

しっかり

10Y R%  キi~í性あ 1) 。しまりよし。

10Y Rぢ 粘性やゃあり。しまり中内明買褐色土 (10YR%) 、によ

(10Y R見)nc~ 入c

色 ~L 10 Y Rラゴ キI~ttゃゃあり υ しまり中。

壁面の状態

及 の一部は S1 105竪穴住居跡に切られているため不明。しかし、

しており、 立ち上がる。

覆土

l、福色土 10Y R;:cI 粘性ややあ 1) しま 1)rllo にJごし

色 (10YR%) 

10Y 粘性やゃあり。しまり中。

10Y R%  粘性やゃあり。しまり中。3 

4， ，こ<-"し

5、褐色土

6、 (二Jごし

10Y R予言 粘t'tやゃあり。しま 1)よしの i問責褐

混入。

東軍 兵i三聞は比較的しっかりしている c そ

ある

さは S1105 

壁j毒 ょに3
L
 

T
4
A
 

h
J
J
」

(10Y R五)、明

(10YR%) 

(lOY R%) 

とほぼ同一レベルに

柱宍ちピット :3 fWIのピットが確認されたが、市内限のピリノトが柱穴になると忠われるハ

カマドなし

遺物とそめ出土状態 第241司6-~りにな:す土 22が出土したョ 9 は主 u と忠われ、スクリ

ーントーン部分は強L 主ー受けていたらそ

のくびhカfあ 1)、先端部が若 i二浮くなる 的というほどではな L

- 33-
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:去の神 I遺跡

一フ。フ j也山一LI討にて黒沼色 i二乃/ゴ11:;:マランを怜Jiiしたカ 立Ij平を'受けている

ため不明、 は S1104 を切っているもの ブランをJ巴掘することはでき

-;白主主 Jト勾h

け.~-ド
d、.1..，1 ~..1 I、-，...， 

壁題の状態 i;iさは比lji;<r'lなしっかりしており、さも(よ 噌立ち上がる。そのi也

の壁は不明雄である。

覆土 S 1 104竪穴(主居跡の114¥J参照

壁溝壁j誌は南東壁と 弓位認された。おそらくは全周するものであろ

つ。

柱穴、ピット 隅に 3個の柱穴

数佑!のピットが位認された。

炉 住居跡南西部を地床炉として使用していたと思われる。断面観察による埋土の状態は次

そって数回 された。その他中央部にも

のとおりである。

l 10Y ギtI性なしのばミ黄色(5 Y R )焼土粒子出入。

q 
ムJ 、 10Y R九' キなし υ

遺物とその出土状議 土師器の土イ;の l片出二r_した以外は 片であ

くびれ、 くびれの

ものに比べて細かい

り出土量も多くない o t1~ は回転糸切りによるものである c

部分が最も厚く、先端は鋭角的であるつ多面も S1 104 

Q 。

口

S 110 6竪穴住麗跡

18-1、18-J 

世ilWJ 

360cm 37Ucm 

i校 1'-') 18~ 25 .4cm 11 . 5 ~ 26 . 9cm 

Ii，(議 ITh¥ 18 -_ 20cm 17 -~ 24clli 
2fi3 E 

il主iliiti菜 3. 9~9 .lcm 24~9. 2cm 

?
コ
-

A…

l
T
 

H
U
-

-Hn門尺{
 

408cm 

5 苛 7~16.8cm

5. 9~7crn 

34 
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5.遺構と遺物

プラン確認地山上国にて ち込みを したが切り合いがはげしく にては

っきりとプランを検出することはできなかった。

壁題の状態切り合っている壁をのぞいては、比較的しっかりしている。

覆土

1. ~音褐色土 10Y R%  ギ~j'l生なし。しまりなし。明 (10Y R%) 

2. 時褐色土 10Y R%  ギIj'l笠なし。しまりなし。明 (10Y R%) 

3 .暗褐色土 10Y R%  粘性なし。しまりなし。

~1. S音褐色ゴ二 10Y R%  粘性なし。しまりなし。

床面 はほとんど凹凸がなく、しっかりしている。

壁 溝 確認されたのはとぎれとぎれであるが、はぽ全国するものと思われる

書

hsy
 

ピ

r
p
a
 

穴

?

柱

カ

に 311mO)主主穴 した。

したが遺存状態は極めて不良である。当初は りに建設し破棄し

J 

」 したものと忠われる。袖部等はほとぐ っていない。

1 lOY R%  キIIJ性やゃありむしまり中。焼土粒子、

ク

(5 Y R完)ブロヴ

つ
ム- . 10Y 宇I~'I~!: なし。しまりなし。

) 

( 5 Y R-;¥くり、明黄褐色 (10Y

司令
‘s

あで

態

確

h

夫

円

d

A

a

l

ト
ト

土

J
U

-

一

出

肢

の

は

口

リ
て
一
分
ケ
/

と

部

ロ

物

大

、

遺

ち

くう

多

12の縄文土器片の他は、ほとんどが十』市器の破片て¥その

がら出土しており、内面 を}j包されたものが

えぐれているも E乃も している F ほとん

どくびれがなく、 的なものが出土している。

S 1 107竪穴住岩跡

- 37-



妻の神 I遺跡

法

プラン確認 地山上面にてプランを確認したが、北監部は削平を受けており、検出できなか

った。北側でS1108竪穴住居助;を切っている。

壁画の状態 北壁部をのぞいては比較的しっかりしている。

覆土

1 .黒褐色土 10Y R予言 粘性なし。しまりなし。

2. 黒褐色土 10Y R% 粘性なし。しまりなし。

床面 凹凸が激しく床面も堅固ではない。

援溝なし。

柱穴、ピット 住居跡北西i鴇に 1'H封、その他に 8位iのピットを検出した。

力7 ドなし。

遺物とその出土状態 第24図13~16に示す土器が出土した。大部分が土師器のI不との破片

である。 16は係で回転糸切りの底部で、この杯も含め黒色処理を砲したものが多く出土する。

諜の口総部はほとんどくびれがなく、先端が鋭角的なものが多い。 1点だけあるが砂粒を底部

に付着したいわゆる砂底の土器も出土している。

第27図47'こ示す磨製石斧が出土した。 凝灰岩である。

51108竪穴性器跡

1 _ 17-J 

点 j[J)J e主 同 ililJ 2そ jftlJ jiiì~ 北側 Ai主

g主 (378cl11 ) (620cl11 ) (322cl11 ) 

l'丈
存王j 11 . 9 ~ 33 . 1 CI11 5 .4~25 .8cl11 10. 7 ~ 13. 3cm 

lir {Iljo 111h¥ 7 ~20cm 
7f11 L 

\~t ζ{f1f1 F {オよ

)F~ (32. 7m') 

かまど ii ¥i: 1丘( 東一控 芯音r;石組

38 -



去の神 I遺跡
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5. 遺構と造物

ン確認 地山と面にて黒褐色土の落ち込みを確認したが、切り合いが激しく S1 107 

竪穴住居跡の覆土を剥いで、南壁は検出したが、東壁は確認がほとんどできなかった。 S1 106 

107竪穴住居跡によって切られており、これらより古い。

壁扇の状態 壁面も不明瞭なところが多い。西壁の切られてない箇所のみしっかりしている。

覆土

1 .黒褐色土 lOY R%  キI~性なし。しまりなし。

2. 黒褐色土 10Y R呪 なし。しまりなし。

3. 明寅褐色土 10Y R%  粘性やゃあり。しまり中。

4事!焼土炭化物混入O

5. 黒褐色土 10YR% 粘性なし。しまりなし。明黄禍色(10YR%)粒子混入。

床面 床面は若干の凹凸があるものの比較的しっかりしている。

援溝北壁の一部に確認された。

柱穴、ピット 住居跡壁ぎわに 7{li'ij (内問に 21齢、住居跡内に数値!のピットを確認した。

カマド 東箆に検出された。遺存状態は極めて不良である。

1 .黒褐色土 10Y R予三 粘性なしっしまり中c 焼土粒子混入。

土器褐色土 5Y 焼土。

3. U音褐色土 lOY R:話 粘性なし。しまりなし 2

4. 褐色土 10Y Rぢ 粘性なしむしまりなし。

5. 掲色土 10 Y R':!イ ギl~性やゃあり。しまり中。灰白色及び明黄褐色粒子混入。

遺物とそ(/)出土状態 第24[窓口に示す縄文土器片のf邸主、土師器の孫と禁及び遺志;器の護の

破片が丘11土した。土師器のよ不は内面iが黒色処理されているものがほとんどで、底部は回転糸切

り技法で切り離す G 二Ls出器の裂の口縁部はほとんどくび才しがなく先端が鋭角的なものもあるが、

口J岳部が肥厚し、くぴれを持つものも多く出土する G 砂底の土器も 1点出土している。

5 1109竪穴龍麗跡

西側世

(220cm) 

6.4-23.6cm 

43 -
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南側提 北側壁



妻ーの神 I遺跡

プラン確認 地山上面にて S1 106竪穴住居跡の西側に検出した。しかしプランは明確でな

く、断面から推定した箇所も多かった。 S1 106竪穴住居跡により切られており、これよリ古

。
、噌

iuv 

議菌(J)状態 きわめて不明瞭である。 南東隅は掘り過ぎたものであろう。

覆土 S 1 106竪穴住居跡の欄参照。

床諮 残存東側に洛ち込んだ箇所があり、住居跡の切り合いかとも思われたが、断面観察し

でも明 fl~ぞとはならなかった。

壁溝なし。

柱穴、ピット なし c

カマド 残存部においては検出されなかった。

遺物とそ的出土状態 遺物も出土しなかった。

S 1110竪究生屠跡

[~l);反 5

IJ.f" /， I，.J 

(290cm) 

33. 4~38. 3cm 

南西側培

(410cm) 

北東 mlJ~.芝

竺ぞ 長

プラン議認 地山上面にて S1 101竪穴住居跡の南東部に黒褐邑の落ち込みを確認した。し

かし、平面では新旧関係がとらえられず断面にて SI110緊穴住居跡が新しいことがわかった。

蟹額の状態 南東壁を除いて極めて不明瞭で・ある。

覆土 S 1 101竪穴住居跡の楠参照のこと。

床面 若干の凹凸があるが比較的しっかりしている。

蟹溝なし。

- 44-
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柱穴、ピット 住居跡内に 211封確認された。

カマドなし。

5.遺構と遺物

遺物とその出土状態 第24図18-20に示す土器が出土した。 19は土師器部の底部で凶転糸切

りである。 20は鹿角市内の東北縦貫自動車道関係遺跡としては妻の神 I遺跡でのみ出土した把

手付形土器である。外面はへラケズリ、内面はユピナテ

{は土なく中空カかミどうカかミは不明でで、ある O その他の遺物は土師器の杯と誌の岐片て¥大部分が裂の破

片であるハ 内側にユビ:1:1¥のナデアトが明石在に残るものが多く、口i昔話;はくびれがなく先端

部が鋭角的なものが多い。

5 1121製穴性居跡

北西側壁
法: 「一一

575cm 511cm 

29-33cm I 42.6-50.1cm 

壁;轟紺
_ffi. 

f3 古，l品伝、 ! ! 方Jf; |面 積 j 33.7m' l主軸方向 l N59
0 

W 

Jt; 吉I~ 干一汁'ι

プラン確認 地山上面にて検出した。南西壁は極めて不明瞭であった。北東部がSK 122土

事長を切っている。

壁詰の状態 南西空j主は不明瞭で床面の国さからやっと把えられた。その他の境は比較的しっ

かりしているハ

覆土

1 .褐色土

2. tこ

4 

5 .褐色土

6. かくらん。

10Y 粘性なし。しまり中。白色粒子少量混入。

10Y R克 粘性なし。しまり中。白

している。

粘性なし。しまりなしっ自

/J;-
t 〆

10Y R% 

10Y R% 

10Y R% 

粘性なし。しまりなし。寅褐色、白色極大粒少量ii-i入O

粘性なし。しまり中。白色粒子混入。

- 47-



妻の神 I遺跡、

7 .褐灰色土 7.5Y R~l 灰層

床面 比較的しっかりしている。床面は概ね平担である。

壁溝北東壁の極一部に薙認された。

柱穴、ピット 住居跡の壁に沿って 61Ri)、住居跡内にも数個のピットが擁認された。カマド

煙道部の両側にも 2'fl~jJ確認された。

カマド 妻の神 I遺跡検出のカマドの中では遺存状態が良好で、 南側の袖が流れているもの

の、北側は比較的しっかりしている。しかし上部は削平を受けーており 芯部の石組などは一部

しか残っていない。断面観察による埋土の状態は次のとおりである。

1 .にぶ¥，)貰褐色土 10Y R% 

2.褐色土 10Y Rぢ 粘性やゃあり。

3. にぶ:い黄暗色土 10Y R% 

4. にぶい賞褐色土 10Y R%  

5. 明褐色土 7.5Y R%  

6.褐色土 7.5Y Rぢ 粘性やゃあり。

7 .褐灰色二l: 7.5YRYI 灰層。

8，燈色土 7.5YR% 粘土質。

9. 褐色土 7.5Y R九

10，泌黄櫨色土 7 .5Y R%  灰黄褐色土(10YRぢ)混入。

11.灰褐色土 5YRち

12 黒色土 10Y R予{

13，褐色土 10Y Rぢ

14，暗褐色土 10Y R%  lこぶし=黄褐色土(10YRヲゴ)

15. 黒掲色土 10Y R%  にぶい黄褐色土(10YRち)混入。

16，浅黄色土 2.5 Y R ~ 明黄褐色土 (7.5YR%)少量混入。

17. ，二ぷい黄褐色土 10Y R%  粘性やゃあり。しまりなし。賞褐色、白色粒子混入。

18，にぶい黄続色土 10Y R%  粘性なし。しまり中。赤色粒子上部にやや混入O

遺物とその出土状態 第25図21~26に示す土器が出土した。 25 、 26は把手付土器でいずれも

把子部分は中空になっており、断面形はほほ、円形を示す。どちらも二次的焼成を受けているが、

25は特に口縁部付近が顕著である。その他の遺物は土師器及び須恵器の斐の破片で、杯は出土

していない。土師器禁の破片が大部分であり、その口縁部はくびれのほとんどないものと、

干のくびれのあるものとが約 3 2の比率で出土している。また、その先端部はほとんどが鋭

角的なものである。
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妻の神 Ii立跡、
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5 .遺構と遺物

A 
H=1fiJ.帥n 且

B H=l位60m_~

2m 

第13思 51121竪穴住居跡カ?ド

S! 123霊宍f主義lM¥

34Ucm 345cm 

23~ 29. 7cm 
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妾の神 I遺跡

プラン薙認 地山上面にで検出した。 SK 136 をd切っている。

設菌の状態 もあまりしっかりしていない。壁はゆるやかな立ち上がり る。

1 .黒褐色土 10Y R % 粘性なし。しまりなし。

2 .褐色土 10Y R 粘性やゃあり。しまり中。

3.黒褐色土 10Y R元 粘性なし。しまり中。

4.黒褐戸j:::f二 lOY R予言 あり。しまり

5 .によい賞褐色土 10Y R克 粘性あり。しまり中。

6.暗褐色土 10YR% 粘性なし。しまりなし。明黄掲色土、

7.にぶい黄褐色土 10Y R% 粘性なし。しまりなし。

8 . 二宮掲合一士 lOY R_ 1)。しまり

床麗 床面は SK 136土j墳との重複部分以外は比較的しっかりしている。

盤溝なし。

柱穴、ピット 住居跡内にピット 11回を確認した。

カマドなし。

の口綾部はくぴfLカずないか、 くびれを も

しており、

している。

ある c
遺物とその出 土師器の土手と

5 I 1 

日

σ
長
一
古
川

主
ι
一
宇
h

ン確認 地山上部にて方形プランを確認した。 SK 135 

壁面の状態 南西壁以外はしっかりしていない。

を切っている。

- 52ー
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主の神 I遺跡、

1 .黒褐色土 lOY R%  粘性やゃあり。しまり中。

2.黒褐色土 lOYR% 粘性やゃあり。しまり中。明黄褐色 (lOYR %)ブロック混入。

床面 凹凸があり床面もしっかりしていない。

壁溝なし。

柱穴、ピット 住居跡、内に 3個のピットが確認されたが、住居跡、に伴う柱穴とは言い難い。

カマドなし。

遺物とそ岱出土状態 土師器のf不と義の破片が出土しており、議の破片がほとんどである。

護の口縁部はくぴれは少ないが反りの明確なものが出土している。

f
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人司
J
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N
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第16国 51125竪穴住居跡

S I 125竪穴住器捗

図版

，命、
1
J
i
 

l
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i
 

第1臼6図

附帥I正町「ドμ18-児ト8ト一

日 止ιUリi出1 壁
南側堕 i 北側 s;i::

L l 

"11_ 
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5 .遺構と遺物

プラン確認 I郭北端のほぼ中央部にて、地山上部で確認した。北側の半分以上が SD013 

堀跡によって切られている。

壁面の状態 上部制平を受けているものの壁面は比較的しっかりしており、ほほ垂直に近く

立ち上がる。

覆土

1 .黒褐色土 lOY R% 粘性やゃあり。しまり中。

2圃黄褐色土 10Y R元 粘性なし。しまりよし。

床苗 床面は若干の凹凸があり、堅固でない。

壁溝なし。

柱穴なし。

カマドなし。

遺物とその出土状態遺物は出土しなかった。

5 I 126霊宍住麗跡

第時 |挿図番号 l第17 |図}時号|

臨竺リ検出地区い4-F， 14-G， 1日

下T 東側壁 西側壁 南側壁
法

号宅 長 455crn (350crn) 

壁 品 9.2~22.6cm 9 .2~ 13crn 

壁溝 i脳
祭長司主

r，;~ i葺 j菜

形 方形 (14 |主軸方向 l
し !構築素材|

図版 11・12

北側壁 1

(lOOcrn) 

17crn 

ブラン薙認 I郭東南端より浮石が大量に混入した不整形プランを確認した。 掘り iごげたと

ころ方形の竪穴住居跡のところどころに大ブ口ック状に浮石がはいりこんだものであることが

確認された。東部は SD013掘跡により切られており、

f)、これらの遺構より古い。

S K134 より切られてお

援蕗の状態西側の壁際に

石在である。

された。北壁は削王子を受けているため、不明

覆土 覆土の状態からみて浮石降灰時期と比べてそれほどの時間差はないものと忠われる。

1 .褐色土 10Y Rぢ 粘性なし。しまりよし。浮石(アッシュ)。
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主の神 I遺跡

2. に~~~'い黄褐色土 10Y R]2 粘性なし。しまりよし。

3.寅褐色土 10Y Rお 粘性なし。しまりなし。 1mm-2 cmの粒子でつぶつぶであ

る。浮石(ノfーミス)。

4.日部品色土 10YR% 粘性なし。 しまり中。

床面床面より いレベルまで浮石が混入している。床面や若干の凹凸があり堅固でな

1， "σ 

壁溝なし。

柱穴、ピット 住岩跡に 5備のピットを確認した。

カマドなし。

遺物とその出土状態 第25図28-34、第27図51に示す遺物が出土した。その他の遺物は土師

器の杯と窒の破片で、当遺構においては壇の割合がたいへん高い。 f不は黒色処理のものが多く

底部も回転糸切りで切り離したものが多い。護の破片はくびれを持っており、反りの明確なも

のが出土している。

51は勾玉である。材質は比重が小さく境E自製と思われる。

S I 127竪穴住麗跡

北 jHlJ 芝
j去

"主 (395C1ll ) 

g(î~ 出 7.8-11.6cm 。-16cm

プラン確認 S 1 126の北側に方形のプランを確認したが、南側の壁はつかめなかった。掘

り下げたところ、さらに落ちこむ部分があり、 2軒の重複の可能性が出て来た。しかし断面で、

もはっきりした新!日関係はつかめなかったため一つの竪穴住居跡として扱うこととする。削平

がひどいため不明確なところも多いが、 S1 126・13;3思穴住居跡、 SK S X F 120焼土

遺構より古い遺構である。

壁画の状態 両竪は比較的しっかりしているが、その他の壁は極めて不明確である。とくに
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5 . j立構とi室物

1m 

第17図 51126竪穴住居跡
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妻の神 I遺跡

北側は大きく削平されており、ほとんど獲が残存していない。

覆土

1 .黒褐色土 10Y R% 粘性なし。しまり中。植物根が混入。

2. 10Y Rち 粘性なし。 しまりなし。

3 .にJJい黄褐色土 10Y R完 粘性なし。しまりなし。ザラザラした荒い粒子の砂で構成

4.黒褐色土 10Y Rち 粘性なし。しまり中。

E装置 住居跡南部が一段落ちこんでいる。

なし。

ピット 住居跡内問に 11問、西壁際に 3個、北壁際に 2偶確認された。

カマド 北壁西側の焼土がかまどの可能性があるが、削平がひどく不明である。

遺物とその出土状態 遺物は縄文土器、土師器、須恵器が出土した。土師器は坪と斐の破片

で護が大部分を占る。表口縁部はほとんどくび';h_がないか、 るものが出土している。須

の口縁部破片が 1点出土した。

SI 

9crn 13.1-22.2cm i 12.9-22.2cm 

Ei 

1='!1. 

プラン確認 I 

れている。

削平

(3.7 

て方形プラン した。 S D 013 J:Jij¥s事によって-t)Jら

ており、いずれの壁面もしっかりしていない。議簡の状態

ほ るが、堅固ではない。

なし。

ピット なし。

カ?ドなし。
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去の千IjII:i立跡、

，--"-一一一一一
長

:J: 

SI127 ユグ立f!51閣。
，、 ---- 。

G G G  f、ミ~(Þ~き@
与テ 51127 

¥七 J/ i ∞i 

SI12喜

111‘ ¥ 

A 出制60叫ーさ

第18図 51127竪穴{主農跡
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5. 遺構と遺物

ι ι ι 与 ム戸
弘
叫
l
E
8・2
τ
工

U.J 

EA 

∞i 

EA 主A
H=163.00m一一→

第i号密 511 

遺物とそ(J)出

している。ほとん

j不は内面に

した縄文土器が3点と土的j器の掃と去の岐片が出土

の破片で、そのu

されてしミる。

ほとんどくびれのないものである。

S ! 131竪宍{主震動l

法

右手 '-' 
戸] 1G.8-25‘5cffI 11 . 5 -19 . 5cffI 

プラン確認 地山上面にて方形プランを しfニカヘ しく南西壁以外ははっきり

認できなかった。北側は白IJエiz 4づタ 、 フ J炉、
に ν曇 G/、」

イむム之
、日)G 0 S 1 131' 合切
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妻の神 I遺跡

ている。

壁画の状態 南西壁以外は不明瞭で、、竪間さに欠ける。

床面 床面は若干の凹凸がある。竪国ではない。 S1 131'竪穴住蔚跡の床面よりやや掘り下

げ、である。

壁溝なし。

柱穴、ピット 住居跡の墜に沿って 6イ問、住居跡内に数個のピットが確認された。

カマド 上部が削平されており 遺存状態はきわめて不良である。袖部煙道部等もほとんど

確認できなかった。断面観察による埋土の状態は次のとおりである。

1 .焼土

2. 暗褐色土 10Y R}と{ 焼土粒子、灰混入。

3. 黒褐e土 10Y R%  粘性なしりしまり中。焼土粒子混

遺物とその出土状態 第26図41-45に示す土器が出土した。 41-45は縄文時代の後期のもの

と思われ、あとから混入した土器て‘あろう。その他の遺物は土師器のIイJと斐の破片で、裂の破

片が大部うる、である郊の底部は回転糸切りのあと調整が施されたものである。棄の破片はくびれ

を持ち、反 IJのある口縁部を持つものが出土している U

S 113f竪穴{主麗跡

プラン確認 地山上回にて南西壁を検出した G 南西部をi注く大部分を S1 1.311竪穴住居跡に

よって切られている。

盤屈の状態 北側は郎平を受けているため不明である。わずかに残存する南西壁以外はしっ

かりしておらず、床面から排定できるにすぎなかった。

床面竪回でない。
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:主ーの神 I遺跡

。。
。

。
。

白

G 

σ0 
Eι 日 。

@ 
も 。。 51131 

。坦!
。民挙管

事1曾

EA 

A ∞j 
A

一m
 

A
U
 

7
・

q
J
 

m
h
o
 -H

 

Eバ
H=163.40m一一→

- 65・66-

第20関 51131， 131'竪穴住居跡



5.遺構とi毒物

壁溝なし。

柱穴、ピット なし。

カマド なしハ

遺物とその出土状態 土師器の裂の1ÎjJ~g が出土した。口 fí~ま部はほとんどくびれのないものが

出土している。

S I 132竪穴住居跡

⑮ 

定フ唱。
ι。

A 

汀

∞! 

SI132 

∞i 

1'.::(lJ~J:i22 

北 i北~ iWJ ~I'~ 

214cI1l 

伽民

i
ε
0
2
2
Nヱ

A 

付ゴ!63.70m
A' 

第21図 51132竪穴住居跡

ゥ，
d

ρ
h
u
 

1m 



妻の神 I遺跡、

プラン確認地山!---面にて方形のプランを確認した。

壁面の状態 i初、ドがひどく、特に北側の監はほとんどない。その他の壁もしづかリしていな

L、《

土覆

l (lOY R 五)、に.，.-;~'い10 Y H ;.::; i¥lj性なし。しまりなし。によし

色土 (lOYRち)出

床面 的凸が激しくしっかりしていない。

壁溝なし。

柱穴、ピット {:l::居跡内問に 1'i間、壁際に 1Wilのピ‘J、を確認した。

炉 中央部に，1丸十ーがあり、ここを1也床JJ=iとしてi支っていたと忠わil_る c

遺物とその出土状態 土gfli器の安の破片'が出土しておリ、その口松部はほとんどくびれがな

く先端も鋭角的なものである。

S I 133竪穴住居跡

北 i~1j 11主

、
)

{
 

〈

υ6
 

つd(
 

プラン確認 I主li東端1FT央部から

でr切られているハ

ランを杉したれ };j{lnrJは SD O l.it}!l:~削こよう

壁面の状態

覆土

1 .虫干お色土 lOY R%  引i性なし。しまり fl'0 1'[1'1物恨を多く

はしゥカゐりしていないカヘ し〈立ち上がりを呈する。

0
6
 

円

h
u



事

A 
H=163.3Gmぷ'

第22国 51133竪穴住居跡

S I 133竪穴住居跡

m
 

am-

5 . ì宣村~J と i立物

床面 床面は若干の凹凸が

あり、堅四でないc

壁;警なし。

柱穴、ピット 住民跡内F主

i奈に 311司のピットを検出した。

カマドなし。

遺物とその出土状態縄文

士宮5、二器の破片ーが数点出

土した。

情
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，ル
Eip穴

S

竪司，sn月us
 

を'壬けており し社1
じρ

われる ki主以外は杭/lljできなか

ったの S K l::i5 ::J二 j賓とのザ~ 1) 

合L守、関係はつかめなかった。

壁面の状態上部がfjlj'1三を

受けてお i)、

ーゴ

態状土出のリてシ」
ふ
W
H
h

o

込
埼
d

る

遺

万 }f~ ? 点不能
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ii:の神 l遺跡、

5 I 138竪穴住居跡

第23表 i挿図番号|第24図 |図版番号| 図版14

遺構名 IS 1 138 16-F、17-F 

東側壁 西側 壁 南側 壁 北 iftU 壁
法

壁一 長 (265) cm 

壁 品 5.3~8.1cm 

壁溝幅
長長ヨ主

壁 j蕃深

芳3 j子形? (.5.0m:) 
圃

⑮ 

_~Ä 

A 
榊 163.30札』

。 1m 

第23図 51138竪穴住居跡
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5 遺構と遺物

5 

¥ーァ
§ 

一一一:0
10 

13 15 

U 
日
i8 

15 17 

1・2 SI101 

3~5 51102 
告~~ 9 5ii04 

司有露軍 19

10，..__，12 511む8 1昏<m

13~16 SI107 

17 51108 

18"'-'20 51110 

第24図 i郭竪穴住居跡出土遺物(1)
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妻の十rjlI遺跡;

一d符誕誕議'tl
世持狩久~

臣4包遥{l.l

21 

内パ

U

22 

29 

3i 

お 36

汁

i
l
i
-
-

出品

昼

j
i
l
l
-作

為
議

一議欝
'37 

21'"'"'26 SI12i 
27，...._，34 51124 
28，...._，34 51126 

35 51127 

36・37 51128 

38"""'40 51129 

33 32 

~-ー

34 

10αn 

40 

第25図 i郭竪穴住居跡出土遺物(2)
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5 .遺構と遺物

よ二二三

主誌

42 43 44 45 

?前

41~45 51131 

第26毘 i襲竪穴住麗艶l出土遺物(3)

プラン確認 I郭の北東端に、 S1 131 

S D 013掘跡に西壁は S1 131 

られた状態でプランが検出された。

それぞれ切られ、ま 削平をうけて

いるため不明である。

壁面の状慈 市i&1Jのみの検出であるが、

覆土

を受けており堅固ではないG

10Y R% 粘性なし。しまり中。

F装置 2 を検出したが、東側のものは理土←正部にあり、この住居間;より新しいも

のであるの西側のものは床同ーから検出されており、炉として用いられていた可能性がある。床

は堅固でない。

壁溝なし。

柱穴、ピット

カマドなし。

に 21簡のピット した。

遺物とそめ出土状態 土師器片 1片が出土したのみである。

{イ)土壇

SK  111.::fニ境 (第28図 図版

16一目、 16-1地区から地山上国にて検出された。平面形は不整惰円形

213 crn >く 80crn 、 j震底苦r~ 198crn X 58crn、深さ31cm、 1.4ぼである。床而に

していた。また SK 112土塘にも焼土があり、 らこれらの 2

る。 j債口部、

く堆積

には作]らか

の関係があったとも考えられる。断面は西側に深くなる。壁は比較的しっかりしている。主軸

方位は N750Wである。 遺物は出土しなかった。断面観察による埋土の状態は次の通りである。

1 . 

2. 

7.5Y R先 粘性なし。しまりなし。粒子がこまかい。

7 .5Y R% 粘性やゃあり。

-73 -



妻の神 I遺跡、
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5 .遺構と遺物

υ1 

W
E
S
S
H
Z
 8 

K
 

S
 

函n
H
U
 

丹
ノ
h第

53k i i2土土産

16-~ H治氏から地山上田にて検出さ

jした Q 平田形は隅丸方形を呈する。 1賓

口音1)225cm >< 188cm、靖底部 204cmX

175 cm、深さ 82cm、面手責 3.9m2を計る。

;出土に焼土が多量に混入している。ま

た持十戸、1かム鉄思 4 点{第70lA I0~13)

が出土してお iλ 製鉄に関連のあ

構と忌わ_~Lるc 主i地方位J土N73
D

Wであ

る。土~lIî器の察とよィ;のfJEZ)'ì-が I:b :::l二して

いる。ヰは黒色処理のもの]点、

処理されていないもの 2点が出二iこした r

その他は衰の破片で、口縁部はほとん

どくぴれていないか、若干のくびれを

持つもので、先端部は鋭角的である。

よる理土の状態は次のとお

りである。

。 1 m 

第29図 SK113土塘
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妻の神遺跡

1 .黒褐ps，土 10Y Rヰ4 粘性なし。しまり中。 (10Y RX3) 

2.黄褐色土 10Y R弘 粘性なし。しま 1)中。粒ゴ」荒い。

0. 宗寺戸J，ゴ二 7 .5Y R7i 粘性なし c しまり中。 ( 5 Y R )ブロック混入。

4事明赤褐色土 5Y 粘性なし。しまりなし。

5 .明黄褐色土 10Y R% 粘性なし。しまり中。褐色土 (10Y ) 

S K 113土墳 (第29図 図版16) (測定値のカッコづけは測定可能な値である。以下向じ)

16-K、17-K地区から にて検出されたc 平面形は隅丸方形を呈する。撞口部 180

cm>く (150)cm、培底部163cmX138側、深さ40cm、面積 (2.5) rげである。

壁面は垂直に近い立ち上がりをし、堅田である。東部を S1 102 

よってそれぞれ切られている。 遺物は出土しなかヮた。

態は次のとおりである。

1 .黒褐戸，_::L 10Y Rち 粘性やゃあり。

しまり中。

S K 114土ま農 図版17)

17-J、17-K地区から地L11上面にて検出

されき。平面形は不整円形 る。 Jfj員口

(123) cmX ) cm、婿底部92cmX86cm 

深さ (27)側、面積(1.1) ぼである。 床面

は凹凸がなく比較的しっかりしている。

分を S1 102 より切られている。

遺物は出土しなかった。

S K 115土壌 (第31図図版17)

16-J地区から地山正面にて検出されたc

而形は楕円形を呈する。塘口部( 104) cm 

X (85) cm、J墳底部90cmX80cm、j菜さ (80)

側、面積(0.8) m'で、ある。床面はほとんど

凹凸がなく い立ち上がりを呈

する。上半分を S1 107竪穴住居跡によって

ム

。

は凹凸がなく

北西部を S1 101 

よる埋土の状

切られている。遺物は しなかった。断面 第30図 SK114土塘
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よる埋ごとの状態は次のとおりである。

1 .黒褐色土 lOY R %  粘性なし。しま

りなし。

2.明註福粍土 lOY R %  粘性なし。しま

り中。

3 .によい黄褐色土 lOY Rち 粘性なし。しま

りなし。

4‘;ニ lOY R%  粘性ややあれ

しまりなし。

S K 122土壊 (第32図図版18)

16-K地区から地山上回にて検出された。平面1形

は偶丸方形?を呈するの 鰭口部 163cm>< ( 13"1) cm、

140cmX ( 115)山、深さ43cm、市積(1.8) 

mごて1・あるの 問 1~1があり、主主はゆるく立

ち上がる。南西部を S1 121 よリ切ら

れている c 遺物は しなかった。断面観察による

埋土の状態は次のとおりである。

2.に

S K 130土塘

lOY R% 粘性なし。しま

りなし。寅褐色、白色極大粒

lOY R克 粘性なしのしま

白色、明寅褐色粒子少

図版18)

15-F、16-F地区から地111上国にて検出きれた。

平面JJラは方形 る。 J壕口音[)187cmX 160cm、11長

181cmX 166cm、深さ 87cm、面積 3.2ぼである。

は凹凸が少なくかなり堅固である。壁はほぼ垂

直で北1HUはえぐれている。焼土が少量検出きれてお

り、 SK 112 と形態等に共通点も多い。しかし、

- 77-

5.遺構と遺物

Zえ

⑧ 
F一屯 H=163・70m五'

1m 

第31図 SKl15土t麗

五

A 
H=1幻鱒m-5

第32図 SK122土壌



安の神 I遺跡

遺物は第39図に示

す土器が出土した

のみであった。 1

は縄文土器で単節

RLが回転施文さ

れている。 2、3

はj頁

で!Jnき白文が認め

られる。

による

は次のとおりであ

る。

仁川本
1

一
4/-一リ

-
?
っ
，

守

R
y
 、vi

(ハU
-a

ょ

1
i
 

。
、;ノ

ー

しまり rt10

10Y R予j 半占

性やゃあり。

しまり中。

∞I 

事長官雲母

長一 討=163.70m_5 ~l 

h
E忠
.
円
安
u
エ

第33函 SK130土埴

4 

3 .黒魚土 10Y R予{ 粘性やゃあり。しまり中。少々焼二i二や灰らしきもの混入。

らしきもの混入。

SK  i 

15-F、15-G

173 cm 

守 n¥T
iυi り。しまり中。少々

図版19)

ら地山上部にて検出された。平田形は円形

172cm X 145cm、j菜き 130cm、 2.61ずである。

ある c

い。造物は土nflJ器議の破片

1 . tこ

2 . 

3.に

。 S1126 

る。 1j主口音日 195cmX

は問凸が少なく堅田で

を切っており、これらより新し

次のとおりである。した。 よる

10Y R%  粘性なし。しまり中。明賞褐色 (10YR%) 中粒がフ、、ロッ

ク状に

10Y R 7i' 粘性やゃあり。しまりなしの

lOY R九 粘性なし。しまり中。明賞褐色 (lOYR%) 中粒がフ守口ツ

78 -
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5 .遺構と遺物

第34~ SK134土曜

ク:1犬に

5 K 135土塘 (第35図)

17-G、17-H地区から地山と砲にて検出

さ れた。ラは不繋 円 形 をE乏する。強口

206 cm X 186cm、 178cmX ( crn、

(3.1)ぼである。 上部深き (21)cm、

は削平 ている。床面、 ともしっか

より'切りしていない。 S1 124 

らjしている。 S1 との切り

関係は不明である。 j立物は出土しなかづた。

断面観察による埋土の状態は次のとおりであ

る。

- 79-
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妻の神 I遺跡

1 .黒褐色土 10Y Rち 粘性やや

あり。しまり中。

5 K 136土壌 (第36図図版19)

14-1、14-J地区から地山上面に

て検出された。平面形は不整楕円形を

呈する。 1資口部 (231)，cmX (192) cm、

216cmX 176cm、1*さ 113cm、

i面干責 3.8ぼである。

く堅田である。壁も

は凹凸が少な

¥ 

がり、深さのある土績である。焼土が

上層部に細い帯状に堆積している。 s

K 112、 130土嬬と形態的に共通する

ところも多1，'0 S 1 123竪穴住居跡に

よって切られている。主軸方{立はN50
0 

Wである。遺物は出土しなかった。断

面観察による埋土の状態は次のとおり

である。

A 

第36図 SK136土壌

1 .黒褐色土 10Y しまりない t面に 下宿に炭化物極小粒j昆

人。

2 .暗褐色土 10Y R% 

3 .黒褐色土 10Y Rヲ4

4. B音褐色土 7.5Y 

5.累魚土 10Y R五

6 .黒1b，士 10Y R冗

7.明寅褐色土 10Y R元

8. a音赤褐色土 5YR% 

9 .に~;~'I，.賞掲色土 10Y R% 

10.にぶい寅樺色土 10Y R% 

11.によい黄櫨色土 10Y R yi 

12.によい黄桜色土 10Y R y3 

13.黒色土 10Y R~ 

しまり中。炭化物小粒が多量混入している。

しまりなし。焼土。寅褐色小粒混入。

しまりなし。

黄褐色極小粒混入。わずかに 6躍を混入。

しまりよし ο 混入物なし。

しまりよし。黒褐色小粒混入。

しまりよし。 上国に炭化物少量混入。焼土。

S 1 123の床面と忠われる。寅褐色小粒混入。

しまりなし。炭化物極小粒、黄褐色小~中粒混入。

しまり中。炭化物小粒混入。黄褐色小~中粒やや混入。

しまりなし。炭化物小粒混入。賞褐色粒子Lわずかに混入。

しまりない赤色小粒混入。

- 80-



5.遺構と遺物

A 

A 

A H=16310mlF 

8 1m 

第3i函 SK139土塘 第38盟 SKi特土壌

14.浅黄色 2.5Y R見 上田しまりよし。黒褐色小粒混入O

15.によい賞諸色土 10YR五 地山。きめ細かい。

S K 139土壊 (第37図図版20)

14-1 地区から地LL!上部にて検出された。平雨形は円形を呈する。賭口音I~ ( 127) cm X ( 

120)側、蹟底部 ll1cmX 107cm、深き(12)cm、面積(1.2) m'で、ある。床面は凹凸が激しく、

上半分は削平されている。床面、壁面とも堅固でない。遺物は出十，しなかったc 断面観察によ

る埋土の状態は次のとおりである。

1 .暗褐色土 10Y R五 粘性なし。しまりなし。 (10Y R %) 混入。

2 .にぶい賞褐色土 10Y 粘性なし。しまりなし。

S K 140土壊 (第38図国版20)

16-F 地区から地山上国にて検出された。平面7t~ は円形を る。 音T112cmX 97cm、蹟

2 

1，.......3 SK130 

第39図 l郭土境内出土遺物

81 -



妻の神 I遺跡

底部78cmX76cm、深さ 36cm、面積 0.8ぼである。床面は若干の凹凸がある。壁はゆるやかに立

ち上がる小土践である。遺物は出土しなかった。断面観察による埋土の状態は次のとおりであ

00  

1 . 10Y 明黄褐色粒子混入。

。ぞま
。。

A 

。

A 

出 18380m-F

。 111 

第40図 51001翠穴住居跡

- 82-
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5. i玄1'i¥'tとj毒物

(ウ)溝跡

501165蕎~9}i (第11図図版45)

S 1 108 1長穴住居跡内より検出された。方形に廻っており、その規存Lは 181cmX 299cm、溝i隔

11("111 ~ :36("111 、深さ 3CI11 ~6CJllである。講の放ドIJ 、規模などから SI 108竪穴住出跡の施設とは考

えにくく、単独のものと忠われる。

遺物は土i':ili器の衰の破片がけ-11土した。

-{. II郭の遺構

(ア)霊宍住居跡

51001竪穴住居跡

(207 100 )CI11 

6 .G~ 11.3cm 

( 8 ~ 17) CI1l 

5 ~7 .8c!ll 3.1--3. 5cIll 

斗
中
小

形
一
か

9111') 

プラン薙認 地山上国にてプランを碍認したが、上部はi羽子を'乏けている。また東部は路椋

外のため不明である。このため高西部が張出古じのようにも忠われるが不明である。 S K017 土

を切って構築さ jしているの

壁面の状態 墜はしうかりしていず、 I~-音ISiJ' ~JIjヂを受:けてし、るの

覆土

1. IJ{{褐色土 粘性なしむしまリ 11lo !悶黄褐色 (10YR%) 

2 .褐土色 10YKli 粘'1''1:なし。しまり l:t:J" i明武半島色 (10YR% ブロノク:1丈にi昆入。

3.褐土色 fr1îtt なし。しまり中。 !l)~ 寅掲色 (10YR% )ブロソク状に混入。

炭化物混入。

4. I培褐色土 10YR% 粘性なし。しまリ中。明黄褐色(10YR%) ブロソク状に混入。

炭化物混入
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主主:の神 1Ji!跡

0. 福色 iA 10YF;託 料J'1主なし心しまり中。的支掲己げo~Ì- も j アロ j :;  :Î)\に ;1~ 入。

6 .黄褐 粘性なし。しまりなし。

床面 床面は凹凸が激しく ~回でない。床面は炭化村と焼土が広く分布しており、

屋と思われる九

できなかゥたが、その他はほぼ全同するものと思われる。

『そって 3fl8jのど、リトが精出された。東部にある 2fI古!の大きめのピット

震構

柱穴、ピット

は住居跡に付属しないιのと思われるコ

カマドなし

遺物とその出土状態

れカtなくその先端部も鋭角的である。

が 5i，i，出土した l二二iJlIji器裂の Ll紋部はほとんどくび

51 002竪穴住居跡

9.1cfIl 

(17 .5m') 

プラン確認 地山上面にて方形のプランを確認したが、削平がひどく南西部は壁が経認でき

なfかった。また東側は跡外のため不明である。 SK014、015土;績を切っており、これらより

新ししに

壁画の状態 南西部は削平されていて不明であるハその他の壁もごくわずかしか確認されな

かっ fこ。

覆土

1 .黒褐色土 10YR% 粘性なしっしまり中。

，T J 7/、，r、t=-l_:F::I マ
1 /1 J Y 笈u比八。

色土1l0YR%)少量混入。 ハ
υ

句

g
gム(

 

')黒褐色土 lOYR汚 名!-i性なし。しま 1)中。故福色'bi:-J三少量混入υ

3. 賞褐色土 10YR% 粘性やゃあり。しま 1)中。

- 84-



叫

i
ε
g
N由
V
H
ヱ

¥ 

¥ 

@ i調

!査

。!

51002 

s民草1.1事

⑧
A

一

。

村=162.鈎m__  A A 

2m 

第41図 51002竪穴住居跡
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床菌床面は

壁溝なし

柱穴、ピット

カ?ドなし

遺物とその出土状態 造物は数点のこ仁川器裂の政gカ;"t[11二上したのみである。土記jj探裂の口紘

主ーの神 I遺跡、

凹凸があ 1)、慢話lでない。

1 i181、化に 4il占!のビいノト さlLた

部はほとんどくびれのないものが出土している。

51 003竪穴{主麗跡

法! ljj'i:e tt 

E、 9 F、10-[J. 10-E、1{) F 

F
-
-
e
会

z
g
l
 

、j
H
U
 

川
M
M川
61
 
1
 

'
ー 釘il!1J l:山 パ

H
H
り
4

・ドし

638Cll1 63~)(_'r日 -f
 

i
宅

、l'
/
K
1
 

1

1

J

 

A
i
 

長 ~t {蒜 IIJh¥

4.G~1U.9cm 10.3~2S “主l1î:1 ~39 .8cli1 

SK016 

プラン議認、 地LlIJ....J}Jlにて不整形のプランを経認したが、

複であることがわかった。 SI00:3 ;''7:六十l~J/;. 跡はこれらのj立t4与を切

Sl OC治、 o問、 006 笠

っておりこれらより新-しい。また

。
、atv 

議状の面壁

?
の
}

1 

3.褐色土

4 

5 .に.~~'l，..、黄褐

6.黒色土

'7 
i 

を SI008 句切られており、これより古

を受けており、 るi2ii内?はないが、北部のh 好で、あ

10YR~~3 もち性なし。 しまり中 3 褐色土ii入。

*I~'I生なし。しまり中。

10YR% *111性なしヲしまり中υ 軽石少量、褐色卜争少量jLi入。

10YR% 粘性なし しまり中。 炭化物少量、

10YR% 粘性なし。しまり中。

lOYRl・K 粘性なし。しまりなし。

10YRち 粘性なし。しまり中。 炭化物少量出入。
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安の神 I遺跡、

恥οも
C./..j冶争J- 1鞍

@Ab¥) 
瓦た ¥I 。

o ~ 。
〈ら。

~RM2 RP 

。。ロ

QD~P 
O RP 

各ヨ

守@ 合。 11 
B' 

51003 
聖一一 込d

os 可

Gフ

@や

D 

ノ

'.Jゐ

A 
A 

付=152.60m 主主

2m 

51003，0出ヲ出S竪穴{主題跡

87 . 88 



5 遺構と遺物

8. 黒褐色土 10YR% 粘性やゃあり。しまり中。

9 にぶい黄褐色土 10YR% 粘性やゃあり。しまりよし

10.にぶい賞稽色土 10YR% 粘性なし。しまり中。軽石、黒褐色土少量混入。

11.明寅褐色土 10YR~う 粘性なし。しまり中。軽石、

12.にぶい明黄褐色土 10YRj13 粘性なし。しまり中。炭化物少量混入。

13.日月賞褐色土 10YRY6 粘性なし。しまりよし。

14.にぶい寅按色土 10YR% :f，Ii性なし。しま 1)中。軽「行

床面 床面は比較的堅固で際も多い。住居跡北側に焼土が検出されている。また概して住居

跡南東半分側から多量の炭化米が検出された (P.195参照)。

壁溝なし。

ピット 住民跡内に数胞のピソトが検出されたが、明確な柱穴となるものはなかった。

カマドなし。

遺物とその出土状態 第48図 3~ 5に示す遺物が出土した。 4、 5は把手付土器で 5は把手

が I十1主のものである c その他の遺としては土師器、 炭化米が出土して

いる J:.i':Ili器は杯、誌の破片-が出土している。二L:師器材;の破片は 1点だけで、

転糸切りである c は多く、 90点以上を数える c その[]絃部はくびれの

ないものとあるものが 5:3の割
吋

〆「cν 占 が 1点出土した。

ら本血が出土した。木皿は遺存状態が極めら炭化米が出土ーしており、そ

骨炭化していた。て悪く、

SI 005竪穴住語跡

北北側壁

世帯 IIJh¥
日
間
中

(2.5m') 

壁 j幕 j菜

形 態| 方形 7

なし

プラン確認、 地山上出にて不整形のプランを位認したが、 S1003竪穴住居跡などのと
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妻の神 I遺跡、

であった。 SI005竪穴住居跡は SI003賢穴住居跡に切られており、これより古い。

壁面の状態 削平を受けており、壁はほとんど残っていない n

床面 床面は若干のI!!]凸があるが、比較的I墨田である。

壁溝なし。

カマド なし。

遺物とその出土状態 なし。

51 006竪穴住居跡

思1)~反 22 ・ 23

南南 lH1J竪 ~~ 

i山!32. 1 -32. 3cm 

1
1
 

1
 

i
t
 

)j-; (4.1m' ) 

プラン確認 地山上面にて不持}f~のプランを ìiYfi認し、 *I~査の結果 3 械の重複であることが

認された。南東制を SI003堕穴住府跡によって切られており、これより古い。

壁蔀の状態 上回は削平されているハ

床面 比較的思 I~I であるむ

壁溝なし c

カマドなし

遺物のその出土状態 なし。

51 

目JiJi番号 i図!問

8-E 

南東側壁 l 北西側壁

40.9cm ¥ 140cm 

18.7-24.5cm I 24.3-33.9cm 
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5 .遺構と遺物

日亙

プラン確認 地山上面にて方形プランを したが、南西部は SI008竪穴住居跡、に切られ

ており、これより古い。また SK019 を切っており、これより新ししミ。

号室面の状態 上面が削平されている。特に北部及び西部は著しい。

覆土

10YR% 粘性やゃありハしまり中。

10YR% 粘性やゃあり。しまり中。に

10YR予言 粘性やゃあり。しまり中。

(10YR%，) 70%混入。

1
1

つω

つd

来語 比較的堅i却である。焼土がみられるが炉とは思われない。西隅の焼土は S1 008竪穴

住居跡カマドのものである。

わずかに確認された G

柱穴、ピット 住居跡内東南部にピット l個を確認した。

カマドなし。

遺物とその出土状態 遺物は土師器、須恵器が出土している。土師器はま1~ と議の破片で、杯

は内面黒色処理のものと非処理のもの、護口縁部はくU':i〆しのないものとあるものが浪在する。

が出土した。

車部5霊宍{主題留i

側壁 jヒ

竪 長 595cm 630cm 667cm (575)cm 

壁 芦1 55. 3 ~ 63. 6cm 38. 1 -69 . 6cm 48.2~62.1cm 42. 9~85. 6cm 

壁溝!隔 10-40cm 18-32cm 21 ~51cm 17-58cm 

24-38cm 3-7.5cm 16 .4~ 35 .1cm 4-8.3cm 

方形 48.4m' N47
0

E 

不 明
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主:の神 I遺跡

プラン確認 地山上面にて方形のプラン及びカマドを検出した。 S1007竪穴住居跡、 SK

022、 023、 024、 025土績を切っており、これらより新しい。

援額の状態 検出された住居跡中では遺存状態が比較的良好である。しかし東壁隅及び南西

壁は大きく削平を受けている。南西壁以外の壊は堅田で ほぼ垂査に立ち上がる。

覆土

上培褐色土 lOYR%粘性なし。しまり中。

2.褐色土 10Y Rぢ 粘性なし。しまり中。にぶい黄褐色 (10YR~) 粒子混入。

明黄褐色(10YR%)粒子混入。

3.にぶい寅褐色土 lOYR% 粘性なし。しまりなし。

4 .明黄褐色土 10Y R%  粘性なし。しまりなし。にぶい黄褐色 (10YR:%)粒子、

5.黒褐色土

6.暗褐色土

7.褐色土

によい寅澄色(10YR7~) 粒子混入。

10Y R%  粘性なし。しまり中。明黄褐色 (10YR%)粒子少量混入。

10Y R%  粘性なし。しまりなし。

10Y R%  粘性なし。しまりなし。にぷい賞褐色 (10YR克)粒子混

入。

8.暗褐色土 10Y R%  粘性なし。しまりなし。赤褐色 (5Y R九)焼土粒子混入。

9.暗褐色土 10YR% 粘性なし a しまり中。明黄褐色(10YRお)粒子多量混入。

10.暗褐色土 10YR% 粘性なし。しまり中。明黄褐色 (10YR%)粒子混入。

床笛 床面は若干の凹凸があるものの、堅田である。また鮎床である。

壁溝 住居跡内をほぼ全周している。

柱穴、ピット 壁溝ーにそって 3個ずつカマドのある壁のみ 4偲及び住居跡、対角根上に 4

f自の柱穴を自己していたと思われる。さらに南西壁には壁薄際に 3舗のピットが確認された。

カ?ド 住居跡北東壁はは中央から検出された。上部が削平されており、また袖部はほとん

ど確認できなかった。断面観察による埋土の状態は次のとおりである。

1 .褐色土 10Y R対 粘性なし。しまりよし。

2. に v~~い黄褐色土 lOYR% 粘性やゃあり。しまりr:to

3.暗褐色土 10YR% 

4.黒褐色土 7.5Y Rち 粘性なし。しまりなし。

5 .明褐色土 7.5Y R元 粘性なし。しまりよし。粒子さらさらしている。

6 .褐色土 7.5Y R% 粘性なし。しまりなし。

7.黒褐色土 lOYR% 粘性やゃあり。しまりなし。

8.暗褐色土 7.5Y R%  粘性やゃあり。しまりよし。
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5 .遺構とi立物

遺物とその出土状態遺物の 多いお「である。しかし、

元できたものはわずか 1点で、残りは小破片であった。 第48図 6は把手付土器の把手分と

忠われるが、中空となっていない。その他の遺物は土師器の小破片である。土。ij}器はJ賓と護の破

日、.

斤が しているが、以はわずか 2点だけで、

衰の破片が 100点以上で、その口縁部はほとんどのものがくびれのないものである。

されている。その他は土師器

∞ 

ゑ A 豆A
討=16i.70m一一一 』ー

第45図 51008竪穴住居跡カマド
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去の神 I遺跡

S I 009竪穴住居跡

日日。

プラン確認 II 方形の落ち込みと 2基のカマドを検出。 2 であること

S 1 009'~E~ 穴カf石室認されたのでこれを S1009、009'

性廃跡に切られており二こtL上t)古いハ

とした。 S1 

壁画の状態

覆土

1 .黒色土 10Y R 7'"I 

2. 黒戸1，ニヒ 10Y R 

3 .黒色土 lOYR  

4.黒f6，土 10Y R 

5 .黒褐魚土 lOY R 

6.黒戸s士 10Y R予i

7 .黒褐 10Y R信

J託-ノ'¥.。

四

される なかった。ま lま を受けている。

粘性なし。しまり中。黄鴇色 (lOYR出)白

;NI'I笠なし c しまり 白色事立子 5 入。

枯↑生なし。しま 1) F:! 

粘性なし。しまりなしの

宇古性なしっ しまりなし。白

し。 しまりなしっ植物根j均一九九

粘性なし。 Lまりなしっ明黄梅色 (lOYR五)ブロック

(アッシュ i 昆入。

り、堅固でな L、。炭 らj実出さlLた。

なしの

柱穴、ピット なし。

カ?ド 東i~1j北寄りに検出された である。袖部は崩落していてフf~ 明、

Go  ~ '0 よる

10Y R日

次グ)，レおけ

しまりよし。白色、1

1

4

n

/
ハ

}

勺

六

U

10Y R % しまりよし。 1層と 5層の中 表土。

7.5Y R予言 粘性あり。しまりよし。 4と5の中
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去の相11 遺跡
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5 .遺構と遺物

4.赤褐色土 5 Y Rお しまり中。焼土。

5 .明黄褐色土 10Y R % 粘性あり。しまりよし。

6 .黒褐色土 10Y Rち

7 .明赤褐色土 5YR% しまりよし。焼土。

8.樟色土 7.5Y R %  焼土。

9.褐色土 10Y R しまりなし。焼土をブロック状に混入。

遺物とその出土状態遺物出土量は極めて多いが、復元できるものは少ない。第48図 7は土

問器の護で、カマドの掘り込み部分から出土したものであり、熱を受け変質している。外面は

ヘラケズリ、内面はハケ呂の調整痕がみられる。その他遺物はすべて土師器の破片で、赤の多

いことがこの住居跡の特徴である。土不は内面黒色処理と非処理のものが半々の割合で出土し、

底部は回転糸切りである。護は口縁部にくぴれのほとんどないものが多く出土する。また砂底

の土器が 1点出土している。

S I 009'竪穴住麿跡

第32表 l挿図番号 l第必 l図版番号| 国版27

泣情名 IS 1009 検出地区 I8 日、 9-H

東側 壁' í~U 壁 南 側 壁 北側 壁
j去|

U一芳 上主 (350) cm (440) cm 

ti=~ 両 35. 7~40.4cm 56~71. 3cm 

度 i韓 i脳
.~主3 

Eそi蕃 j来

JIラ 態| fJJIヲ 干責 l (12.5111' )主制

かまど l位置 l な 構築素材! 芯音IS石来日

プラン確認 II郭南西端に方形の 2t東重複した幣穴住居跡;プランを確認、新しい方を S1 009' 

竪穴住居跡とした。

壁面の状態 上面は削平されている。また幼'1¥跡によって切られているため、全長が確認され

た壁もない。

覆土 S 1 009竪穴住居跡覆土の項参照のこと。

床面 若干の凹出があり、堅田でない。南西側は功'1¥跡に切られている。

壁溝なし。

柱穴、ピット なし。
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主の神 I遺跡

カマド 南東壁北寄りに確認されたカマドは S1009竪穴住居跡を切って構築されている。

上部は削平され、遺存状態は極めて悪い。袖部も原型をとどめなかった。断面観察による埋土

の状態は次のとおりである。

1 .褐色土 10YR% しまりよし。焼土混入。

2 .暗赤褐色土 5YR% しまりなし。焼土。 III層と混入。

.3 .黒色土 10Y R 7i 黒色、白色粒子混入。

4.褐色土 7.5Y Rぢ 粘土。

5 .黒褐色土 10Y R 炭化物、賞褐色粒子混入。

6 .暗赤褐色 5YR五 焼土。

7.赤褐性土 5YR% しまりなし。焼土。

8.明貰褐色土 10Y R%  しまりよし。貰褐色粒子混入。焼土。

9 .黒色土 10Y R しまりよし。炭化物混入。

10.黒掲-B土 10Y Rち しまりなし。 、浮石粒混入。

遺物とそ(J)出こと状欝 第48図 8、 9~二示す土器が出土した。 8 は把手付土師器で、 S 1 009' 

竪穴住居跡の煙道部の焼士付近から出土した。全体的に熱変成を受けており、特に把手の根元

部分が著しい。 9は土師器の嚢でへラケズリによる調整が行われている。この他の遺物は土師

器の護の破片が数点出土しただけである。

S I 020竪穴住農跡

凶 lWJ l:i~ 

(詑0)cm (371) cm 

43.5~47.5c: rn 45.2~(18.1clll 

市 iHlJ t~で

図版28

北側壁

(457) CIll 

42~48.4Cll1 

プラン確認 II郭南端部から方辺のプランを検出した。南側は白地紋辺部の崩 よって不

明である。 SK026 をず切っており、これより幸庁しい。

壁菌の状態 上面が削平されている。 壁面はA症に近い立 りを る。



5.遺枯?と遺物
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安の神 I遺跡

覆土

キ造物根j昆入。しまり仁1=10 粘性やゃあり、lOY 1 .黒褐色土

しまり中。粘性やゃあり。7.5Y R% 2. 黒褐色土

しまり中。粘性やゃあり。lOY R五3. 黒色土

しまり中。粘性やゃあり。lOY R日4. 黒色土

四凸があり、堅田でない。

なし。撃;溝

した。明確な柱穴となりうるもに 1-11昔、地に 3f屈のピットピット

のはない。

柱宍、

住居跡東部に焼土痕がみられ、ここを地床炉として使用していたものと思われる。炉

干の他の遺物としては土師器のlO~14の縄文土器が出土した。遺物とその出土状態

仁iものがみる。

"仙

J

E串

hgpux

している。対は内面黒色処理のものと

ほとんどくびれのないものが出土している。

土手と

むiA 

SK014，015土壌第50図
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図版29)

10-C地区から地山上国にて検出された ο 平面flラ

5 遺構と遺物

でご る。口音fJ164 cmX 130 

CI1l、域底部 173cI11X 140 cm、

ラスコ:17tピットである。 S1 

154cm X 126 CI1l、深さ 51cm、面積1.9ぼである。いわゆるフ

よって切られている c 床面は凹凸が多い。主軸

1 .黒褐色土 lOYR% *tj性ややあ1)。 しまりよ

ム黄褐色土 10YR出 *占'1'']:やゃあり しまり

3. 黒褐色土 10Y R 粘性やゃあり c しまり中 c

4. 黒色土 10Y R 7i 粘!笠ややあ f)。 しまりよし

5也褐色土 10Y R花粉l主ややあかしまり

N72
Q 

Wで宅ある。 出j二しなかった。 断

るd

s長会i {、第50[21 図版29)

C
 

4zfム ら池山上国「

は;えのとおりであよる出土

入む

jLi入。

~乙仁J -r 
-'¥ム，¥J{上t♂ノ"''¥，._0 

れた。平面Jlヲは円形をモーする。 J;度仁i部(147) Clil ( 

京) ('111、 J()f3cl11引のCI11、 i果

cm、:亙干責 (1 .5 111である υ
，f
ケ一

呈するの床fillーはほぼ子士Li.で長田であるむ埋二!二

内にJ潔カてはいっていたロ

した。 J~YT面観察による埋土の状

次のとおりである。 性 ii / jjM 

6. f品色上 10Y Hゴ キ~ì悦やベコ

あり。しま f)中。によ

虫色土少

7. tこ~ lOY H% 粘性やや

あリ。しまりなし。主

LI三、 n 迎、

8 に 10Y H見粘 性 や ゃ

あり。しまりなし。黒

- 107-
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妻の神 I遺跡
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!ヨ版30) 

て検出された。平而iJf;は円形を る。 墳底部 177c01X 

171 cm、 Clll、深さ (56)CIil、 ( 2.4) 111'である。いわゆるフラスコ状ピット

て;， S 1 003竪穴住居跡によって切られている。床面はほぼ平担であるが、あまり堅固でない。

頭部より上は削平のため不明である。遺物は出土しなかった。

S K 017 

10-C 地区から地出 t面にて検出された。平面形は不~'a:円形を呈する。 墳口部57cmX (53) 

CI日、 JJ資底部)47c01X 48cm、j奈さ60cm、

近い立ち上がりを S 1 

0.3ぼである。 li容認外のため束測の一部は不明である〔

よって切られている。遺物は出

土しなかった。 よる は次のとおりである。

1 . 靖子高色土 10Y R%  粘性なし。しまり中。 (10YR%) 人。

2. 褐色土 10Y Rヲイ N_j性なしむしま1)中 n (10Y R%) 

3a 褐色土 10Y Rう{I 半占'1生なし。 しまり中。 (10Y R%) ソク ~I犬に j昆

入。炭化物混入。

5 K018土壊 (第53図図版30)

8-D 地区から地山上部にて検出された。

円形を呈する。墳良部 180ClllX 174 

cm、間部(126)cm X (117) 側、深さ (55) 

問、四千貢 (2.2 ) m'である。いわゆるフラ

スコ:f犬ピットで、ある《 はほぼ三F担で、 t~

国である。

るn J宜争却は

より上は部平のため不明であ

しなかったれ サム

ω
ト
4
山

Jm二仁の状態は次のとおりである。

1 .黒褐色土 10Y R%  粘性やゃあり。

しまり中。明貰褐色(lOY

R%)粒子混入。

2. 暗褐色土 10Y R完粘性やゃあり。

しまり中。明黄褐色 (10Y

R%) 

3. 褐色土 10Y R万 粘性やゃあり

- 108-
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しまり中。明賞

褐色(lOYR%) 

粒子ブロック状

に混入。

4. 明賞褐色土 10 

YR%  地出。

5.遺構と遺物

5 K019土墳(第54図聞記31)

8-E地区から地山

上面にて検出された。

平面形は円形を呈する。

口部(164) cm X ( 

150 ) cm、墳底部 182

cm X 160cm、頚音15 143cI11 

X (141 ) cm、深さ

主一一

h

あ
l

⑧ 

H=15228m-J，u 

第53図 SK018土壌

(5:~cm )、面積(2.3)ぱで、ある。いわゆるフラスコ

状ピットである。床面はほほ

頚部より上は S1 007竪穴{住穿主.居跡によつて切られ

ている O 遺物は出土しなかった。断面観察による

I里土の状態は次のとおりである。

1 .黄褐色土 10Y R%  粘性なし。しまり

なし n

2 10Y R先 宇11i性あり。しまり

なし。員三褐色 (10YR元)白

3. 黄褐色土 10YR元 粘性なし。しまり

なし。白色粒子混入。

4. 黒色士 10Y Rラi粘性なし。 しまり

なし。寅褐色 (10YR先)粒子少

- 109-
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妻の神 I遺跡
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SK022土寝第55関

図版34)(第55図S K022土壊

(207 )CI1l、深さ 103CI1l、面積 (6.4 ) 318 CI1l X 7-E地区から地上面にて検出された。域口

えられ)... .:! 
L tJ ため全体の形は不明である心m'ていある。

よって切られており、S 1008 としておく。
下下

、-‘-るが不明のため、

しLっを切って貼床が作られている跡構築時に

る。断面観察による埋土の6は石;誌で、石質は4 ・5は縄文土器の底部である。fこ。

状態は次のとおりである。

しまり中。粘性なし。10Y Rl:万1 

明褐色土 (10YR%)ブロックが小粒状粘性なし。しまり中。10Y 2 

に少量混入。

る。墳底部 157(;111X (171) 

図版31)

F地区から地山上面に検出された。平面形は(円形)を

- 110-
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5.遺構と遺物

仁m、 頭部 ( 11 0 ) cm X 101 cm， 

;菜さ 57cm、 ( 2.2) m'である c

S 1008 

黒褐色土の描込み及び

土器の日間部を検出した。 しかし、

口 できな

かったため、底面から掘り進めた。

ら3'i回の土器が出土。 第59

図 1 合 2、 3に示す土器が

それらである。 1は台付鉢]f::;;土器

である ω B 組配さ

れ、貼溜がそれらのうち 1 EA 行=i62.帥 m-----M'

される。 Ll<<~部にはいわゆる

れる η

L RLlj(f本を横 している。

2 l土単節RL

さIIている

第56図 SK023土墳

I ， 1 

U人事長範 /与/

'~ " /--
A 

tL ~59.90rn企'

第58菌 SK026土壇
m 

第57国 SK025土壌



安ーの持11遺跡
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ヨ
ち

1'"'-'3 

4'"'-' 6 SK022 

くこフ

5.遺t1li:と遺物

¥ トプ

氏口》

第60図 II郭土壊出土遺物(2)

いわゆるフラスコ:1えピットで、

3はよii節LR縄文が横{立回転施文されている。いずれも縄文時代晩期のものと思われる。

さらに小ピットが 1価確認された n 床面はほぼ平:tIlで

I:~~ I認である。

5 K024土境

8-F地区から地山上田にて検出された。 S1008 わずかに長持

思~ ~.つれる。したカfって

円形の掘り込みを確認した。フラスコ状ピットの底縁部がわずかに削平されずに残ったものと

ほとんど計測不可能で‘あった。 遺物も出土しなかった。

5 K025土墳 図版



安の神 I遺跡

7 F地区から地山上面にて検出された。平面形は惰円形を呈する。士費口音[~ (130 ) cm X ( 

99) cm、墳底部153 X 140cm、頚部83cmX83cm、深さ86cm、

フラスコj犬ピット司である。 ほほ平土日で堅固である。

(1. 8 ) m2である。いわゆる

よりよは S1008竪穴

住居跡によって切られている。また底部に小ピ、ソト 111還が確認された。遺物は出土したかった。

断面観察によるJ里土の状態は次のとおりである。

上黒褐色土 10Y R%  粘性なしのしま 1)中。

2. 時褐色土 10Y R%  粘性なし。しまり

3. 黒色土 10Y R7i 粘性なし。しまり中。 UJj

4. 褐色土 10Y R%  粘性やゃあり。しま i)111
0 

5. 黄褐色土 10Y R元 粘性ペコペコあり。しまり

10Y R%)多止にjLi

S K026土壊 図版

7 F地区から地山上面に された。平面形はドJjむを呈する J資LI部 (125 C:l!1 (106 j 

cm、JB立j底音[5lOOcm 85crn、 i菜さ 25cn1、 (1.1 ) 1汀である 76
0 

"¥lVであるの

i折田は鍋!底;[えを吏し、床面は堅固でない Q 上面を S 1 0之O竪穴柱}古跡、によって切られているの

遺物は出土しなかうた G 断面観察による埋土の状態は次のとおワである

-

物

船

ー

ー

や

円

/

山

10Y R克 粘性やゃありつしまり中。

10Y R%  粘性やゃありむしまり中。

(10Y R予三)

(lOY R%) 

ウ@場跡

4つのJJtJi跡が確認された。 が SDOlOと SD 011であけ‘そのi可mu

が S D 012，最も内側が SD 013である。新!日関係は SD010が SD013に切られている。 S

。012 と SDU1:3の間ではほiまIi1J時 さlLていたと忠わ;11る

S 0010強敵t 図版35 36) 

II郭の内{閉め縁辺音!日二、内'lHUの SD013:i:l:Il跡に沿って ち込みを した。内側の壁

は SD013 されている。空堀として使用されていたものと思われるが絶えず

ったらしくそれによって 深くえぐりこまれていた。埋土中から

土師器等がまとまりなく した。( .66図) 坊n~~~の中 も多い。

による は次のとおりである。

114 



をーの判I1 遺跡;

"、I-t"メ

/ 

5D013 

A 
H=161.40m一一一一→

第61図 50010堀跡

一I /"41 ¥ 
/ /' ... 鱒 ¥

繭蹄

¥ 事冒 / 
¥ 竃冨 / 

一 " / 一、、宇}ーーJ.--' 必~-- ";T..-

Jγ〉く



5.遺構と遺物

く断面A>

1 .黒褐色土 10Y R%  粘性やゃあり。しまり中。黄褐色少輩出入。

2. 黒色土 10Y R弘 粘性なし。しまり中。賞褐色土少量混入。

3. 黒色土 10Y R
1
}ゴ 粘性やゃあり。しまり中。

4. 果、褐色土 10Y R 粘性なし。しまりなし。 混入。

5. 褐色ゴ二 10Y Rぢ *，~性なし。 しまりなし c 人。

6 にぷい:主主褐色土 lOY R元J 粘性ありむしまりよし。

7 .によい寅褐色土 10Y し。しまりなし。 入。

8. 黒褐色土 10Y R%  1)。しまりなし。官福色土少量jzt入門さら

さらしている。

9 l:ij'J官補色土 10Y R%  粘性やゃあり。しまり中。

10 k~~;' い壱狩tZ 色ゴ二 10Y R%  ギl~'[生やゃあり。しまり中。地山土。

11.黒色土 10Y Rヲ〈 し。しまりなし。

12 にい寅持色土 10Y R%  り。しまり中 c 黒提i

1:)盆にぶい貯金色土 lOY R%  しまり中

14.黒 10 R出 *，ii性なし しまりなし

1:)，明黄福邑土 10Y R出 しむしまりなし。 七少;是混入c

u言褐色土 lUYRヲ4 キ占'l'lf:なし c しま i)r十っ

1 i す i) t砕匂μ 己ゴ 2.5 ¥' R キti'[主主し しまりはこ1 II!~t~ l-jイごムY ーム、

1 おに~寸)'l'ì'[，'(2，j二 10 R%  粘性なし。しまりなし

19. H音オリ .5Y R し。しまりなし。 /......口

つfi vよい可色こと 10 '( iミラィj rl~tでなし〔しまり

21告色土 10 Y R与三 キih'!主なし G しまりなし

褐色こ仁 10Y R五 *ti'l主 しまり Lタと3弓 七

23m 忠子品 10 Rラji

24. 黒褐色土 lOY Rお

10Y R 

20. 10Y R 

う7 il吉福fTl，ご!こ 10Y R 粘性なし。しま i)r=jl 

28. 黒色土 10Y R予f しなりなし。

29. #~t?ib 色二i二 10 R キ，~性なし。しまりなしの

30 10Y R り。しまり中 υ

117ー



妻の神 I遺跡、

31. 灰黄褐色土 10Y R 

32 にぶい貰褐色土 10Y R%  

33. 黒褐色土 10Y R 

34. 灰黄褐色土 10Y R%  

35. にぶい寅褐色土 10Y R%  

混入。

く断面詰〉

1 .黒褐色土

2. 暗褐色土

3. にぶい寅糧色土

4. 暗褐色土

5. によい賀補色土

6. によい黄褐色土

7. t こぜ~'t"ミ

8 .褐色土

9ーによい黄褐色土

10 によい寅桁色土

11 黒褐色土

12 暗褐色土

13.褐色土

14. 黒褐色二仁

15. にぷい黄褐色土

く厳富C>

1 

2. 暗褐色土

3 

4 

5. 黒掲色土

6. 黒褐色土

7 .明褐色土

8. 黒褐色土

粘性あり。しまりなし。黒褐色土 (10YR%) ごく少

粘性なし。しまり中。自色粒子少量混入。

粘性あり。しまりなし。

粘性なし。しまりよし。白色粒子極小粒混入。

粘性なし。しまりなし。火山性軽石j昆入。下部に粘土

10Y Rち 粘性やゃあり。しまり中。

10Y R予言 粘性なし。しまりなし。によい

10Y R%  粘性なし。しまりなし。褐色土少量混入。

10Y R%  粘性なし。しまり中。

10Y R覧粘性あり。しまり中。

10Y R%  粘性あり。しまりよし。

10Y R%  粘性やゃあり。しまり中。黒掲色土褐色土少量混入

10Y R当 粘性やゃあり。しまり中

10Y R克粘性あり。しまり中。

10Y R~ キ占性なし。しまりなし。

10Y R%  粘性なし。しまりなし。

人 c

10Y R%  粘性なしむしまりなし。軽石中

10Y R話 粘性ゃゃあり。しま 1)中。黒褐色土少量混入。

10Y Rち粘性なし。しまりなし。

10Y R%  粘性やゃあり。しまり中。

10Y R予言

10Y R%  

7.5Y Rち

10Y R予言

10Y R%  

10Y R%  

7.5Y R%  

10Y R元

粘性やゃあり。しまりなし。

粘性やゃあり。しまり中。

粘性やゃあり。しまり q:.J0 

粘性やゃあり。しまり中。

粘性やゃあり。しまり中。

粘性やゃあり。しまり中。

粘性やゃあり。しまりなし。

粘性ゃゃあり。しまりなし。

。。



5.遺構と遺物

9 .黒褐色土 10Y R~{ 粘性やゃあり。しまりなし c

10. !こJζしヨ 10Y R% 粘性やゃあり。しまり中。

11. 時褐色土 10Y R% 粘性やゃあり。しまりなし。

12.褐色土 10Y R文 粘性やゃあり。しま i)中。

13.黒褐色土 10Y R% 粘性やゃあり。しまり中。

14.黒褐色土 10Y R% 粘性やゃあり。しまりなし。

15合賞褐色士 10Y R克 結性やゃありつしまりなし

16.暗褐色土 10Y R% 粘性やゃあり。しまり中。

17.にぷい黄褐色土 10Y R% 粘性やゃあり。しまり中。

18. s音褐色土 10Y R% 粘性やゃあり。しまり中。

50011堀跡 (第62図 図版37・38)

遺跡北端部から検出された。現況ではJJ.'!lはilj!_もれていた。最も外測を廻る掘である。両端と

も調査区外のため総延長・形態等は不明であるの遺物は若干の縄文土器片、土師器片、磨石等が

出土した(第65・66図)。 遺物の出二i二量は屈めて少なく、数点が出土したのみである。

S DO立場跡 (第63盟国版39・40)

I享15を廻る SD 013 :lJul跡とあまり時間的差異を持たずに、その北側に土塁状に地山を残し、

部分的に二重に j屈を構築した部分がある。これを SD012土'1'11跡とした。 湧水が激しく断面図

実測は困難を極めたが、 SD013掛跡との切り合い関係はつかめず、ほぽ同時に構築されたも

のと思われる。 SD 013との境にある土塁状の遺構は盛土ではなく、まわりを掘り下げて地山

を土塁状に残して構築されたものである。 遺物はほとんど出ごtしなかった。

S 0013堀跡 (第63・64図図版40-44)

1郭を廻る大きい堀跡である。 SD 012沼跡とともに発掘前の現況においてもその存在が確

認されていた桝跡である。 SD 012均i跡同様湯水があり、空土ffiとして使用されていたものの若

干の水の流れがあり、それらを南簡の方から流出させていたょっだ。 遺物は縄文土器片、土師

器片が若干出土した。第65図10-16は縄文時代後期の土器である。 17は土師器の底部で!回転糸

切りによる切りはなしが行われているロまた 断面下から焼けた木材が出土している。
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5巴 J宣構と遺物

断面 。
色 色 見 11)01 

1 ，月、 N~b 色土 lOY +，1; 1全やゃあり しまりよし。 ドkマ?j-[)ρ'0、{上iじ 、、。

il，'，褐色了L lOY R% Nitl:なし c しまり '1< 炭化物小 5!!1m程度のiH王子i3 .~'áÜt 入ω

3 にJ山、JYt褐色二仁 lOY R;ノ:J i'lit[:なし しま IJej'o qi日I']、言;出入。

11古補色オ二 lOY もlit七ふ i)一 しまり rj'ご f~石 {it 入(

5 黒褐色二L 10Y R九 tti-['tあり c しまり中。 !f!主正1iii入。

口県?品色 lOYR% *Iittやや(])i) しり r1-1 iザi友情色了i二，)入。

色 ]OY RJj ~:!ii性あり c 1しず 11 トド ! レ 黒沼{立土 ~ijj 玄海色支出ぷ‘~

バ 巴 ね'l'tお 1I し三 11よ jミTJ!J、J孟誌j色l:'J、車ヘロ

色 干お!3:ら1) し') L ような色のJ:i 浪人

1(1，等、鴇色ニi ](ly 1<';'1 ')'1'， 襟色十 y 入

にぶL寸ゐ色二i二 字削 しま i)rj1o 得色 1'， SY 出入つ

1'7お色オ: lOYR見 1・，';tlーあり 仁まり iゃっ

L3. ~は渇色二i二 10Y Rう 刊しなし。 まりなし。 色ゴニ 5〆 υ し、。

l'I. 古 己
り

ii i'iJ二ペJペ~) dーしふ 弘'1、Iljザ'"  -リじ~:l 止'.'.J' ，

15， o¥l，{褐色土 10Y R~1 も';性あリハ しまりよし 色れ:寸こ 1 11，";褐i色 i二(7.5Y 小(み人ω

16， 包 lOY R1え ギ，~性 L 1) ，1'0 

{乞 ゴニ lOY rn'i 't，~t!:やふやあ 1い tか 1)，=["， 色一uο

日鴇色二 lOY H号4 !'i'i十ffなし 1) L 手足色了I:Hlρ 人ー

J :J_ rSJ 〕 ヲ" 干粘i点!1'1';性"ゴ全Ie三-あ リ しりよし もに々ーjο ヒ 乙

三1) 色 i lOY L 1) ，¥・1υ 

街頭 ξ 

B 

i二:&mぴ)1、江ーj二ニまかい

約色 しりし 約二二まかし‘

同色土 し りよし

氾色上 lC!YR i)と 了;土手い‘ によい賞!三巴ごと R ，勺

lU 一1- 7，5 Y :t:fd{i二 i)

:二三1与百三色二! lt一、、y' 三 千litiニム') し りよし

治 ピム ユニ H:1i 手占i生vらリ 粒子がい九

自，日ι {:0， Y R iIj もら性あり し りな

10‘ 色 土 Y 

1 i ~ótf f:為色士 10Y Rら; 守山 f~t: y) i) す子:'1)ζ

1"裕色こi二 lOYH)!I 枝子が荒〈ザラザラすでいる

1'~ FA→f，i{_褐色 j二 lOY fl_'，V. 人了ーが}it サーラザうしてい

l-l )天火焔色土 10Y H芯 I1fJ褐色j: 5Y 五)Ht入

15， 色 二 lOYH討 キ占?主主ーし しまりな L →! ーラ→ F ろ L た

11) iljj 空協色土 lOY H~i己 宇1，.["1ニペJベJあり ，) 】土セ L， 粘土

17，にぶい試色j二 lDYH% キ，'i'l'i:ペJペJ ありう しり

18，にぶい笈絞色土 10Y Hお *，~'It なし。 しま 1)"110 火 111'11]:'1!主{ii%iJL入。

lり.にぶいftt符色二i二 10 Y H yi *，1;'111二なし lコ しまりよしロ 火 UJ '[I!:純正{偉大 1r'nO% iJ~入。
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印?

t!l' 

第64図堀跡断面図断酪F，G，H
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断面 F 

2 

3. 褐

<1. s音補色

5. にぶい賀補色土

6. にぶL、黄鐙色土

7.然褐色土

8 黒褐色土

9. 巣褐色:1:二

10. 11官褐色土

11.茶褐色土

p にぶい笈褐色土

13.議褐色土

14.褐色土

15. )天女褐色ゴ二

16，ゑ補色土

17，に ~l> い黄色土

18. 灰賞褐色土

19. 崎氏賞色土

20.泉掲色土

21. にぶい!it褐色ゴニ
22.茨褐色土

断面 G 

しま 1)中。

しま 1)1'1'0
しまり中口

しまり中。
しま 1)，十

しまり中。
しま 1)rpo 
しまり中ο

しまり中。

しまり中。

しまりよしと

しまり ~10
しまりよし

しま i)'-1J 
0 

しまりよし内

5. 遺構と遺物

軽石iLt入。
茶褐色土 (luYR%l5%混入。

車f正]i昆入。

極小白色粒子j二30%出入。

白色粒子20%及び賞褐色(lOYR%)極大粒子，賞褐色(lOYR%J極大粒子2%混入。

火山性軽石出入。

ザラザラした砂'fJL。
火 UI性l縫そ1~ 2 混入。

火山性殺石 1 混入c

ザラザラした粒子，火山性軽石 2?"O1民入。

火山性経石{Li入G

粒状の荒い'f)子}

N合主主。

ザラザラした砂粒で構成。
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五
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崎
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一
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2
3
4
5
6
7
8
9
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初
日
ロ
日
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日
刊
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日
目
山
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ね1;官Eなし。
粘性なし

粘性なし。

干，'i性なし。

*占'1;1ーなし D

粘i主なしロ
粘性ややあ iり〕巳

粘a怜4生5ややごあち Iり上)人G 

粘↑'1:'
佑性ややあ 1り) 

宇粘t占削i性な

しまり 41口
しまりなし J

しまりなし u

しまりなし

しまり rlJo

リ。 しまりなしむ
しまりなし

しまり CIJ心

しまり中c

しまりむしコ

しまり中。

しまりよし←

しまりなし

名

事正壬liIt入。
白色極小松~309[)Üt 入}

色粒子 7ubi14入c

申告わ浪人三

正1色悦子 39-b?rr入n

よ込色土 (lOYR1テ'I)2 ?1J1H.入門

褐色ご仁 (]OYR%J 1 -2 %ü~入。

日色事:i_-f卸i小1ーら iJ!:人 4

下部{二粘土を含むー

ム黒褐色土

3.i二」品、;制、も色十-

!f，に黒褐色土

日!ニ~"い黒褐色土
(i. にぶい熟褐色:仁

7. にぶい主主褐色jニ

8. にぷい黒褐色土

9. 法黄色こiニ
10. にい議;柿色:1:.

11.褐色土

12. I~J 焚褐 ê 土

13，浅笈色:士

14理系 tf¥ 色 こ仁

15. 県褐色オニ

16.浅黄色土

17. #A 色 ゴニ

18. 時灰黄色:1::

4ずラサ令ラした子である自

主主子はこまかし、

して粒子は-52いu

ザラザラして粒子は荒いυ

しまり中。 サラザラして主主子はJfLいれ

しまり '-11
0

しまり中子{土1えくザラザラしてる

しまり中。

しまり中。

しまり r-IJo

しまりよし。

ザラザラしてp予が?花L、。

区芝立浮石混入麗。
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5. i宜捕と j主物
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去の神 I遺跡

( 2 ) 遺物

ア.土器

妻の神 I遺跡から出土した土器は非常に少なく、遺構外出土のものはコンテナ 1箱程度であ

る。第67図に示す土器が出土した o 1 ~10は縄文11寺代の土器で 1 ~ 3は!宮消縄文の施された

ものである。 10は木業痕のある土器底部である。

11-13は平安時代の土器で、 11 ・ 12は浜志器護の破片である。 13は土~lIî器郊の底部で、回転

糸切りである。

これ以外の遺物はほとんどが土師器禁の岐片であり、完形に近く復元できるものはなかった。

また、その口縁部は、①頭部がくは、み、外反するもの、②頚部が若干くはみ、外反するが、

大径は胴部にあるもの、③ほとんど頭部がくぴれないもの、の 3種に大別される。これらの比

率は③が最も多く、②はそのと!と分程度、①は少ない。

イ.高器

第68図に示した c 石器の

事襲撃，-D

2 

10 

も少なく、この 6点のみである。 14は撞器で、左下辺に調jF

パハ

U § 

3 4 

D p 

¥_Jd 

13 

12 

10cm 

第67図遺構外出土遺物(1)
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fi. 遺構と J宣物
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妻の舛11遺跡、
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:::;. .i宣構と i毒物
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事のNII遺跡

J
 

第71図鉄器実測図(3)



5. 遺品:と遺物

16~18は砥石である。石賀は 16が;疑灰岩、 17 ・ 18が石英安山岩であがみられるの

る。 19は水品の結品体である。

ウ.鉄器

鉄器と確認されたものは30点出土しており、そのほとんどは竪穴住居跡内からの出土である。

この他にも欽待状のものが数点出土した。

る湾rlll刃の鎌て¥全長は20.0cl日程と推定される回目) 柄に対し鈍角に

%の

車

鎌

鍾

譲

手

紡
る。また目安I付近に木質音1)が妓る。

るが、その他は p~ 盤部. 19、5、

18は、 llirs部のみであるついずれも片側からの打ち抜きで、中 リ上がりを

1 . 13 . 14・16、

IJ" k) 

13安 14から木質部が確認さ hた。

9は頭部欠偵で不明だが、 f也は平安Iである。

刀子

釘

鉄銀 ( 

鉄鍋

-> 
.r~ 0 1・4 ・6・7

II 堀内 Jlj~ 仁十

20は

出土のものである c

亡コ

¥j 

f コ 30 

27 。28

29 

27・28 51 020 10cm 

29 5K017 
30 5D010 

第72図鉄器実 測図(4)



安二の神 I遺跡、

6 e まとめ

安:の神 I遺跡、は縄文、平安、中世の複合遺跡であり、発掘は約50mljJ高でその一部を掘ったに

すぎない。現況として空地!とそれによって独立した郭があるのを確認できたが、表土は浅く、

平安期の遺構・遺物が大きな割合を占めた。検出遺構は次のとおりである。縄文時代フラスコ

状ピット 7法(いずれも II郭)、縄文時代土壌 l基 (II郭)、平安時代竪穴住屑跡33棟(1郭

23、II郭10)、平安時代土壌 6基(1郭 5、II郭 1)、時期不明土壌10基 (1享灯、 II郭 3)、

時期不明溝 1条(1郭)、中世空堀跡 4条。

確実な縄文時代の遺構はフラスコ状ピットと土撲でいずれも II郭から検出されている。空JJII¥

構築以前の段階では II郭は南西に突き出た舌状台地の先端部にあたり、ここに遺構が構築され

たことになる。 SK023フラスコ状ピットからは縄文晩期前葉の遺物が3点出土しているが、

その他のフラスコ状ピットからは遺物は出土しなかった。

平安時代の竪穴住居跡は33棟検出されているが、表土が薄く、切り合いが激しく、遺物も少

ないなどのことから 大湯浮石層との新!日関係はもちろん、遺構間の新!日関係や監をつかむの

に困難な筒所も多かった。よって形態分類も推定によるところが多いが、その点を加味した上

で以下のように形態分類することができる。

かまど，壁講を有し、柱穴も明確なもの・……'106， 108 ， 1 21 ，008 

2. かまど， ，g至溝を有するが、柱穴の不明確なもの……'009.009'

3. かまどを有するが、 -sょっdのJ
U
 

4. 壁揮を有するが、かまどをもたないもの……'104，105ラ001，007

5. かまどをもたず、壁帯も不明確だ、が、柱穴が確認できるもの…-…'107，110，127，132，133ヲ

1:)8，O()2 

6ー かまど， 柱穴とも不明確なもの....・ H ・101‘10r，102，109，123，124ラ125喝 126司 129句 131'，

137ヲ003，005ヲ006，020

以上~6 類に司、;切され弟 6 却が多いが、これは前j主したように遺構の検出;lJtf.患の fm さも関係し

ていると忠われるむ造物の出土状態をみてみると第 1-3類は例外なく多くのj宣物を出土して

いる。しかし、その他の類については遺物の

た住肘跡は 7+束であるが、その位日は rJ-J"

fLる。

また、いくつかの住居跡内からは東北北土!と音I~にみられる把手付土器が出土している(ゴシッ

ク体とした住居跡) 0 住居跡の形態をみてみるとバラツキはあるが、いくつかの共通点もみら

れる。まず第一に、土器はいずれも二次的火熱を受けていることで、 S1 009'竪穴住居跡出土

ノくラ、ソキがみられる。かまどの確認され

、北といろいろであり、何11寺j明か
、
~ ， 
/'_り

- 134 



6 まとめ

のものはかまど煙道部から出土した。特に口紘部付近に強い火熱を受けている。第二に、伴出

遺物として杯の出土が極端に少ないことがあげられる。第三に鉄器の共伴(S 1 110は除く)

があげられる。以上のことから、この把手付土器は製鉄に関連ある遺物という可能性も考えら

れる。また、この時期と前後して杯にかわるもの、おそらく木椀のようなものが普及していっ

たものと忍われる。

平安時代のものと思われる土墳は 6基確認された。いずれも 中央部に焼土が帯状に分布

している。鉄器も共伴することから、製鉄に関連したものと思われる。

S 1003竪穴住居跡の床上回から出土の炭化米と床直上田から検出された炭化村を 1LJc分析

したところ、 570年の差がでた。 S1003竪穴住居跡は遺存状態が不良で、 も自IJ平されてい

たところからみると 炭化米は床面上とはいえ、検出面主にも極めて近いので、中世の遺物と

言えるかもしれない c しかし、確実に中世の遺物と思われるものはほとんど出土しておらず、

中世の館と考えると常，~ì: しない例えば見張り小屋のような施設であり、常駐する郭となる部分

が別にあると考えられる。この観点からみると本遺跡は北方の妻の神田、乳牛平遺跡とは違っ

た用途をもつものといえよう。また、それらの遺跡との間を区切る沢は深く、妻の神 I、II、

III及び乳牛平遺跡までを一つの館とみることは、まだ困難な点も多い。今回の調査は乳牛館の

ごく一部を縦断したにすぎず、乳牛館の範囲、妻の神田遺跡等との関連等は今後の総令的判断を

ての研究課題としたい。

第34表 竪穴住居跡内出土遺物一覧表
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妻の神 I遺跡

付 1 14 C年代測定結果

昭和57年 4 月 2 日に受取りました C-14試料 5 個の~MlJ定結果ができましたのでご報告します。

当方のコード 法頼者の清一ド C一昨年it

N -4445 T W22 S I OO lT~ミ出i 1030土80y B.P. (995土75vB.P'l 

N -L1446 TW22 S I10出ギ1M 1210士80y B. P. (1180土80y B.P.) 

N-4447 TW22 S I 0υ31末面i :J7U土75yB P (945土70y B.P.) 

N -4448 TW22 S 1 010J:IHゴ二一iず 820土75y B.p. ( 795士75y 

N -4449 TW22 S I003炭化米 400土60y B.P. (390土60y B. 

14 Cの半減期5730年(カッコ内は Libbyの値5568年)にもとづいて計算され、

1950年よりさかのぼる (vears B. P. )として九ミされていま

ブベ
や
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J
 

、
ウ
e
/ Jコよ kコ

、

されたもので

14 C年itがこの範j}flに含まれる

となります。なお HC

の方にはこれに関する

とひとしくなし

し上げます。)

ますと

さいυ (話IJ;(む

日本アイソトープ協会

発掘調査参加者(妻の神 I遺跡)

浅利在日:造、阿部市二郎、 阿部理一

i‘二、回中勇吉、田村勝弥、

木村ツギ、児玉ミツエ、 イエ、

ヨシ、石川一校、

、佐藤末子、佐藤スミ、

キカ¥

)11又リサ、

ミツ、高田チオ、

j支:hサキ、 ミサ、 l:ilJ部弘子、

田中スミ、奈良ミワ、成田ウメ、成田笑里子、成田ヒサ、根本キヌ、根本ス工、畠山サカ工、

国エミ、 、宮沢イサ工、初Il沢照子、 、ソヨ
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図版2 套の紳 I遺跡直景 (上)発鍛前(東砂函) 22:萎の神 I 23:'棄の神ロ
24 :饗の神的 25 :乳牛平 26 :下乳牛 27 西町

{下)発指後(東惨西)



図版3 1郭近来 (よ)発錨中(東南惨北西)

(下)発掘後(東陽惨北西)



図版4 11認近 景 (上)発掘後(東惨商)

(下)遺構検出状態{東砂西)
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図版6 (上)s川02竪穴住居跡(北西砂南東}

{下) S 1 104、105竪穴住居跡(西惨東}



図飯 7 (上) S 1 104、105、126竪穴住居g(東砂西}

(左下)S 1104霊穴住居館遺物出土状態

{右下) S 1 105 H穴住居跡漬物出土状般



図版8 S 1106、109~穴住居跡 (よ)掘り 下げ中(高西炉北京}

{下)完猪状態(間西惨北東}



図版9 (上)S 1 107、 108竪穴住居跡{西惨東)

(下)S 1 107竪穴住屠跡造物出土状態 (左)磨製石斧
{右)紡錘車
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図版11 (よ)S 1 124竪穴住居跡{北惨期}

(下} S 1 126、127竪穴住居跡(南東惨北西)
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図版12 S 1 126~穴住居跡造物出土状態 (よ)土師器保

(中)鉄器

(下)鉄事量



図版13 (よ)51 129竪穴住居跡{南惨北}

(下)51 129、131、131'竪穴住居跡(南商惨北東)
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図版15 (よ)S K 112土繍焼土検出面(酋砂東}

(下)SK 111、112土積{西砂東)



図版16 (上)S K 112土繍鉄器出土状態

(下)5 K 113土繍{北紗商)



図版17 (よ)5 K 114土犠(北砂商)

{下) 5 K tt5土唄(北砂南)



図版18 (上)5 K 122土場(東砂函〉

(下) 5 K 130土婿(東砂函)



図版19 (上)S K 134土繍(函惨東}

(下)S K 136土横(北西砂荷車)
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図版21 S I 001竪穴住居跡 (上)炭化材出土状態(東惨茜)

(下)完鋸状態{東砂西)
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図版23 S I 003、005、006竪穴住居歯車 (上)炭化材出土状態(東砂西)

(下)完錫状態(東砂商)



図版24 5 I 003竪穴住居跡造物出土状態 {上〉紡錘寧

(中)木皿

(下)炭化米



図版25 (上)S I 007霊穴住居跡(東砂函}

(下) S I 008隻穴住居跡検出状態(南西砂北東)



図版2651008竪穴住居跡 {上) 兜錨状態(北砂高}

{左下}カマド(南西惨 北東}

{右下)鉄器出土状態
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図版28 5 I 020竪穴住居跡 (上〉完錨状態{北砂南}

{下〉鉄器出土状態
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図版30 (よ)S K 016土機(東惨函}

(下)S K 018土場(北惨衛)
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図版32 5 K 023土横土器出土状態 (上) RPl 

(左下)RP 2 

(右下)RP 3 
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図版33 (上)S K024土繍(再i酉砂北京)

(下)S K 025土犠{北惨商}
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図版35

50010場跡

{上)会 景
(北東惨商西)

{下)断簡A
(東砂酋)
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図版37 S 0 01 U届跡 {上)全景{高砂北)

{下)断面A(高砂東)
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図版38 S 0 011掘跡 {上)臨時函S(茜砂東)

{下)断面C(聞東砂北西}



図版39 (よ)S D 011、013閑断面C(高砂北}

(下)1郭北側、 50012、013場跡{摘...北西}



図版40 (よ)SOOlnlU車断面D(街百惨北東)

(下) J都南側、 S0013猪跡(北惨南)



図版41 (上)50012、013間断面E(lIU'酉}

{下)50013.鉱額面E(東惨茜}
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図版42 S 0013場跡 (土〉断面C西側{筒惨北)

(下)断面C東側{衛惨~t)



図版43 5 D013場跡 (よ)断面F (東砂函)

{下)F付近木材出土状態〈東惨酋)
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図版44 S0013纏跡 {上〉断面G(商惨策)

{下}断面H(北惨南)



図版45 50116溝 (函惨東)
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図版46 1事s箆穴住居跡出土造物(1)
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図版47 1事s竪穴住居跡出土造物(2)
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図版48 (上) J郭竪穴住居跡出土遺物(3)

{下) 1事E霊穴住居跡出土遺物(4)
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図版49 (上)1郷土積出土漬物

{下)II郭箆穴住居跡出土造物(1)
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図版50 II郭竪穴住居跡出土遺物(2)
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図版51 U郭土積出土遺物(1) 



図版52 "郭土積出土造物(2)



図版53 (よ)娼跡出土遺物(1) 

(下}娼跡出土遺物(2)
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図版54 (上)遺構外出土遺物(1)

(下)i量機外出土遺物(2)
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図版55 (上}出土 鉄器 (1)

{下}出土室長器 (2)
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図版56 (よ)出土鉄器 (SJ

{下)出 土鉄器 (4)
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図版57 発泡締査風景



図版58 発I!講査風景
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走査費子顕撤鏡写真自次

第 1図妻の 神 1tl:¥土炭化粒 第四国
a 籾(x 10) 
b 籾穀片 (x100) 
c 籾と玄米(x 10) 第13図

第 2図 妻の神 I出土炭化粒
a 玄米(丸) (x 10) 
b 向上(細長)(x 10) 
C 向上(普通) (x 10) 
d 向上横断面 (x10) 第14図

第 3歯 妻の神面出土炭化粒
a 籾片のある膨張粒(x 10) 
b 同上の膨張米 (x100 ) 

第 4図 妻の神田出土炭化粒
a 穂、軸と籾米(x 10) 第15図
b 同上の籾片 (x100 ) 

第 5図 妻の神宮出土炭化粒
a 玄米と籾片(x 10) 
b 同上の籾片 (x100 ) 
c 向上の籾片 (x100 ) 第16図
d 向上力玄米の一部分 (x200 ) 

第 6図 案内百出土炭化粒
a 玄米と籾片(x 10) 第17図
b 同上 (x500) 
c 玄米 (x10) 
d 膨張玄米(x 10) 第18図

第 7図 妻の神面出土炭化粒
a アワ(x 25) 
b 向上 (x500) 第四図
c 向上 (x150) 
d 向上 (x500) 第20図

第 8図妻の神面出土炭北粒
a アワ (x50) 第21図
b 向上(x 250) 
C アワ塊 (x10) 第22図
d 炭化木片 (x200) 

第 9図妻の神E出土炭化粒 第23図
a シソ類の粒片の表部(x 50) 
b 伺上 (x50) 第24図
C シソ類粒の内果皮片(x 50) 
d 向上 (x250) 

第10図案内面 出 土 提 化 粒 第25関
a アズキ (iJ、粒)(X10)
b 向上 (中粒)(x 10) 
c 向上(膨張粒)( x 10) 
d ダイズ? CIl葺張粒) (x 10) 

第11図 妻の神聞出土炭化粒
a アズキ(大粒) (x 10) 
b 向上 (x1，000) 

案内盟出土炭化粒
a アズキ(幼芽と子葉) (x 10) 
b 向上(子葉) (x 250) 
案内百出土炭化粒
a アズキ(膨張粒) (x 10) 
b 向上(大粒)(x 2，500) 
C 同上(中粒) (x 10) 
d 向上(中粒) (X10) 
案内 E出土炭化粒
a マメ類(小粒) (x 10) 
b 向上 (x500) 
C マメ類(小粒) (x 10) 
d 向上 (x500) 
案内E出土炭化粒
a マメ類の種皮の内側 (x10) 
b 向上 (x500) 
C マメ類の(中粒)やや不正型 (x10) 
d 同上(アズキ?)(x 1，500) 
現生アズキ謹子
(x 10) (x 500) 
(x 1.000)( x 2.000) 

現生 1)ョクトウ種子
(X10)(x200) 
(x 1，000 )(x 2，500) 

現生ケツ jレアズキ種子
(x 20)( x 250 ) 
(x 1，000 ) (x 2，500 ) 
現生雑草アズキ種子
(x 10)(;< 2，500) 

現生アカマミ種子
(x 20)( x 1，500) 

現生ヤブツルアズキ種子
(x 10) (x 150) 

現生焼畑ダイズ種子
(x 10) (x 1 00 ) 

現生ダイズ種子
(x 10)( x 250) 

案内匝出土炭化粒
a ダイズ膨張粒(1)(x 20) 
b ダイズ膨張粒(2)(x20) 
現生ツルアズキ種子
(X18)(メ l，800)
(x 10) C x 2，500) 



別編 l 炭化穀と豆の同定

秋田県鹿角市妻の神 1 e 車および案内盟遺跡

出土の炭化穀類と立の同定

安原

はじめに

秋田県鹿角市における東北縦貫自動車道路の予定線上に横たわる34の遺跡、は、秋田県教育委

員会によって昭和54~56年にかけて発掘された。うち、岡市花輪字妻の神にある\1}妻の神 I

(No.22)、(2凄の神田 (No.24)遺跡は、陸中花輪駅の北東 2.8kmの地点にあり、乳牛川右岸の盆地

内段丘にあって、これらを合せて台地縁辺部を利用し中世の郭と堀がつくられている。 (3)案内

盟CNo.34)遺跡は、同字案内にあり陸中花輪駅東方 2.1kmlこ位置し、標高 200rnの台地、南と西

側の斜面を立地に利用した遺跡である。

(1 )妻の神 I 遺跡は、昭和56年 4 月 20 日 ~8 月 12 日の間 lζ橋本高史文化財王事が発掘を担当し、

平安時代竪穴住居跡 (S1 003)の床面直上から焼炭化米が採集された。その炭化米の上iこ焼

けた木皿が検出されている。

(2)妻の神E遺跡は同年 4 月初日~8 月 31 日の間に、桜田隆文化財主事が発掘を担ア!し、

館跡の主要平担面の大湯浮石(十和田 a降下火山灰)層上面で、確認された掘立柱建物群の柱

穴と考えられるピットの墳底から次の 5資料を採集した。

a) 13-Aグリッド pit 1229……ナタネ粒のような小粒炭化物の塊

b) 13-Cグリッド pitl138'"…炭化物塊で稲穂、か

c) 14-Eグリッド pit 中……… ζぶし大の炭化物塊で籾か

d) pit 9999-(1)…・ー…'一…...一・・ーナタネのような小粒と茎葉の炭化物塊か

e) pit 9999-(2)・・・・・・・ー…・ー………焼けた小夜 (アズキ)か

(3)案内盟遺跡は、同年 4月初日'"'"'8月22日の間に小林克文化財主事が拐当した発掘において、

平安日寺代の竪穴住居跡 (S1 010)の床面から炭化物を採集した。この試料は良好に保存され

ていた壁材、床材の焼材があり、この直上lこ植と思われる焼けた曲物に入った圧搾された焼米

塊や、おにぎり状塊で、出土し、また、焼炭化豆はバラバラの状態で出土し、両炭化物は視在して

いたので、一応発掘者において炭化米と豆とを粒別した。

なお、 (1)妻の神 I遺跡では、平安時代の竪穴住居跡33棟、フラスコ状ピット 7基、士;蹟 17基、
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縄文土器、土s市器、:須恵器、鉄器、 (2)妻の神i立遺跡では、縄文時代の竪穴住居跡 2棟、フ

ラスコ状ピット l基、 Tピット ]3基、中世の住居跡38棟、土壌86基、貨幣、銅鏡片、鉄製馬呉や

土器、および(3)案内庇遺跡では縄文時代の罵穴住居跡 5練、同土壇15基、縄文前、後期の土器や、

平安時代の土師器、須態器の壷、鉄器(錯、穂摘具、小刀、手斧〉、錦鏡などが出土している口

昭和57年 2月iこ秋田県農業試験場須藤孝久氏を通じて、 り

これら炭化種支の向定を依頼された。 同年 3月間県埋蔵文化財センター小林克氏から、(1)妻の

神 Iおよび(31案内溜遺跡の試料は、約 0.6~ 1.4 kgの炭化物を、(引委の神間遺跡の 5資料は、

0.2 --2.5 gを送付された。なお、そ それらの遺跡を視察し説明をうけた。

調査方法

(1)妻の神 I遺跡の試料は、第 l表のように 1009を任意 5区分し全部で約 11， 000粒を、(3) 

案内盟遺跡の炭化物は第 3表のように約909の試料を炭化米 2，000粒ずつ数えながら混入して

いる炭化豆(中、小、三j三片杭)と膨張粒lこ分け、粒数と重量を計った。以卜ーの試料は l粒ずつ

jレーベで見ながらより分けた。なお、(目、 (3)遺跡とも、一部を細長、普通、丸粒にわ

子顕微鏡で撮影した。また、案内回炭化豆は第 4表のように、 1)サンフソレは約2209を標準部

( 41nm、2.5側、 1 mm) を用いて諦53IJしたもの(粒i揺によってわけられる)と、 2)、3)サンプノレ

は肉眼またはルーペで見ながら炭化米と豆を膨張粒、大、中、小、半片粒lこら区分し、*立数と

(2)妻の神田遺跡の 5資料は、第 2表のようにルーペまたは実体顕微鏡下で各炭

化塊の表面にある粒数を数えた。なお、籾、;ラ!ととくに豆については、代表的な粒fGのものを現

と比較して同定のため定査電子顕微鏡で調査した。また第 5表には妻の神 I、案内 111の

焼けた米を、第 6表lこは焼けた豆を大中小粒にわけで粒の大きさを測定した。

謂査結果と考察

佐藤敏也氏の、日本の古代米、には、各地遺跡から した占代米について多くの米粒の大き

さが測定され、米粒の混合ノぐターン(姿)の検紫表の執告がある。それによれば、臼本型の来(ωQ(芦1下に}三ζ

5αJμn悶J祝α51，帥tめbs砂戸 jψO併1汀Cωt♂1)Iにこは、米粒の長さが 3.2，~ 5.3 T仰のものを第 I群とし、 t立長が 5.311/;7Il以

上のものを第五群とした口そして第 I群を粒幅によってAは 2.8~ 3.71問、Bは2.1~ 2.8河川、 C

は 2.1 71l7n 未満としてグループし、粒の長幅指数(長/1隔)が日本型の米はいずれも1.3~2.07llnlの間

に介在し、各地遺跡の出土米の細粒、丸粒の混合のパターンがわかり、それによって古代米の系列

が示されるとした。第 5表妻の神 Iの炭化米パターンは 1A (50?-6)、 IIb (30タb)、1lI(20%)で、

案内亜のそれは 1A (50%)、llA(50%)である。すなわち、前者がやや大粒であり、長幅比は平均

1.6 ~ 1.7で、それは20粒では、 1粒ずつを除き、両者日本型lζ属している。前者は玄米で、
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後者は騒を欠く掲精米が多い(カラー l図 a， b，第 1、 2、 4、 5、 6図)口

妻の神 I遺跡の出土米lこは、第]表iζ示されたように焼籾米が平均粒比 6.396 (重比 7.3) 

あり、取扱中l乙籾穀が破れ易いのでこの比はさらに大きかったと思われ、玄米での貯蔵であろ

うが、籾摺程度は現在のものより悪かったG それが臼で撞いての脱穀か籾摺呉があったのか不

明であるが、炭化籾穀の表面は摩擦の段階がいろいろある(カラー 1、2図、第 1、3、4、 5 

図)。 熱のための膨張粒(第 3図)は平均 8.696であり、炭化米の1，000粒重は平均 8.69で

ある。また、]、 2粒のマメ片は床上で混ったか、この周辺で豆裁培があったと考えられる。

2表lこ示された妻の神面遺跡の炭化物のうちナタネのような小粒炭化物はアワ粒が回った

ものであり、 pit1229のものは木材片を伴い、 pit9999 --( 1 )にはアワの茎葉の]部分とみえるも

のが混在し、または Eのpit中に出土した炭化物にはアワと籾米の塊が認められた。それらの

アワ粒の拡大では、その粒の特徴である山脈型の乳頭が確認できる(カラー 3図、第 7、8図)。

または Epit中から初めアワ粒と間違った破片が、後でエゴマまたはシソの粒形の不明瞭な

破片とわかった白それは傷ついた粒面と内表皮の多孔と厚膜細胞の穴が見える(第 9図)口 pit

]138出土の籾米は穏軸を混じえて籾が穂の状態で並んでいる。おそらく、穂メIjりして穂が東

ねられたものの一部が火災に遭って焼かれて落ちたもので種籾用の保存かと思われる。(カラ

ー3図b、第 4図)、またpit 9999 -(2)の炭化豆には粒の大小はあるが、かなり揃っていて

アズキの炭化粒と考えられた(カラー 2図)。

案内亜遺跡の出土炭化物は、曲物の橿内lこ入っていた炭化米塊と炭化立が散乱し、周辺に稲

葉で‘編れた建状の炭化物が出土している(カラー 4図 a--d )。それらは一応

発掘者において豆粒と米粒を区別し送付されたが、第 3表に示されているように、なお炭化米

には肉眼では米粒と区別できないような小さい豆が混入していた。それを小中粒と半分ずつに

分離した半片粒と膨張炭化物(大部分は米粒だが若干立も混入〉に分け、粒数比と重量 100

分比を示したコその比はサンプノレ別でかなり違いがあるが、炭化米が粒数で平均 81.996、重

量で平均 68.8郊であり(第 6図)、豆ではそれぞれ 15. 1と26.6%である。第 4表の(1)サン

プルでは、粒数重量比とも中粒のものが最大で全体の%を占め、ついで半片粒と熱での膨張粒

で、炭化米、大ー小粒立は少なかった。同(2)サンフ。ノレでは中@小粒が多く、ついで半片粒、膨

張粒、大粒炭化米で、あった白これら炭化豆は大小、粒形が不揃いであり、うち大 e 中粒は現在

アズキ粒lζ(以ている(第10~13図)。しかし、最も小粒のものは現生アズキにはない(カラー 4

図 c・d、第14、15図)。おそらしこの時代には雑多な品種で多系統が混在しているため、

このような極小形のものまであったのではなかろうか口現在のものでも筆者が20年余前、岡山

県中北部のアズキ畑で農家が品質不良のものとして除去していた、やや早産で小革本のもの(筆

者は雑草アズキと呼んだ)は、種子の大きは中粒であるが、第19図lζ示したように、本出土品
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とかなり{以たものがある。また、小倉中粒のものは、 リョクトウやケツノレアズキなどの裁培種

にその粒形が似たものもある。しかし、その表面の拡大写真に網状細胞がなく確認できなかっ

た(第弘、打、 18図)。また栽培型とされるツルアズキのような細長粒のものはなかった(第25

図人野性種のヤブツルアズキ(アズキの原種?)と似た粒はあるが(第21図)、他の野生豆

のツノレマメ、ノアズキ、ヤブマメに似たものはなかった口また第 4表の1.000粒調査で、膨張

粒が大、中粒よりも30~70~づも重いこ2 これは、大中粒が加熱で、容積の増すことは考えられでも

にくい口アズキの大粒以外に重いダイズ粒の混在があったと考え、へそのあ

る膨脹粒を丹念に探した結果、数粒のアズキより短かいへそをもち、へその中央が大きく裂回

のある粒が見付かったので、ダイズの膨張粒と推定した(カラー第 4 図 c.d、第22~24図)口

近藤高太郎博士の申農林種子学(後)ホにはアズキ、リョクトウ、タイズなどの種子の記述が

ある。備中緑豆が長さ 3.5'""-'5.1 7mn、|幅 2.8 ~ 3.9側、厚さ 2.7 ~ 3.9側、 1，000粒重 35.4gで

あり、小粒の備中白アズキが長さ 3.7'""-'6.2即日、 I!l品2.7 ~ 4.4側、厚さ 2.5 ~ 4. 2ml11、 1，000 

51. 4 gと大粒lこは朝鮮産大納言が長さ 5.2'""-'8.3側、幅 3.8~ 6.4側、 j享さ 3.3~ 6.0河川、 1，000 

129 gとある。ダイズ粒のへそはアズキなどとちがって、種摺がなく、へその中央に裂自が

あり、粒の重さは最小が 1，000粒重90gで、最大は 250gのように変種、品種による違いが大き

い、とある。

第 6表lこ示されたように、案内亜の大 e 中粒は、アズキ、リョクトウに相当する大きさやff5

のものはあるが、小粒のものは現生の小形アズキやリョクトウよりもさらに小さい。また大形

の膨張粒と|司形のものが、前述の佐藤氏の書には秋田城跡南方地区第]号室穴住居跡から

した大豆様遺物としての描図働写真がある口その焼ふくれ粒には、 A粒長 7閥、 i幅5.5師、

障さ 5m.m、 B 7. 71llm ，幅 5.5，.側、!享さ 5mz耳、しかし、へそが見えないので、同定は困難であ

るが、脂肪の多い夕、イズの膨れ方はアズキやインゲンと違っているのでダイズ粒と推定されて

いる臼

アズキ 古)は、 佐藤正巳氏の用縞物分類学:もには、 ま主こは日

本の原産と言われる]年生作物で日本では極めて古くから裁j告されている。 いわゆ

るIJ¥立色の他lこ白、淡黄、黒、黒斑などの変異がある。赤飯、舗、汁紛、羊かんなどの原料と

するなど日本人の金生活と深い関係がある口また、星川清親氏の書iこは、アズキは中国、朝鮮、

日本原産で中国では 2，000年前から裁培され、日本でも農耕文化が始ったころからの作物で中

国から渡来したと推測される。アズキは日本人以外にはあまり好まれないらしく、中国、朝鮮

でも歴史が古いわりには裁培は少なく、もっぱら日本への輸出用である。リョクトウはインド

一部は裁培される P.mdiatasから変ったと見られ、野生はない。中国南部には古くか

ら入り、中国北部へは B.C.5世紀iζ裁培された口日本へは中国から入った口最近まで各地方に

広く作られていたが、今はほとんど裁培されなくなった口
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森脇晩氏らの報文iこは、 /1ンド リョタトウ と室長似

ら、系統的なツルアズキ (P.Inungo )の

されている心

し、日

ズ (CI1げne l土、 シベリア、日本に自!~三

するツノレマメ (ノマメ G.sOJa ) 

されるようになり、今日

のーっとし

ら人間の食料とされ、 ジアの北部で裁

、一

z

しコり音たーし

は縄文時代の遺跡からダイ しているが、たぶん、

したものであろう。

日本人の食生活に

野!生ノマメを採集したもので、作物としては弥生初期に

には大豆が明記され、すでに普及していた。種子は、蛋白質

欠くことのできない重要な食品であり、

アズキ。ダイズやリョクトウなどの

種の1tn~こ沖縄県産のアカマミやダイズなどを、また、

畑のダイズ e アズキの分譲をうけたりそれらと裁培種のツ jレアズキおよび野生種のヤブツルア

ズキ、雑草と見られるアズキなどむ種子表面構造の走査電顕像を示し出土炭化立と現生アズ

キやそれらと比較した結果、たとえば、アカマミは種子表皮iこ星状様の抵lζ乳頭が並び{告と違

なりつつある口

ため、森脇氏より前述の 2

いが大きいようである(第20図 b)。それほどは自立たないが、現生アズキおよ

神盟、案内躍の表皮の 500~ 1，500 倍の拡大国にも乳頭が見える(第11、15、]6図)。一万、リ

ョク豆、ケツノレアズキには 200~ 1， 000倍の拡大で:表皮iこ顕著な;短形の縞状、後者は皿;[走細砲

が見え、この点アズキ、ア力マミとりヨクトウ、ケツ lレアズキの区別点となろう(第17~18図)。

またダイズの粒面には穴が並Jjりしている(第刀、23図)。さらにこれら現生マメ類と

皮表面を1， 000 ~ 2，500倍に拡大し顕鏡して見るにいずれも表皮下には錯綜した網状細胞がぎ

っしりつまっている(第13、問、 17、18、19、25図)。

アワ (Sefaria 勺lica)は、 出作物u およ

は、

し

しているヱノコログサか られる作物で、北支を中心と

るが、 Roxburghカ3インドiこ

く北方む、しかも冬の厳寒で

くか されている。

はエノコログサが一分布しないし、 1臼1'nickeらもインド

ない地とした。 Vavilowの原産地は日本を合む東部アジアであり、キピの原産地とほぼ一致す

るか、キピよりは冬の温暖な海洋的気候の地域とした。中尾佐助氏の、裁培植物の世界、λlこは、

キピは近縁:野牛種かインドにあるので、そうしたもの

らインドで裁培化されたと結論して問題はないか、アワ

かし、中国のアワが最初jからキピと相伴っていたという

インドで裁培化したとみる方が説明しやすいとしている。

されないことなどか

¥中国説が一般だが、し

く見て、アワもキビについで
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と ている

Lたアワ粒、アズキ*立、ゴボウ

している。それ以前の遺跡として

氏らによって iJョクトウとされた豆を、そ

別編 I 炭化穀と豆の同定

けた家屋の床よからパラーパラに散らばっ

メロン(マクワウリ)

し7こO ま

ら稲拐穀の他

愚から西田正規、

した。その粒は本報告の小粒の]長(第141盟c)とi寸形で、その種皮の縮状斑文は、本報告 1)ョ

クトウの表出(第171刃b)とIciJじであった。一応発表時にはリョクトウ(? )としたが、網状斑

文からリョクトウとしてよい。なおl司遺跡からエコcマ、シソの炭化 a 未炭化粒を検出した。そ

れは従来、長野県縄文中期農耕遺跡でアワの証拠品とされたタール状炭化物がエゴマ e シソ

果表面の網目と流線文、 i今果皮の多孔細胞、肥厚細胞の配列穴および種皮の、わらじ

細胞グの発見から、松谷氏と よって、ヱゴマ@シソ ること した。

頭グリッドのpit 中からの小破片には、 、わらじ細胞グは見られないか、

(はじめアワ11立と主主 エゴマ対面や事去のなすな

原出土エゴマの内果皮iこ酷似した。すなわち、 5'孔および肥厚細胞の穴の配ダIJか

LiLられたく%91ヨ)口おそらくこむ児

こぶし大に塊っ

たは生えていたものを収穫後に焼け、 pit iこ

ワ粒曜に付着していたものであろう

炭化

ゾパ、コメ、オオムギを、

もI子1くから

しているが、貯えら

けたアワ、

している。また、

られてい

たが、 300枚j互い弥生時代の7J<Hl助;が発掘されたの (19弐2年)のことである。

ける 力三 iつ 豆(アズキ s 夕、、イズ〉 ゴ、マ(シソ〉が揃って

当 られる口

まとめ

たと見られた炭化:1寸や柱穴から採集きれた未@アワ@豆

したむそれらは炭化物塊または、ぱらぱらの粒として、貯蔵間の橋、木JUlの内やその

周囲の床上に散在していた。なお、周回iこは焼かれた稲葉で作られた誌があったり送ら

の神 Iの焼(炭化)米と案内IIJの同じく炭化米と豆、および妻の神田の塊状のアワ、玄米をサ

ンプリングして、量的調査と粒形の走査電顕像(写真)と現生穂実とを比較し同定した。

I 遺跡、の炭化米iこは 6，.....8箔の炭化粉が混じ、 t島精また籾濯のよくない玄米を貯えた
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ょうであり、火事による膨張米が 3--11応であった。案内B遺跡の炭北米lこは、粒数で平均15

話、重量で27%の炭化立を混じているし、炭化豆では粒数で 896、重量で 3応の炭化米を混え

ている。これはもともと別々に貯えられたもりが火災時に混合したのか、玄米の膨張粒は 2~

796、豆では 8--139ちあり、相当強い火子力で

ででミ、粒の長i福比から日本型であるが、妻の神 Iが案内亜の米より少し大粒であり、前者は玄米

であるが、後者は経の欠けた粒が多く、膨張粒iこ横の割自があり、揚精米の貯えではなかった

か、案内部の粒が小さいにも拘らず1，000粒重がやや重いのは、粒lこ黄掲色の土粉が付着して

いると考えられる口なお炭化米はどちらも細粒、丸粒を含み、不揃であった。

炭化立にも大小さまざまのものがあったが、案内却のものの大・中粒は形、大きさ、残され

た僅かのへその形、表皮細胞の低い乳頭などからアズキと した。しかし、現生アズキ品種

には見られないような極小粒のものがあるが、品種、系統が雑多なままの裁培と考えた。なお

膨張粒は最初はアズキが火災のため膨大したと考えられたが、 1， 000粒重が大きいところから

大粒で重いダイズの混入がへその形から推定された。また小粒のものにリョクトウ、ケツルア

ズキの混入はあるかどうか、出土粒には表皮細胞に網状が見付からず、今のところアズキの小

粒と考えざるを得ない。

また妻の神血の塊状粒lこは、表面にLlJ脈状の乳頭が並んでいるのでアワ粒と した。なお

くから五穀とされているキピ a ヒヱ粒がないかと小粒種子を丹念にしらべてみたがこれらの

中には見当らなかった。しかし、エゴマまたはシソの破片が認められた口

いずれこしても、この遺跡周辺にこれらが栽培、貯蔵されていたことが確実であり、籾米がフエ

ノーノレ反応で=水稲か陸橋かの調査は炭化粒のためできなかった。なお、アズキの小中立に近似するヤ

ブツノレアズキは混入が考えられるが、焼畑l乙裁培されていたと考えられる細長粒のツノレアズキ

の種子はなく、また野生のツノレマメ(ノマメ)、ノアズキ、ヤ 7"マメなどは粒形、表皮細胞模

様から見てなかったようである。
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別編 I 炭化穀と豆の同定

第 l表 妻の神 I (S 1 003)の炭化物

サンプ ル 炭化 米 炭化籾|炭化問 長米 炭化豆

1) 1193(90.2)労 84 ( 6.3ず 45( 3.4)治 1 ( 0.1)労 1323 (100)苅

9 10.1 (84.9 ) 0.8 ( 6.7) 1. 0 ( 8.4) 11.9 (100) 

2) 粒 3080(89.1) 159( 4.6) 215 ( 6.2) 4 ( O. 1 ) 3458 (100) 
Q 25.1(82.6) 2.0 (丘 6) 3.3 ( 10.9) 30.4 (101) 

31 社 2248(89.7) 184( 7.3) 75 ( 2.9) 3 ( 0.1) 2507 (100) I 
g 18.2 (87.5 ) 1.9( 9.]) 0.7 ( 3.4) 20.8 (99.9) 

4) 2071(87.6) 196( 8.3) 92( 3.8) 4 ( 0.2) 2363 (99.9) 

9 17.3(82.7) 1.6( 7.7) 2.0 ( 9.6) 20.9 (100) 

5) 粒 1082(88.9) 65( 5.3) 68 ( 5.6) 2 ( 0.2) 

9 9.2 C 82.9 ) 0.7( 6.3) 1. 2 C 10.8) 11. 1 (100 ) 

粒 9679(89.1) 688 C 6.3) 495( 4.6) 14 C 0.]) 10868 (101) 
g 9.2(83.9 ) 7.0C 7.3) 8.2 ( 8.6) 95.2 ( 99) 

備考 1 )約 1009の試料を採り、 5試料にわけ、炭化米、炭化籾、炭化膨張米、

プて しらべた口

2 )その他、各粒%以下で柱形が不明の炭化粉屑が全部で 6.29あった。

3 )炭化米 1，000 8.0 --8.7 9 、炭釦土弘行~ 10.4 9 

第 2表 妻の神 IIIの炭化物

a) 13~ Aク 1) ッドpit1229・...........炭化アワ粒が 2 2.5 cm魂ぐらいの一面lこ約 270粒が認

められ(カラー 3図)、炭化材片を共存している(第 8凶)口炭化塊の中の各粒は約1.3x

1. 6 m711、1.4 1.8m'7110 

b) 13~C グリッド pit 1138……..... .tw.メリりしたままの籾穏を貯えていたものが、火災にあっ

たらしく、 2~ 2.5 cmの炭化塊に籾米、籾殻跡が95粒と約 1~ 2 cmの穂拙が12ついていて

(カラー 3問、第 4図)アワ粒は多分 120粒ぐらいの塊である(カラー 3図 a)口

心) 14- EグリッドpitI jJ. .1.5，..._， 2cmの炭化塊は、元はこぶし大の籾米とアワ粒塊

があった。(カラー 3tまJc、第 3図)粒形は不明瞭だが破片の電顕像からシソ属(エゴマま

たはシソ)が少数ある f第 9悶)。

d) pit 9999一 (1)・・・・・・・・・・・・・・・・一......2 ~ 2.5 cmの炭化アワ粒がアワ梓をはさんで 1----数ダ111ζ並

び、一面iζ約80粒が見られる(カラー 3図 d、第 7図)。

e) pIt 9999 ~(2) …ー…一一一一一一…炭化アズキ粒18粒(大粒 l 、中粒 3 、小枝 5 、半片 9

がある(カラー 2図)。
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別編 I 炭化穀と豆の同定

第 3表案内IIIの炭化物(その]) 

PιムミJ イ七 旦 む 区 分
膨張(米炭化物

手耳
炭化米 炭化豆 t 中

粒 粒寸|半片粒 -豆)米

1)粒 2000 C 87.3 ) 196 ( 8.6) 27 C 1.2) 107 C 4.7) 62((2.7) 〕 93 ( 4.1) 
3 22E2(10U0)l i 

g 19.4(77.6) 4.1 (16.4 0.8 C 3.2 1.9 ( 7.6 ') 1.4 ( 5.6 1.5 ( 6.0 25.0 ( 10 

2)粒 2000 ( 74.3 ) 632 ( 23.5 ) 120 ( 4.5) 300( (1 1.1〕 212 ( 7.8) 59((2.1) ) 22593(99〉i
g 19.1 C 57.2 12.8 ( 38.3 ) 4.1 (12.3) 6.0 ( 18.0) 2.7 ( 8.0 1.5 ( 4.5 33.4 ( 100) 

3)粒 2000 ( 85.4 ) 279(( 1 1.9) 33 C 1.4) 181 ( 7.7) 65((2.8) ) 60((2.6) ) 1 I 2}r42 ~ 9~;，~ < g 18.3 (72.6 5.1 C 20.2 ) 1.0 ( 4.0 3.1 ( 12.3 ) 1.0 C 4.0 1.8 C 7.2 25.2( 100) 

計粒 6000( 81.9 ) 1107(( 15J) J 80 ( 2.5) 588 C 8.0) 339 ( 4.6) 212 ( 2.9) 6 7325(りと 9 ) 
9 I 56.8 C 68.8 ) 22.0 ( 26.6 i 5.9 ( 7.1) 11.0 (13.3) 5.1 ( 6.2) 1.8 ( 4.6 82.6C 100) 

備考 1 )試料から炭化米 2.000粒を数えながら、その中から炭化米と諺張炭化物にわけで、

それぞれ粒数、重量を計った。その他、炭化屑が全部で 6.2gであった口

2) J炭化米1， 000粒重は 9.5...9.6... 9.0、9.3、9.5g、平均 9.4g.であるc

3 )炭化立の 500粒重は中校 20.1g、小桂 11.3 g、半片粒 6gである。

4) 本遺跡の出土炭化物境、米、豆には 黄褐色の土がかなりまぶれていた。

第 4表案内盟の炭化物(その 2) 

1222 U4.2) 
ぺ脚(1加)I 18.9 ( 8.8) 6.5 ( 3.0) I 215.8 (100) 

Eム又J イヒ 旦

粒トIJ
炭化米 計

)膨張 粒 大 粒 粒 半片粒

47(11.0) 114 (26.7) 138 (32.3) 87 (20.4) 19(44j 1427(100) 
ス7(?只?) 1.0 ( 7.6) 3.8 (29.0) 3.2 (24.4) 1.2 ( 9.2) ( 1. 5)! 13.1 (100) 

ム官-・_，. _ _ _ .f.T __  

11.. 

] )サンプル 220g.を節でおろし、膨張、

2 )膨張粒の多くがダイズ、その他はアズキの炭化豆と推定できる。
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別編 I 炭化穀と豆の同定

第 5表 !焼(炭化)米粒の大きさ測定

→1 妻 の ネ中
-' 

ヰ升とミ2 内 盟 l備 4ご土ヨι 

三!長さ 1Tbm 瞬間|厚さ 1Tb711 長/幅|長さ mm l幅 m，m 厚さ m'm 長 /1幅 両試料とも無

4.8 2.5 2.2 1.9 4.5 2.5 2.0 1.8 傷の粒約 200

5.3 3.9 2.5 4.1 3.0 2.1 1.4 粒の中から細川

3 5.0 3.0 I 2.3 I ωつ. 2.2 
九普雌をi

4 5.4 2. 7 2.0 4.0 3. 2.2 1.3 採って測定し

3.8 2.5 4.2 つι'" 2. 1 1.9 fこO

6 2.2 2.0 1.7 4.5 2.5 2.0 1.8 

7 5.5 3.1 2.4 1.8 3.8 2.8 2.0 1.9 

8 4.5 3. 1 2.1 1.5 4.3 3.0 2.3 1.4 

9 4.3 3. 7 2.2 1.2 4.5 3.0 2.5 1.5 

10 5.0 3.0 2.1 1.7 4. 1 2‘8 乙.U 1.5 

平均 4.9 3.1 2.2 1.6 4.2 2. 7 2. 1 1.6 

4. 7 3.0 2.1 1.6 4.9 2.6 2.4 1.9 

12 4.9 2.5 1.9 2.0 4. 7 2.8 2.3 1.7 

13 3.8 2.4 2.1 1.6 3.8 3盆 O 2. 7 

14 3.9 2.3 2. ] 1.7 4.0 3.4 2.2 1.2 

15 5.0 2. 6 2. 1 1.9 4.3 2.4 2.1 1.8 

16 4.1 3.0 2.0 1.4 4.5 3. ] 2.3 1.5 

17 4.8 3.0 2.1 1.6 4.3 2.2 2.0 2.0 

18 5.2 3.0 2.2 1.7 2.2 2.0 1.7 

?只 ? n 4 1 ヌヌ ~. 1 1.9 

5. 2.4 3.9 2.3 2. 1 1.7 

4. 7 2. 7 2.2 1. 7 4.2 2.6 2.2 1.6 

第 S表焼(炭化)豆の大きさ測定

フサルノ
大 粒 中 中立 1主

m!l7l 官1椛l mim -num 幅 e即時 厚さ取m

5.5 5.0 5.0 3.2 3.0 

5.3 4.8 5.1 3. 1 3.0 

3 7.0 5.0 4.5 I 5.0 3. ] 3.0 3. 1 

4 I 7.5 5.5 5.5 4.0 3.5 3.1 3. 3.0 2.2 

5 7.2 5. 1 5.0 4.5 てuミ.つw 3.0 4. 2.6 2.5 

6 7.0 5. 4.8 4.6 3.2 3.1 4.1 3.0 2.8 

7 I 8. 3 7.5 5.5 5.2 4.0 3.5 3. J 2. 7 2.5 

8 8. 7 5. 7 5.5 4.2 4.1 3.5 3.8 2.8 2. 7 

9 7.5 5.4 4.1 3. 1 3.1 3. 1 3.0 2. 9 

10 7.0 5. 2 4.8 5. 0 3.5 3.2 3. 5 2. 3 2.4 I 

平均 7.4 5.6 5. 1 4. 77 3.4 3.2 3.6 2.8 

備考炭化立は大中小粒の 500粒重測定の中から平均的な粒を測定した。
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カラー 1図 妻の神 I出土炭化粒

a焼籾米
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カラー 2図 妻の神III出土炭化粒
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カラー 3図 妻の神III出土炭化粒

a焼アワ粒塊

‘. 

c焼籾米とアワ粒塊
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b 焼稲穂塊

d 焼アワ粒と茎葉(稗)塊



案内m出土炭化粒カラー 4図

b 焼米塊a 焼米塊
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ノl、車立ヰ1絞大粒膨脹粒

d 焼豆の筋別け

2.5--1 mm 4 mm以l



Ml図書Eの神I出土炭化勉

b l!l1i片 XIOO 

a tlI XIO 

c績と玄米 X 10 

M2図嚢の神I出土炭化粒

a玄米{丸) XIO b 玄米(細長} XIO 

c玄米(普通) X 10 d 玄米機断面 X 10 



M3図 書Eの神田出土炭化事室

.8片のある膨脹米

第4図 君臨の神1日出土炭化粧

・ 徳舗と寝米

M5図書Eの神Js出土炭化粧

a玄米と甥片

c向上の初片

XIO 

xlO 

XIOO 

b 同乏の観片 XIOO 

b 周左の額片

d 向上の玄米の部分 X200 



第6図案内DI出土燦1ttt

a玄米と組片 Xl0 b 玄米と観片 X500 

C 玄米

川、
d 膨脹玄米 Xl0 

第 7図警の神111出土炭化勉

aアワ X25 b PII 左 X500 

c 同よ X150 d 同 左 X500 



第8図妻の神1II出土炭化粧

aアワ

cアワ塊

第 9図 書Eの縛111出土炭化粧

b シソ績の位片の覆面

C シソ鏡組の内果皮片

X50 

XIO 

X50 

X50 

b肉左

b関左 X250 

X250 

内?ででI



第10図案内凹出土炭化粧

aアズキ{小組} X 10 

C アズキ{膨脹給) Xl0 

b アズキ(中粒} Xl0 

dダイズ?(111M勉) 州
国
・
量
蝿
ブ
ペ
i
d岨
E

〉

'
e
pf
一.父、

第11図饗の神UI出土炭化粧

a アズキ(穴総) Xl0 b 関左 必 1000

第12図獲内111出土炭化粒

aアズキ{幼芽・号車I) Xl0 b 周左{子葉} X2S0 



第13図案内m出土炭化事宣

aアズキ(a;脹紘}

c局 よ(中総)

第14図案内ls出土炭化給

eマメ績{小ぬ}

c マメ績(小松}

X 10 

XIO 

XIO 

左 {大総) X2500 

d陶左(中粒) XIO 

b同左 X500 

三政
f tJfq 

ba・ ブ何州

:Iぷ:よ謝
d 問 左 X500 



第15図 案内凹出土炭化粧

aマメ頬種皮の内側 Xl0 b 同左 X500 

cマメ頬(中粧)やや不正形 Xl0 d 問左{アズキ?) X1500 

レ仁

第16図 現金アズキ種子

a Xl0 b 同友 X500 

c (l!) ょ Xl000 d 拘左 X2000 



現金リョクトウ温子第17図

.‘ 

X200 主同b XIO a 

X2500 左同d Xl000 」己c同

E見生ケツルアズキ種手!f!18図
X2$O 左b 向Xl0 、a 

‘』
X2500 

…巴ヤ
Xl000 よc問



.，9図 現金様車アズキ種手

a Xl0 b 同 友 X25ω 

~20図現生アカマミ種-!-

a X20 b 閃左 X1500 

，・・・-..・

第21図 現生ヤブツルアズキ穂子

a x 10 b 同左 X150 

1122図現金娘細ダイズ種手

• X 10 b 間左 Xl00 



第23図現金ダイズ覆予

a XIO 

練24図案内111出土炭化ダイズ種手

8 ダイズm繊粒(1)

¥ 

、入/

第25図 環生ツルアズキ種手

a 

c 同上

X20 

Xl0 

Xl0 

b 問 左 X250 

b 問志膨脹蝋2) X20 

b 伺友 Xl000 

d 岡上 X2500 



まし半半遺跡

遺跡番号 NO.25

所在 地 鹿角市花輪字乳牛平16番地他

調査期間 昭和56年 4月16日一 8月11日

発掘調査予定面積 5，622m' 

発掘調査面積 3，ooom' 



1 .遺跡の概観

1 .遺跡の概観

花輪盆地北東部には、奥羽山脈と盆:地平野部との間に標高 150- 160mの平担かつ広大な台

地があり、草木川、間瀬川、不動川その他の中小河111がこれを関析して、東から西へ向かつて

細長く延びる舌状地形を発達させている。

この台地上には縄文遺跡の他、その後の平安・中世遺跡も多く、殊に平野部に臨む舌状地形

末端部には、乳牛平遺跡から北わずか 4kmの間に柴内、高市、小平、新斗米の各館が間析谷を

挟んで指呼の間に連続するという状況である。

乳牛平遺跡は、国鉄花輪線i珪中花輪駅の北東 2 し、 155-160 mの台地末端

ある。館西側を乳牛}iiが北流し、現水田富と郭平場との比i告は20mほどを計る。

には安の神III.II.I遺跡が連続し、北方には谷を挟んで乳牛・西町 1. II 遺跡が存在する。 1

らは柴内館が北東方向に見られるの

2.調査の方法

跡は安の神IIIj宣跡も含めて、ぎ1)と掘との地形観察からおおよその範囲を推定できる

が、調杏前には南に隣接する安の神田遺跡とは別個の遺跡と考えられ、 III'N訊;の南1ftIJに東西

に走る/ト道あたりがその境として考えられていた。したがって、グリッドの設定もこの付近を

南限として、県道大湯・花輪線をその北限とすべく、 II郭上の ST A 159十20とI郭上の ST

159十60や結ぶ棋を南北のJ旦こ椋とし、この主主穏に対して直交する東問ラインをもうて設定し

たのである。

グリッドの呼称は東西ラインには南からアラビア数字、南北ラインには束からアルワァベいノ

ドを付し、両者の組み合わせて、Il乎ぶこととし、各グリッド東南偶の杖をグ J)ッド呼称のために

用い、東西60m、南北 245mの挟長な範聞をその[11に組み入れた。

この中には享I~ と掘の存在が明らかで、郭は北から )1債に I 郭 .II 郭・ III郭と呼称し、 III郭西側

にある低ムドな郭を N草I~ 、また I 郭西1ft!Jにありながら既に土取工事:にょうて破壊を受けている南

北仁和1I長い小山を V郭とし、このうち調査範間内に合まれる I郭東半、 II郭全域、 III郭西半、

N郭の古rs、及u'm郭と去の神III遺跡との間にある土塁状の小山までを調査したc 郭周囲の堀

は I郭北側にA トレンチ、 1. II郭問にB トレンチ、 II.III郭開にC トレンチ、 III郭から

神田遺跡との間にDトレンチを設定し、その形状と規模の把握に努めた。しかし堀内堆積土層

の崩壊が激しく、堀!底面までの調査は完遂できなかった。
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.，調査の方法

1 -_ m:郭上のまミ士[;主主一{土、 をr;Zjるため電機を用いて行ない、そ 入力による

rm 
T
i
O
L
 

d
-
a
 

ざ 1了なっ 出にあたった。

，~ -I:..，f--，. -r I十えノγ11
~'- ，j) i、¥_t，d.. "ti-_/ '} 利用して間 li 句ょっ f二7うt、

も)'Ij~ミ t二 c

:35mr日朝!との 4.S~I~IJ カメラを用い、モノク口、カニラー 1) パー什 ー
ザ
ザ
}

した。 ま

ナ、 、;地形図を

3.訴i杏の経過

昭和56年 4月16日から 8月11日ま ったカヘ 7月2日からは

し
)

1 -1-て易
、，〆 下のとおりである U

4 月 16~21 日 立木伐採後の校の処珂

4月22日~ II郭粗作業開始

4 )j 24日一一 /、、

5rJ1H~- II主査開立fi

}j8H-- I 

5月13U~ r人、、

5 JJ 30日~ III草1;精査開始

7 Jj 22 H ~ N郭査開始

ア月 23日~

]]11日

4 . i貴跡の

III郭中央部を南北に通る Aライン

1)，下のとおりである。

lヌiをfr-:成したが、それによると ほほ、

第 1j語:lOY R 

9.'~ II JH : 10 Y H_ 

、

、

;

‘

Z
ミ

iirsE

ニ汁コ

i

ゴ
仁
J

J
I
一一

-dて

ト

白

ト

日

・

1

1

人、 j、~~.物 1'H 多い。 f ヂヶ J 

'--?r)心 。

は出 I層と i司じであるカ夜 1mr日以下の自

けて1ゴ 1 ~l ブ
はじし t、 νも 0n を掘 1):i与ん 1 ， __.-r，勺

iご:n二l，.，.)ζJ口

第四層:10Y R予己 責褐色土 lOY Rぢ褐色土及び10YR 

入する。第 II層と地山のiilVi移層である。 縄文時代の泣備はこ より 1JIM1)込まれ

ている。

っdつム



乳牛平遺跡

第N層:10Y R% 灰寅褐色、地山シラス層

5 .遺構と遺物

前述のf長に、乳牛平遺跡は妻の神III遺跡、に連続し、南北に細長い形状を示している。 v

'mlJ斜面は I~m郭の斜面に比べ、かなり緩やかとなっており、恐らく削り出しによらない自然

地形であろうと思われる。 1. II郭中間部の東側には土塁状の小山があるが、この西mlJは堀の

構築による削 1)出しを受けているが、東側は自然地形のままの斜面であり、安の神III遺跡から

延びる標高 160mほどの台地との間に自然の沢が入り込む。

こうしたことから、乳牛平遺跡、はおおよそ幅 120mほどの南北に延びる舌状台地を利用して

坦を巡らし、草郭!E:をj芝与築5したことカ

郭、堀白体も館の…一部分を構成する るが、郭上の平場からは館に付随する遺構の他、

縄文時代の遺構、遺物、弥生時代の遺物が検出された。遺構は郭ごとに発見!II真に番号を付し、

通常の遺構番号の前に郭番号を付し、f7Uえば 1・S1001のように標示した。館に付随すると考

えられる遺構に確実に伴って出土した遺物は皆無であり、むしろ、縄文・弥生土器の方が量的

に多い。しかし遺物総量はコンテナ 3箱に収まり、極めて少ないと言える。

郭平場から検出された遺構、遺物は以下のとおりである。

I郭

II郭

III蔀

10 

土璃 2

18 

Tピット 6 

1事

4 

6 

N郭 溝

8 

Tピット 2 

焼土遺構 33 

2 

焼土遺構 10 

土:11去 6
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柱亨iJ 1 

その他の遺構 4

列 1

Tピット 6 

24 

掘立柱建物跡 2 

その他の遺構 4 
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乳牛平遺跡

( 1 ) 1郭検出遺構

①竪穴遺構

1 • S I 001竪穴遺構(第 3図、図版4) 

イ立 置 38H . 1グ J)ッド

平商形 e規模 東西 430cm、南北 370cmの長方形である。面積14.3m'。

翠 外71に傾斜しながらも、しっかりとしている。 37cm、 34cm、北E主は O

干のjfiみiJ;-見ら-36cmの高さをiWJるが、

hるc

も力Dわうて消失している。

{体 向かつてわずかに傾斜し、中!とより東側に問 られる o rドヲミに炉跡と思わJ.Lる

IHIみがあるが 、焼面が確認でき しがた~， 0 

ピット 慌に沿う形で16個のピットが検出された。 P1 -10がこの遺構の柱穴と考えられる。

遺物なし。

そ(J)地(J)観察 南壁に否みがあるが、二!二層断面の観察と

ではなく、改築によるものであると考えられる。

旬、

1 • S i 002竪穴遺構(第 41司、図版4・5・6・11)

娃霊 33・341グリッド

平富野@規模 東丙 270cm 南北 340crnの長方形を呈する。而積9.7111ワ

壁 四壊ともにほぼ空直に立ち上がり、しっかりとしている。

床 rj~1 心に向かうて若干傾斜しているが、全体的にはおおよそ平坦で堅い。 斗iうた部北寄りか

ら b~1 が多数検出されたっ出入口部の!末而は内部から外方へ向かつてしだし、に立ち上がる。

ピット P 1 . 2・4・S. 9・11-13はj宝穴 P 7・8はIH人口音EのI壬穴である c

も2i凶のピットカぐあるが炉ではないの

遺物なしG

その他の観察 北~t~に出入口部が付設されている。南西部に炭化物を含んだ焼土が確認され、

中央部には炭化材も見られることから焼失家展と判断される。出入口部からは灰が検出された
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乳牛平遺跡
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が、住居内部に近い所では 2- 3 cmの

さによ佳干責していた。

I ・S I 003竪穴 遺 構 ( 付 図 上 図

版 7- 9・13・14・16)

イ立 置 36K . L、37Lグ1)ッド

平語 形号規模東西 250cm、南北 240

CI11の方形である。面積6.6m'

壁

その他の壁も

かりJ-.Iイい主

17cm、

24c01の高さを測る。

立ち上iがり、

ち上がり、し

つ氏('111 百百

28cl11、

E長 田壁にrDJかつてやや傾斜してい

フ J、子、子、 1-
{;) 1)' 、 dコィコ之が である。 J也L11

になっており堅いc 出入u部床[fiIは

ピット

は

ら外方へしだいに浅くなる c

Pl-8カ叶宇穴である。 P8 

るS1 008のtt:，えを再使用し

5 .遺構と遺物

議、

ている。 5国 1 • 51 002竪穴遺構焼こと e炭イヒ材分布図

言語 なしっ

そめ{琶の観察 =IU入仁iが仕立されている。 で北iWJと 西に沿うて焼二!二が検

出さiL、 リ;i;:にJJ;化村、 i)汀じカ
..， --"o.-J 0 {じHの方向{土、

l，)る。 S1 008、 SK (T 002と しており、こhら

1 • S I 004竪穴遺構(芽比図、図版 9・10・13・14)

並置 36Lグリッド。

りも新しいc

平筒形@規模 東西 270側、南北 270cmの方形である。而積 8.2m'

壁 四壁ともほぼ、垂直に立ち上がりしっかりしている。東壁11-18c01、

9 -18cl11 7 -19cmの高さを iHlJる。

229 

に一一主して

9 -lLlcm、



乳牛平造跡

床 北西コーナーに向って傾斜ーしているが、おおよそ平担である。地山を床面.としており堅一

いが、 S1 007との重複部分は軟弱で‘ある。 出入口部は遺構中央部から緩やかに立ち上がり、

外方未端部はほとんど培をなさない。

ピット

遺物なし。

その他の観察 東壁に出入口が付設されている。中央南側と東側に焼土の塊が検出され、炭化

材、炭化カヤも見られることから焼失家屋と4'0断きれる S1仰げそ主提しており、 S I GG7 

よりも新しい。

1 .. S I 005竪穴遺構(第 7図、図版11・12)

位置 33Kグリッド。

平蕗形 a規模東西 380cm、南北 340cI11の方形を呈する。面積12.9m'

蜜 全体的に立ち上がりは小さV"~。北・商壁はほぼ碍誌できるが、南壁;土木根によっ

されており、東穫は検出できない。四壁 8~16cl11、雨至。 ~12cm、北壁 4 ~ 18cmの高きである。

床 南壁にrb]かつてやや傾斜している。南側が木根によってJ賛否しされているが全体的に平jゐ円

である c 地山が床面になっており堅い。

ピット ド 1~.ヲはこの住居跡の柱穴と思わlL るが、東西グJ柱穴が不揃いでおるこ ï事控 P 1 . 

2間にも存主したはずであるが消失している。 P8の掘り方も本棋によづてji[U壊されている Q

遺物なし

その他の観察 北東問も木根により撹-乱 ている。

I • S 1006 -A竪穴遺構(第 8図、図版11・12)

位置 32.1、 33I . Jグリッド。

平鹿形・規模 東西 420cm、南北 350cmの長方形

壁 ほほ垂直に立ち上がり、しっかりしている。

~32cm、南壁19~ 27cm、北壁18~32cmの高さである。

る。面積16.4m'

よって消失している。西壁23



t: !Jr ，!，fi リ .l!\~]::) ~~:il 

NIY/:弘、{， {Iiiii;に仇 L ヘ

、 f、li ん

Wlれ的、'L!¥'r日色 f予il;1;士人

。
E
lよ

思10

乳牛平遺跡

。iよ

トーA'

ト一日

1 .SI 004 。P12。
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5 J章構と遺物
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手L.!:J二:iF:i宣掛

床 地山が床面となっており、全体的に平坦で、ある。東側の炉は建て替え後に付設されたも

のである。

ピット P 1 -7、17・19-22がこの住居の柱穴で P 15・16は出入口部の柱穴である。

Pit 

Pit 

{木さ

鈎なし。

その他の観察 南壁に出入口が付設されている。北壁でSK 016と

不明で、ある。

しているが、新!日関係は

I 0 S I 006一日霊宍遺構(第 8図、図版11・12)

泣置 321 . J、331 . Jグリッド。

平蕗影 e 規模東西 580cm、南北 430cmの長方形を呈する。面積21.6m2

号室 南東コーナーは郭の崩壊によって消失している。北壁がやや突出しており、 S 1 002と

切り合っている。確認できる壁は急角度で立ち上がり、しっかりしている。 18cm、西

控23-32cm、南壁18-27cm、北壁18-32cmの高さである。

束 中央やや東側に焼面を有する炉がみられるが、焼土・灰は確認できない。全体的

である。地山が床面になっており堅い。

ピット P 1 . 7 俗 11・14・18. 19 . 23はこの遺f膏のネ主穴と思われる。

遺物ない

その地の観察 南壁のP17と18J立ぴP22と23は各々重複しているが、この新!日関係は、ピット

内の土層断面観察から P18とP23が各々新しく、柱穴を西寄りに移築したことが知られる。炉

は位置的に見て S1 006Aに伴うものではない。これらのことから当初南向に付設きれていた

出入口部を廃絶して北に移築し、同時に S1 006A東壁を東に移動させ、新たに炉を設けると

いう改築を行ったと判断される。
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5 遺構とi立物

1 = S i 007 

怯霞 36Mグリッド。

平面形@規模南北 340cmをmlJるが、東側は

(第19図、図版13・

獲 と北'

しており、全体の規模は不明で、ある。

されるのみで、その他は郭の崩壊により、消失

している。 できる部分はほ 立ち上がってしっかりしている。 ほとんども S

I 004によって切られているが、

半分以|て崩壊しているが、

地山が床面になっており堅い。

ピット P 25 . 26は出入口の柱穴と思われる。床面には検出きれなかった。

をiWJるので¥ J 
1:) している。

できる
--;r;、、」、 rI:lJかつてやや傾斜している。

遺物なし。

その他の観察 出入口が付設されている。 SI 004と しており、 SI 004より古い。

1 e S ! 008 (付図 3 図版13・14. 16) 

f立置 36K、37K. Lグリッド。

平im育長 e規模 東西 300cm、南北 320cmの方形を呈する。面積10.4m'o

ほぽ全体を碍認できるが、 17cmほ さに緩やかに立ち上がっている。北壁は

く検出されず、南壁、

さである。

も一部が検出されただけであるが、それぞれ11~ 17cm、 3cmの高

床おおよ て、.あるカヘ 向かつてやや傾斜している。地LL!が床面になっており堅

ピット P 8 ~ 10 . 13 . 14 . 20 . 30 . 32 . 37 . :3ヲ.41と
ザ~ Jと、 J

Z-cうん であ

フ
00 

物なし。

その他の観察 されている。出入口部の壁は外方に緩やかな立ちヒがりを

90cm~1 さを る。この出入口部と 咋

} を含む躍り上がりが見られ、



乳牛干遺跡

炭化材はないが、 であると判断される。北西pll~ は郭の崩壊によって消失し、南西i叫が

S 1 003によって切られている。 S1 009との新!日関係は定かでない。

1 • S I 009竪穴遺構(f.1閣に図版13・14・15)

並置 37.1 . K、 38J . Kグリッド。

平顔形 e 規模 東西 425cm、南北 410cmの方形を呈する。面積16.6111'0

壁 束控は遺縫誌面では全く確認できなかったが、土層!新市では S1 010との!日lに土色丹

L ミが見られた。西日之は郭の崩壊で確認できな~'0 南壁は大部分が残っているが立ち上がりは

それほど急角度ではない。北壁では一部であるがしっかりとした状況がみられる。東昨12~20

cm、南惜11~22cm、北壁22~38cmの高さである。

床 iド西部に炉があ 1)、炭化物、灰、焼士が確認で、きる。 平坦である。地山

になっており堅い。

ピット P46 ・ 50 ・ 52 ・ 55~58 ・ 64 ・ 65 ・ 67 ・ 69~72 ・ 76~78が S 1 009の柱穴であるが、震

予主:[た況からも P64よりも P65カヘ P84よりも P85が、 P77より P78がそれぞれ新しこのこ

しし

遺:物なしむ

そ岳地的議襲 S 1 010と しており

1 .. S I 010竪宍遺講(付[-x[.3、図版13. 14 . 

位置 37. 38.] グリッド。

平語芳三俗窺模 東西 390cm、南二!と 330cmの方形を呈する。 面積11.2111'0

壁 S 1 009と木根の撹汚しによって大部ー分が破壊されており、東壁と出入口部の壁し

しない。東壁は1J主く、外hに緩やかに傾斜している。

床 地山が床面になっており堅いが、全体的に 医J{うがみられる。

ピット P 59・64・71・84・94・95が柱穴であるが、南側の 2個を欠く。 P63・88・91・92は

出入口部の柱穴と思われるが定かで‘な L
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5 遺構と遺物

遺物なし。

そのイ也の観察 出入口が構築されている。 f也の遺構の出入口部とは若干形態を異にし、

10cm前後をi則る。 S1009と しておリ、 S1009より古い。

. 111;;(1 、!女l~反20)

8走確認された。他の遺構との重複はなく、特定地点への集中も見られな l'0 

I表 1. SX(F)焼土遺構観察表

構番 検出 位置|

S X (F) 001 34-K， 34-L 

s X (F) 002 I 35-K 

S X (F') 003 I 33 し

I S F)似 35 1 

35一日予 36-H
日X (F) OOCi 

35 --1ヲ 36-1 

S ( F) 007 32-L， 32-M 

S X (F i 00民 38-.J， 39-.J 

ピット(第15問、同版21)

縄文時代のTピットが)

Z下二ξ ぺpてア二

226cm 

79cm 

85cm 

147cm 

乃C111 I 

127cm 

iJ9cm 
22cm 

2E3 主

短径 {、オt尺tニ 、〆乞』ーp為

157cm 19~50cm ~' 

75cm 4~ l1cm な

84cm ぷ-17cm J司CLよ

129c111 9~ 13c111 I ー'トJ_'

140c111 (:)-42cm →/こLドt‘ 

54cm 5~ 9C111 な

88c111 2~ 12c111 ー'トd:ー

41cm I 3~ 6cm 7d_ 
18c111 7cm 

第 2表 1. SK(T)すピット観察表

ぷ取ヨ

構岳 検出 置 長 1紬 位

長 径 短径 j菜 」、A、元ぎ

S K (T) 001 
36-H， 36-1 

463c111 69c111 90~ 107c111 N-54.5~W 
37-1 

S K (T) 002 36-K， 36-L 234c111 山 |川伽 N 

物

し

し

し

し

なし
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④土踏(12・13・14・17図、図版16・17・18・19・20)
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5. 遺構と遺物
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第15国 1 .SK(丁)001Tピット実測図

(2) 11郭検出遺構

① 

II • S I 001竪穴遺構 (U~17 ・ 18図、図版24 ・ 25)

f立置 18. 19 Eグリッド

平富賢三@規模 380cm、南北 300cm 形を
フ
(
山
J

で消失しているが、 fむの月三は ち

12~ 20Gtl1、 は 3~ 16cm 、北 D;r は 18~27clllの高さである。

床 東側に向かつてやや傾斜している。 西側に SKリ23による凹みが見られるが、おおよそ



乙/ ぷ

SX(軍司叩

。 メ戸三三Om

第16図 II・郭遺構配置図

- 248-



5.遺構と遺物

平坦である。地山を床面としているが、それほど堅ぐない。

ピット P i t N 0 

深さ(cm) 

Pl-3はこの遺構の柱穴であるが、北東隅の柱穴は消失している。

遺物なし。

その飽の観察 西壁に住居床面を掘り凹めて焼土.炭化物を含む盛り上がりが見られ、付近の

床に4ωOX4位2cmの範回で

認面カかミら SK023カがf据掘:り込まれている。

II • 5 I 002竪穴遺構(付図 4、図版24・25)

位置 18F.Gグリッド

平函形・規模 東西 320cm、南北 220cmの正方形を呈する。面積16.7m' 0 

壁 四壁とも緩やかな立ち上がりであるが、しっかりしている。

来 全体的に平坦で傾斜もみられない。地山を床面としているが、それほど堅くない。

ピット P 1・2 辱 5. 7 . 9 . 10・15・29・32・36・37・40は柱穴で一様に深い。 P21・28

は出入口部の柱穴である。

議物なし。

その他の観察 西控に出入口が付設されている。 S1005と重複しており、 S1 005より新し

く、床面も抵い。

II • 5 1 003竪穴遺構(付図 4、図版25)

イ立 置 19F. Gグリッド

平額支予告規模 東西 315cm、南北 :325cmの方形を呈する。面積推定12..2m'

壁 束壁は急角度で立ち上がり、しっかりした状況で確認できるが、西壁と北壁は大部分S

1 004に切られて確認できない。南壁は一部確認できるが緩やかな立ち上がりで、西に向かつ

て漸次低くなり消失している。東壁17-32cm、南壁 4-14cm、北壁23cmの高さである。

床 中央南寄り床面下に SK (T) 002があり、この埋土上に粘質土で貼床を施している。

同じ粘質土で出入口部にも小範囲の~Ilí床が見られる。他はj也山をそのまま床面としており堅い。

ピット P63・65・66・67・73・120・125は柱穴と思われる。北壁は切られているためか、

中間の柱穴が確認できない。 P75・82は出入口部柱穴である。

その他の観察 柱穴配置と貼床の状況から、出入口部は西側に付設されていることがわかる。

S K (T) 002、S1004、S1017と重複しているが、 S1004より古く、 SK (T) 002、

249 -
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S 1 017より新しい。

II • 5 I 004竪穴遺構(付図 4、図版25・26)

イ立 霞 19F. G、20F.Gグリッド

平筒形 e 規模 東西 335cm、南北 370Cl1lの方一形を呈する。面積13.2m' 0 

竪 西壁は消失して確認できず、北西コーナーも SK004によって切られている。他の三壁

ははは、急、角度で立ち上がりしっかりしている。

分は埋土が明瞭に[R別できず、確認段階

南壁II~ 13cm、北壁15~29cmの高さである。

来 傾斜ーはほとんどみられず、おおよそ平坦である。地山を床面としているが、それほど竪

し
し S 1003と重複している

をとらえることができなかった。 4 ~33cl1l 

くないハ

ピット P96・114・116・ll7. 121・123・128は柱穴、 P83・90は出入口部の柱穴と思われる。

その地の観察 壁は存在しないが、柱穴の状況から判断すると西壁に出入口の付設が見られる。

西側に深さ 3~ 7 cm 、 i隔20~30cmの清ーがある。 S 1003より新ーしく、 S K004より古い。

遺物なし。

II • 5 I 005竪穴遺構(付図 4、図版25・26)

イ立 置 18 E . F， 19 E . Fグリッド

平面形@規模 東西 350cr日、南北 340cmの正方を呈ーする。面積推定ll.5m'

壁 束壁は全体が確認できるが、西壁は S1002 ・003、南壁は S1002、北珪は S1003 

によってそれぞれ切られ、一部が消失している。残存している壁は全体的に急角度で立ち上が

り、しっかりしており、 骨向かっ くなっている。 11~35cm、北壁は 19~26

cmの高きである。

床 南西コーナーから中央部にかけて S1002の掘り込みを受けている。若干の凹山がみら

れる。地山を床面としているが、それほど堅くはない。

ピット P34 ・ 42 ・ 46 ・ 49~51 、 64は柱穴と思われる。

Pi t i可。 P33 P34 P P36 P37 P38 P39 P40 P43 

j菜 さ同 ，，18 10 70 43 13 62 48 36 

Pi t No P44 P45 P46 P47 P48 P49 P50 P51 P64 

j栄 さやm) 16 65 35 37 62 50 42 70 

遺物なしり

その他の観察 S 1002、003と しており両遺構より古い。



5 遺構と遺物

II・5 1006竪穴遺構(付図 5 図版27・28)

位置 17H・1グリッド

平面形・規模 東西 400cm、南北 400cmの方形を呈する。面積17.6m2 0 

壁 四壁とも全体が確認できる。西竪北側の立ち上がりがやや綬かで 他はそれほど高くな

いが急角度で立ち上がり、しっかりしている。

床 中央に向かつて若干傾斜がみられるが、おおよそ平坦で、ある。地山を床面にしているが

やわらかい。中央南寄りに木造構より古い SK002があり、この上と南西隅の S1 009 出入口

の上に貼床が施されている。

ピット P 2・6 ・11・14・20・27・29・37・39・47は柱穴である。 P17・44を1来柱とする時

期があったことも考えられるが、前後関係ははっきりしない。 P1・46は出入口部柱穴であろ

つ

遺物なし。

その他の観察 北壁に出入口が付設されている。南東コーナーの突出(S X 005 )は本遺構よ

り古い。 SK 002、S1 009と しているが本遺構が新しい。

II • S I 007竪穴遺構(第19図、図版27)

位置 24.25グリヴド

平面形 e規模東西 330cm、南北 320cmの方形を呈す。面積10.4m'0 

警 東ー北壁は高く、ほほ垂直に立ち上がってしっかりしている。西、南壁は低く南西コー

ナーに向って漸次低くなる G 東壁13~30cm 、

きであるつ

床 北面隅に!斗ってしミくぶん傾斜している。中央付近に炉 (45X 36crn)がj背築されている c

j也山を床Tffiとしており堅いっ

3 ~ 16c01、 3 ~24cm、北壁22~34cmの高

ピット P1 事 4 ・7 ・10・12. 15・20・26岳 29. :::¥0は柱穴

Pit Nolp 11p 21p 31p 41p 5h=> 61p 71p 8jp 91p10 

j果さ同

ドitNo 

さ
一
土

問
木
一
・
4
h
d物遺

II・5 1008竪穴遺構(第20問、図版28)

位置 221 ・J，231 ・jグリッド
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5.遺構と遺物

平面形・規模 東西 420C111、南北 400C111の方形を呈す。面積14.9m'o

壁 束、南壁が比較的高く急、角度てい立ち上がっているが困、北陸は低い。

床 西壁に向かつて若干傾斜しているが、おおよそ平坦てボある。地山が西側に急傾斜してお

り、中央から東側はj也山を床面としているが、西側は黒褐色土を臨めた床面になっている。

ピット

に伴なう各々の柱穴は以下の通りである。 A_ P 2・9 ・12・13・15・2 

19・23・28・29・348、P 1・6 ・10・17・18・21・25・30・33C、 P 1 ・3 ・8 ・

11 . 17・18・22・24・26・30・31.32・35

遺物砥".:"fi

そ(})強的観察 焼j二と炭化i'dがみられることから と思われる~ P 6 -9の一切り

ミを見ると P8 i土P6 . 9よ1)ち手庁しく、 H:穴の同己置から、 2 

しい時期の住居に持なうものである。

カ斗すなわれている

II • S i 009霊穴遺構(

位置 16H.I， Iグリッド

平面形@規模 束i当:::i40cm、南北 350C111の方形を呈する。 面積12.4m'o

壁 西監は S1013 と接しているためかやJ村正い心地は立ち上り

5、図版28・:31)

J
U
 

く、し勺か

さである。りしている。 :35cm、 8 -lGcm、 4 -15cl11、北壁 9~

床 戸]つ しており、おおよそ る。 S1006より レ
2
伊
、
令
号

重i腹部分の床面はそのまま している。 地LLIを床面としているがやわらかい c

ピット P26・65・66・68-72が柱穴であり一様に深い。 P21・22・28は出入口部柱穴であろ

つ。

造物なし Q

その他の観察 北jWJに出入u部が付設されているの西側では S1 013・014 とは

が、 S1 013が S1009 よりも新しい SD001 を切っているとすると、 S1 013 

よりも新しいことになる。 S1014 との新!日関係は不明である。

している
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乳牛平遺跡

第21図 II・51009竪穴遺構柱穴変遷図

II • 5 I 010竪穴遺構

(第22図、図版28)

位置 17・18.Jグリッド

平苗形・規模東西320cm、南北360cm 

の方形を呈する G 面積11.3nio

援 東監の立ち上がりは緩やかだが、

他の壁は急角度で立ちとが 1)、しっかり

している A

床若干の凹よ~があるが、傾斜はほと

んどみられない。地山を床面としており

堅い Q

ピット P 1・3・7・11・15・17・18

.23は柱穴と思われる。

遺物なし。

構考 S X ( f ) 028 と菓複するが、

S X f) 028より市い。遺構内外に時

期jの異るピソトが多い。

II・5I 011竪穴遺構

、図版



位置 17・18Gグリッド

平面形・規模束rt当I280cm 南北300cmの方形を る。面積9.24m' 0 
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乳牛平遺跡

壁 南壁は SI008によって切られ消失しているが、他の壁はほぼ垂直に立ち上がっており、

高いしっかりとした作りで残存している。

床 部分的に地山の軽石が突き出したり凹凸も若干みられるが、傾斜はほとんど見られない。

地山を床面としているが、それほど堅くない。 SI018 による床面1のf畳乱は見られな ~'o

ピット P 7・15・23は ろうが、東JWJ及び南測では検出されなかった。 P2・

25はH'，入Ll部の柱穴であろう。

遺物なし。

その地(J)額察 北壁に出入日が十J-設されており、この部刀、のみに灰のf町立が見られた。 SI01 

2 . S I018 ・SK (T) 004 と重複しているが、 S1 012 ・SK (T i 004 より新しく、 S

1018よりは古い。

II • S I 012竪穴遺構(第23図、図版29)

位置 17G . H， 18 G .珂グリッド

平扇形@規模 束西310cm、南北410cmの長方形を呈する、面積推定13.79m'o 

壁 南!立と西憶が残存しており、ほぼまE二直に立ち tか・っている。東壁は S1011に切られて

しない。南壁 8-26cm、西壁10-22cmの高きである。

床 北壁に|白]って若干傾斜がみられるがおおよそ平坦で、ある。東側が S1 01] によって掘り

込まれ、 í~~而は消失している。地山を床面としているがそれほど堅くない門中央部に広範聞に

見られた

ピット 後世のピットも多く、 S1 011 との切り合いもあって柱穴を し主rE~、が、 P 15・17

. 22・24・34・45・u・49・51. 55 . 57カf こにけ室~Wf 乙7川、主穴、 P26 ・ 28は出入口部の柱穴と判断

される。

物な Lc

そのf患の観察 北慢がはっきりしないが P34・P57を結ぶあたりから

な f)、これによって出入口部を推定し得る。 SI011 ・SK (T) 004 と

I011 より占〈、 SK (T) 004よりは新しい。

II命 S I 013竪穴遺構(第24凶、付図 5、図版30・31)

故意 16I . Jグリッド

平面形@規模 東西390cm、南北300cmの長方形を呈する。面積11.6m' 0 

- 260ー

に床面が浅く

しているカヘ S 
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5 遺構と遺物

愛 コーナーは郭の崩壊で消失しており、東壁も一部 S1009によっ さIIている

が全体的にしっかりしている。とくに 立ち上がり高い。 向ってj斬次{尽くな

る。 9 ~30cm、西壁11 ~25cm 、 9 ~ 18cm、北壁25~37cmの高きである。

床 おおよそ平坦で、傾斜もみられない n 池山を床面としているが 非常にやわらかい。

ピット P75・76. 78 . 79・81・83・84・90・91・93・95・96はこ と居、われる。

し

察
な

畿
の一

物

色
mw 

M

て 草炭fじ材争力 していることから である。 i玄キオの

状況から屋根材の崩落を思わせる。 S1009 ・014 と しているが本遺構が新しい。また、

S K009は S1013グ〉 より約10cmほど上に底面をもっ遺構で 地山上の黒色土を掘り

込んだ新しし 1遺構である。 SK010 も同様だが地LLJ くなっているのでわずかに1也山をt屈り

込んでいる U

51m  

第24摺 11051013竪穴遺構焼土 e農イヒ材出土状況



乳牛王子遺跡

II Q S I 014竪穴遺構(付図 5、図版31)

イ立 置 161 . J， 171 . Jグリッド

平諮形@規模 東西300cm、南北350cmの方形を呈する。面積12.6m2 0 

霊童 束、凶壁の半分と南[壁が S1013に切られて消失している。他は良好に残存しており、

立ち上がって高い。

涼南に向かっ

やわらか~.， n 

られるが、おおよ である。地山を としているが、

ピット P77・85・86・91・94・98は担ミ穴である。 P99・100 ・101 ・103 ・104は出入口音15

車生穴である。

遺物なし。

そCり告主の観察 Lj-I. J... r寸4R.f、fイ汁きZトざわ可""，、又 山-; r寸
ιム斗/、ト→ l_U"'J'-' I JμJ九._Ij l- ...... 、 ~C) 0 J_Ljノ、ト-.

壁をなさない。 SK013 ・SK010よりも古い。

II • S Iむi5護穴遺構(第25図、図版32)

佐置 25H. 1グリッド

!斗'0、
1--'キチノチ.n よU!月- 1 ___ 
'-iλ~ ¥ 'cムノ、 il-'J/，し」

平語 形 。 規 模 郭 の 崩壊により北muが消失しているので全体の規模は不明であるが、方形を呈

するものと考えらfLる。

壁 東・南壁の一部が残存し、 26cmの高きにはほ垂直な立ち上がりを示しているハ

来 郭縁辺部に向かつて傾斜しているが、おおよそ平坦である。地山を床面としているが非

常に軟らかい。

ピット P1~5 は柱穴である c

遺物なし。

その龍の観察 S 1016 と しており、 ししミ。

II • S I OJ6 、図版

f立護 25Hグリッド

平菌影@規模壁がほとんどないが ピットの状態から cm、南北370cmに される。

面積堆定9.14m'

壁 北東部にわずかに設やかな立ち上り できるのみで、他は消失している。

床 平坦で、傾斜は見られない。西側は S1015によって掘り込まれて消失している。地山

を床面としており堅い。

ピット P 10・11・13・15・16・18・19が柱穴と忠われる。西側は S1 015の掘り込みによっ

- 264-
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てP6が痕跡的に残存するのみである。

遺物なし

その他的観察 S 1015によって切られている。

II • S I 017竪穴遺構(付図 4、図版25)

性置19Fグリッド

5 遺構と遺物

平面形@規模 S 1003 と005に切られており不明だが、おそらく方形を呈するものと思われ

る門

壁 東壁は北京コーナーでわずかに急角度な立ち上がりが薙認されるが、しだいに低くなり

消失している。西壁 7~ 8 cm、二iヒ壁 o~ 8 cmQ 

床 北壁にP'IJって若干傾斜がみられるが、おおよそ平坦である ο

ピット P69~72は であると思われる。

遺物なし

その他の観察 S 1003 . 005 tこ切られている。

II • S I 018竪穴遺構( 、図版29)

f立置 17グリッド

平面形@規模 東西2lucm、南北270cmの方形を呈する。面積5.1m' 0 

壁 1有壁の一部と東壁が残存しており、ほほ垂直に立ち上がってしっかりとしている。

床 四壁にrri]かつて若干傾斜しているが、おおよそ平坦である。地山を床面としているがや

わらかい。床面ーレベルは S1 018 と同一

て、、ある三

ピット P 9・10. 12・13・17・20は

大と思わ1.Lる「

遺物なし。

その他の観察 噌炭化物とがtニヒ

していることから焼失家屋である。

S 1 011 と重複しており、 S1011 より

新しい。が、 i章構確認聞での切り 関

係は把握できなかった。

g 

1m 
し__[__[

第26図 II.SI018炭化材出土状況図
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5 遺構と遺物

②焼土遺構(第27~35図、図版34 • 35) 

A ?グ A一一|

A -i 

1m 
l I II Ll LJ I I 

第27図 II .SX(F)OOJ'"'-'003.006焼土遺構実j慰留 16 

CJCS 
ト-A'

←A' 



5 j章構とi宣物

自 部?
L V L 

第28図 II .SX(F)004.005焼土遺構実測図
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5 遺構と遺物
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A
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乳牛平遺跡
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5 遺構と遺物

J
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ト A
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t-A' 
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第32図 II 'SX(F)019.021' 022焼土遺構実測菌
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5 遺構と遺物
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乳牛平遺跡

判 可《

A→ ト A' A→ 

A→ ト A'
A→ 

/ζヨミ翌三L
A→ 

遺構

SX(F)001 

SX(F)002 
S X ( F )003 

S X ( F )004 

S X ( F )005 
S X ( F )006 

S X ( F )007 

S X ( F )008 

S X ( F )009 

SX(F)010 
SX(F)Oll 

SX(F)012 

SX(F)01.3 

SX(F)014 
SX(F)015 

! SX(F)016 
SX(F)017 
SX(F)018 

SX(F)019 
S X ( F )020 

SX(F)021 

S X ( F )022 
S X( F)023 

S X ( F )024 

S X ( F )026 
SX(F)027 

SX(F)028 
S X ( F )030 

SX(F)031 

S X ( F )032 

S X ( F )033 
S X ( F )034 

SX(F)035 

第35国 II .SX (F)033"-'035焼土遺構実溺図

第 3表 立。 sX (F)焼土遺構観察表

イ全 出 位 TI旦記
註ミ

長 f歪 短 f至
18 日 143cm 82cm 

19 -H， 20一日 120cm 84cm 
20-H， 20-1 199cm 84cm 

20 1， 21-1， 20 J 541cm 95c]]] 

20 - 1， 20一日 93cm 91c01 
21 - 1 ，22 - 1 ， 21 - ，J ， 22 - ，] 213cm 8:3cm 
22 1， 22 J 180cm 85cm 
22-，J 67cITI 60cm 
つつ J 128c01 83c01 

21-J 21:3cm 111cITI 

22 J 81c01 73cm 

22-J 170cm 100m 

22 J， 23 J 135cm 96c01 

22 - J， 22 - K， 23 -K 451cI11 161cm 

22-K 147c01 112c01 

21-J司 21 K 105cm βOcm 

22 K i4cm !Jbcm 

24 .J. 24 K 81cm 69cm 

24 ，J， 24 K 84cm 77cm 

24-，J 63cm 54cm 

20 日 134cm 54cm 

21-H， 22-H 204cm 86cm 

20 - H， 21 日 134cm 103c01 

21 G， 21-H 75cm 70cm 

18 97cm 78cm 

J -19 96cm 60cl11 

17 - 1， 18 - 1 166cm 69cl11 

21-K 96cm 71cm 

18 I 113cm 74cm 

21-，J 107cm 88cm 

24 1， 24 J 89cm 52cm 

17-H 93c01 57c01 

24-J (35cm) (23cm) 

ト A'

Y 

A~O ト-A'

ト A'
ト[]~5トA

ト A'

戸 う
11・SX( F)035 

f詰 与

字占丹強， )主化物， Fi色校 J-'J量iJL人，焼ゴ

炭化物5レ量7昆人

||i  i ili「

量
遺 物

深 さ

16-48cm な
しし8-11cm な

7 -53cm な し
5-34cm な し

14 -18cITI な し
:3 -47cm な し

10 -27cm な し
9 -11c01 な し
5-20cI11 ~~ し
5~ 34crn な し
5 -10cm な し

11-41cm な し
57 -68c01 な し
5 -41cI11 な し

心 f乙、 ~dar-3or、cm '勺CLL-

11-17Cl11 ー'争，，{

δ-~ 13cm な し
3- 6cl11 iJ: し
7 -16cm な し
2-13cm な

10-19じll1 な し
5 -31cm Î~( し
8-20cm r十d、h し
:3 -12(;111 iJ し

23 -25cm な し
20-26c01 な し
8-33cm な し
2 -14c01 な し
2-15c01 な し

27 -31c01 な し
4 -14cm な し
5-47cm な し

(3~llcm ) な



5 遺構と遺物

③柱列

S AOOl柱列(付図 4、図版36)

S 1004の北側に柱穴 51r日からなる柱列jが構築されており、地山面で確認された。ピットの

深さは P1・53cm_ P2 ・42cl11_ P:3・ 72cI11、 P4・47c111、P5・19cmで、方位は N5UWをiWJ

ーヲ。。
472cm 

150cm * 138cm 

E
d
 

e日p
 

曜襲 舎

234P133P132  

第36図 II .SAOOl柱列模式図

e
開

so∞i溝(十J-図 5

16H . 1グリ、ソド内にあり、 SX005 を起点として約 7mほ 延びている

カヘ S1013照穴J立雨間付.IlIで消失しているοaさ6~ 12crn、111話30('1日で、底rMは王子担である 0

S 1 009 I:.i~， 'j¥::i立構想(没設に構接されたものである c

S 0002 }薄(付 I~~l 4 ) 

20C~21G グリ かけ 延びる る。 Ir1t~約20cm 、 比三き 5~ 8Clllと

に浅く、地山而では任認されたがJ他の遺構と る部分では確認できず、新!日関係は不明で

(f)。



乳牛平遺跡

]討 1グリソド

1， ，'+A 色(lOYH討)hJi'I'1.'jrtl，泣禍色土地量出入

2， uN尚色(1υY H)心中JJi'lt強， !J'ir見色二1:少量出入

に JI自褐色(lOYR出)ギIJi十q:~~i. Ill f}~色は小ヴロ，ク :Ik
4‘ .IJ.!;H0色 (10Y 1¥出) t:!li 'l'~I:ïJrtl ， _b'l褐色一J-.少i11:iii入

{壬 146-114('111

j奈さ 36.2(‘111 

ξ巴
叫土

佐

u 

旦よ

墳(第37~41図、図版36~40 ・ 4 ，3) 

層

⑤土

~ 
A--J 

右足土~

λ

、
ilTL 

人

多

一
日
比
ケ
p

f
t土

叫

山

口

J
J

つ

色

小
間
色

i'T
、
j
川

U

J1HJH村い

'
i
n
J
 

1
3
2
3

・

1

i

!

!

1

i

i

 

パ日
4

バ
ハ
ヲ
ふ
い

h

i
ム
川
ム

ぞ
い
で
収
i
i
/
ド
j

um
鮎

粘

R
U似

i
v
U
J
1
υ
'パ

川崎一

i
-
三〆

1
4

一手

u
u
pハ
υ

μ

!

h

n

y
y
y
h
U
Y

叩
川

υ
u
υ
お
り
ぬ
~

川
r
l
A
1
4
1
i
4
7
1
4
1守

-

1

1

L
一川i
、

I
1
1
1

7

1

-

J
t
色

色

い

色

ト

川

引

二

、

わ

い

り

r

J

J

T

f

f

-

2

4

b

マt
A
q
t日

行
川
地
問
中
…
に
札
山
(

一

'

警

'

'

'

女

、

口

1

2

3

4

3
宝
叩
ド

i

i

 

出

位

Zニと Z

盗E

位目同一向

4
A

、
バ
U

ト-A'

専:

A 寸

ト-A'
II .SK002 

2 A-ーイ

24 J， 25-.Jク 1) ソト

1 ，烈掲色(1υYRち)やわらかい

2，黒 色 (lOYR;;1)ペコわらかい

3，虫 色 (lOYR 1・)やわらかい

符 21::::-200cl11

j奈さ 26.7(;111 

id 

f立

じ t

ffi 

↓

.υ
一
話
回

i
!
 
バ
β

ト-A'A-ーイ

ト-A'
II・SK003

A--j 

1m 。II .SK001----003土境実測図
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5 i室構と i室物

A-ーイ ト-A'ん斗

位置 20-F Gク')，リト

í~i立 1. b'lfM色(lOYR %) 1'llj'lt:J::)，小ブロック:/}(

2. ，'，1，¥f/，3色 (10YR 7:íì 栴'i'I"I:~]\j

3. Il(il福5色 lHυ)Y R~出"Í) 宇利粘l'占'j'ばιf性r
4. ;~HI1色( 10 Y R 7:;) b'U!i¥色小ブ句ロソク少量出入

5. Ili'J:褐色(lOYR出)千I'i性強

li. .':l.¥ff'¥色(lOYH出}武村J色小ブロゐ J クiJ技量iii入

法;註任 138-130 cm 

ト-A'

II・SK004

よグ
1お-J-j Jケ')..，ド

!府{再号 (位'グγ 1 • よ渋L己;汗市干許桔L日'M邑f立~け}(りìY H 九 I'JJi占1町削り'dけi'叫;;色1、寸;¥'.

三.にぷ~ ) ll!ltl~ 色\ lU'y' R!日 II)JLi'(桃色い:(1;泣iAiii八

. 1'10 8 (lOY I{ ) h'dt~，止しかたい

話、長 12'1-108('111

I35 さ ~H .5clIl 

A一寸

REEF 
II. SK005 1古:立号 c ク IJ.ノド

!語iか 1 .にぶいtity[;b色(1υYH九)jhYI:ij!il 

.2 .日間色 (]()YR~í) (J色'j'，'，:Fj;世J1fill人

:) .虫色(lOYH~/íì

i:1~hi: i三 11]-()()Clil 

よさ け 1

!-A'A---! ト-A

II .SK006 でヰ吃竺三プ

23--G クリノト

1 !!;¥r/ .. ¥色!](IYHち)干1'i'/1:~!il 

!!A 色(lOYE汽) (1色1、:ir少;ifill人

3 iI)W3色.;;‘，H ]{; ) fi1j'j't ~rtL かたい

94-おお('tn

表さ 14cI1I 

II・SK007
{立宣 23---F G ク 1) ト

A--l 

Ntii立 1. fJ.~;.nj 色( lOY汽うい n色EI.'.

2 N.¥色(lOYR7'IY

~i ;)，~補色 (lOY H冗j中1'i'/t1!il

j去1lt 14:3X141cm 

iit~ き 20.4clIl

ト-A'ん→ ト-A'

一、二と云ミ~
LJ m

 
n.SK008 第38図 II . S K004------008土境実測図

ウ
t



A-→ 

n・SK009 

n.SK011 

II .SK 0 13 

A-→ 

式;

II・SK014 

位置 16-jグリッド

層位 1 .黒褐色 (10YR%)やわらかい

法:Ef 径 106-96cl11

A' i采さ 20cIII 

揺IJl: 1. 泣褐色(lOYR~心 Il~1 褐色 L多量jji 入

2. fI音褐色(lOYR%)ねI1性強

トム'A.→ ト-A' :3県福色(10YR%)

一~←一一一一 ./'去 11: 115-97cl11 

℃ζ己主二3プ ;奈さ 24.5c部

位置 17-Gクリ、ソi"

)員1立 1 iÏ\ti~ 色(lO Y H包) I判 1ill~tお色小ブ口、リク fWkltiü~ 人

2.})ifS色 (10YR乞)明 ~bï褐色小ブロ aリクは 1 J丹よ i)小さい

法話 ~h!- お4cm

J半さ

トAん →ト-A'

17-j ク1)'" 1-' 

1 .灰1it，r~ 色(lOY R，Yz) 

2. によい賀福色 (10YR~:O キiitil:弱， i']色1;Jけこ11託宣

ìll~ 入，やわらかい

3，によい主'ti笠色 (10YR お)中Ili'J':'U)é]，白色 t\~( -~r-fJ& lj1 il~ 

JI入，やわらかい

住 80-60C:1II

栄さ 79cIll 

ト-A'A 

E

m十

一

山

一

m
H
 

，，， 

一

~1 ~、U ノ

Ul:読 21 Gクリソド

府税 1. J.1，HI6t主 (10YH出)Ni性弱， 出色二仁小ブロ r ク:1去に混入もろい

2. 黒地色 (lOYRち 1;~lYI: ::J~J，福色土*~f 子状に iit入

3. 黒褐色(lOYR3三)褐色j二が*，~~{;Ij~ でi;i:kliiils入もろい
法 92-74cm

i奈さ :39cl11 

QIiT 
1 m 

第39図 II・SK009，...._，014土境実測図
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イ〆、
→UJ 

II・SK016

II・SK017

/ 

A-→ 

5 遺構と遺物

位置 25-J . Kグリ、ソド

層(I，に 上黒色(lOYR1'XlWi性強，寅褐色粒子少量混入

ー烹盟主{\~ "'5，1;，17:1二泊 一位争.f，; t1i 主古子少量~~!~人

法i記:径 8G-76cm

策予:¥ :i:1.6cm 

ト-A'Aー→ ト-A'

ト--A'A-一斗 ト-A'

ú'!~i置 19一日ケ 1) '， 1 

層{占 1 !~色. lllY 枯t'I強有給色小ープ口 . 7 ~盆;U.入

2 ，に~;;1，..、主主褐色 (10YR):I) !iil主強.黒色上少量混入

法Iti: (壬 i8-i4Cl1J

i軍さ 7白、m

ト-A'A一寸 ト-A'

弐ミプ

位置 22-Kグ1).ソド

層住 1.黒 色 (10YR7I)粘性強 1有褐色紋チ少量泌入

2. 焚縞色 (lOYRお}忍鵠色:1二少量ilt入

法i立 筏 64-日日cm

深さ 14cm 

4d 

土

微

色

ヱ

虫

h
E

7

掲型

ロブ

強

小

人

性

色
刷
出
払

山

間

最

1

九

牛
乳
少
%
川
山

間

R

11l

・V
ゐ

D
H
 

Y

色

。
av

(

百

・

巴

い

山

間

」

盟

…

喧

i

A

T

f

コ

径

深

'

地

ト

A

1 

}再佼 1. ;W;縞色 (10YR九i!占性強.問主主総色校 f少長ii1t.へ

黒褐色(lOY 干占科一強， El)j黄総色小ブ口 揖i量dt人

3.黒褐色(lOYR%l明yU.l色絞[j目tM:ilt入

4 担体j色!lCtY R弓!I 宇MI強

i立i近 22-J J夕、リ ι ド

!首位 1 /，1.¥伺色川OYR%i 1''¥色粒子一少;ら::iL16入，かたい

出 i色

法主i: r壬 210-BOCllJ 

1奈さ 30.6cm ? iim  

II・SK020
第40図 Il .SK015~020土護実測図



乳牛平遺跡

A--l 

A-ーイ トーA

トJ入J

4. ;黒褐色 (10YR%)粘性強 黄倍J色少フ、ロ・ソク徴泣i比入

17F 18-Fグ1)、ソド

1 .黒 色(loYR 予Í)粘性~Êl，賞褐色小ブ口、リク少量混入

2. 陪褐色(lOYR百)粘性強，褐色土少量出入

3. 黒褐色(10YR%) 

法最 {壬 94-92clll 

I菜さ 86cI11 

i立j]究 2:1-1 25-1夕、 1) ソド

層{立 1.黒褐色 (lOYR見)粘性強，貨褐色粒子多量iii入

法量注 148cm-}()(jcm

i':t~ さ H.5cm

ト-A'A-l ト-A'

位置 18-F 18-Fグリリノド

層位 }. UiH品色 (lOYR%) Îit鶴色ノj 、フA ロ、ソク ij~kilÎ悦入

2，にぶい貰段色(10Y R Xi)粘性強，キIli質

:3， r何故褐色(lOYR 完)白色粒子少最ìJ~入

法:註佳 125-140cm

i?t~さ 29cm

や-:JJ 1 -;;;P 

ト-A'A---i 

工「〆一
日 18グ 1)、ゾド

法:(壬 85-90cl11

i京さ 27Cll1 

。
m
i
 第41図 II・SK021'--"'024土壊実測関
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5 遺構と遺物

⑤Tピット(第42-45図、図版41・42)

ト
A一一寸

ト-A'

ト-A'
A-→ 

A-寸
ト-A'

十

日--1
部 ト-8'

↓つ
f
L J 

II・5K (T )002 

!首 土 官己 備 F， 

1 盗 色( 7.5Y R'・可/ 粘性総，黄綬色粒子少最混入

2 1 J~~ 色( 7.5Y R予n 粘性弱， ~町総色粒子少蹟ilê入

3 黒褐色( 7.5Y R%) キ/;性弱.黄続色小ブロノク 10最1民入

4 般縄色( 7.5Y 賞極色小ブロソク (3場y量よ1りlt大入j 

黒褐色( 7.5YR%) 特性弱，貨綴色小プロ，:7~量に;見入

61U語褐色( 7.5Y R%) 寺山性秘

01「

第42図 n.SK(γ)001・002Tピット実測図

。。つ
山



ト
A-→ 

A一一寸

n. SK(T)003 

ト A'

T
i
B
 

忠一→ ト-8'
ト-A'

B' 

i 

Aーベ[ if 、ー い¥トーA'

B一→ TB ト-8'
ト-A'

U 
「

!言 i!:~ Iこ 色 f時 才~

1 I 色 (10Y RI}i) キtI性強，抗予[i)色粒子， É::l色*:i. f~~泣iLt入

2 I 911巧色 (10Y Rち) も1， '1生 ~IÍi，焚治色申立子，白色粒子多量混入

:3 1 tit褐色 (10Y R %) キ[1;性

4 黒色 (10YRI}i) 粒'1'1:強，tft伺色粒子多主1ist入

?!?  

第43国 II・SK(T)003・005Tピット実測図
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i 
弘
司

A---1 ト-A'

II・SK(T)006

8---1 ト-8'

一¥
T
i由

A一寸 ト-A

Jlii 色 イ 二号

l 黒色 (lOY R引) 料i'l't低 J.lt伺色付少多混入

2 I 褐色 lloY H~) 桁Itl:~~i，賞対色ごj-_多 H色t:(r-j，.'lìbJ.'~入

:3 I 1tnf，j色 (lOY H弘j あI，'I'I:¥)¥J，(1色杭三少HI出入似/l'[

4 I .'!けNJ色 (lOY抗予三) 品lげl:~!ü， 'IFt11少JAJit入

10Y *，ljftl:~gi， 1':1 色悦子色J-_少 h::?l-~ 入

第44図 II .SK(T) 006 Tピット実測国

- 285-

5 遺構と遺物
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乳牛平遺跡

A-ーイ

Aーベ

ド a;， 

i 

ト-A'

思-→ ト-8
デ

/
l
母

r 

I-A' 

(けlOYR州 )1*げ附附仰宇村紛附附j什州仙H性|性全揃弘 蹴色&削づj拘 ソグク'白多針釧鰍釦半料杭壮牝立tιげり正←二了子一了子f子今多鉛f主泣剥拠主辻冶副叫tむ切出J柱出臥i仏以i仏入

(川向附川)1仲紛制州|げ附q

(川川)1桁附性附附3必強抗削d虫弘似印i，は，11耐主柑ひ胞削IJ問 ソク多釦針矧矧矧主最出剥i込出iぷω;江混r~入
6!にぶい褐色(lOYR 丸山 í'i'七 ~11， .~J，~ 色了1:少長iit 入

7 俗 色 (lOY R話料i'¥'J:r}rti，較お，m色ゴニ多泣にi見入

自 にぶい企色 10Y Rお 給自立'1Ft平1 ，制11砂少lllü~人 第45国 II .SK(γ)007Tピット実測図
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5 i宣構と i宣物

第 4表 II.SK(T)丁ピット観察表

法
構 番 検出位置 長軸 位 遺物

長 径 顎ー 深 ミミ

S K (T )001 
21 H， 22-H 

298cm 127cm 104~ 117cm N -90':_ W なし21-1， 22-1 

S K (T )002 19-F 300cm 122cm 135~ 140cm N -98.50-W  なし

S K (T )003 18-G， 19-G 259cm 53Cll1 92-112Cll1 N -65.5:'_ W なし

S K (T )005 22-1，21 J ，22-J 311cll1 78cm 126-135cm N -43
0

- W なし

S K (T )006 23 -H ， 23 -1 ， 24 -1 317cm 165cm 185-200cm N-54:__W なし

S K (T )007 22-H， 23-H 316cm 200m 168-173cl11 N 80. 5:__ W なし

⑦その{也の遺構

II • S X 001 ( 、図版43)

II 草I~:1と匹にJ)1)、 SK019土壌を切っている。 逆円錐形で、 uf壬230 ~250 CI11、深さ200

cmで、 ら下層仁王るま う堅¥，，-，カf白 を示している

しなかづたハ

II • S X 002 (第47図、図版43)

II草[iの北西端にあり、郭の崩壊により、一部が崩落している。口佳220cmほどで、深さ 160

CJll、氏出は平1:8で、中央部の墜にくぴれ部を有する。遺物は出土しなかった c

II • S x 003 (付図 5) 

17Hグリッドにあり、 S1006 コーナーに切られている。 I幅約90cI11、深さ 7~ 10cI11で¥

西方向に延びるものらしい。底面は平坦で、 i宣物はなく、性格も不明である。

II • S X 004 (付図 5) 

II享[iの最南端に検出された。 より であるカヘ r 

さ5-lUcl11で、出北方向に 2本残存し、これが S101:3・ 014などと同ーの方向を示している。

)まi出土平土J:l_で、東西は280cmである。恐らく

に付随するピットはないハ

287 -
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乳牛平遺跡

合、
司ヤ。

。。 ¥ 

A一一→ ト-A'

o 1m 

14 I iこぶい吉明j色 (10YH %リキIli性

16 1，こぶしゅt褐色(lOYRJ:i) 

l叶 i手J11町鴻色 10Y R%) Iキ11;-1ゴ:強，ブロソク状
一十一一一一一一一一 一一… 7!A福包王反!ヨKtIT.li多少

第46図 n.SK019土境・SXOOlその他の遺構

(11人

- 288-



A--l 

A--l ト- A

。

'((1 ! 色 f; 

t
a
 

l
 

抗おj色1、 II ，~-J三多 :t¥:，)，1，¥色1.少 ilfiltへ

{!\~尚色 ;J 、ワヴ J ヴ 35-;?JJit へ

*llî'!t.0~l ， L主治色 j三多 ;i;iiiヘ

~!jJ lil( nJ色 'Nïtt~J~J ， !'j色村'.{-，ヘ

第47図 II・SX002その他の遺構実測図

Q
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5 j宣Wtと造物

h

j

 



ι 

./， 

第48図 m'N郭遺稿配置図
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( 3 ) III郭検出遺構

① 竪穴遺構

III • 5 I 001竪穴遺構(第49図、図版46)

金置 llCグリッド

平頭形@規模 東西 430cm、南北 380cmの方形を呈す。面積15.1m2

5 遺構と遺物

塁童 図壁ともやや外方に傾斜して立ち上がり、高いしっかりとしたっくりであるの

床 傾斜もみられず平坦で‘ある。 地山を床面としており堅い。

ピット P 1はこの遺構には伴わない後世のピットと思われる。この他は検出されなかった。

断面図中にも後世のピットが現われている。

遺物なし。

その飽(J)観察 本遺構ーよりも新しい sX (f ) 002が重複する。 本遺構に伴う柱穴、炉

は全く検出されなかった。

m 0 S I 002竪穴遺構(第50毘i図版46・47)

12 B . Cグリッド

平醤形 e規模東西 280cm、南北 210cmの方形を呈す。面積 6.0m'

撃 四壁ともほぼ垂直に立ち上がりしっかりとした作りである。西コーナーに向かつて漸次

低くなる。 r~壁に比べ東躍が明い。

来全体的に、おおよそ平坦である。

ピット Pl ~ 3・5. 7 ~ 9・11がこ る才土穴であろう。

遺物 なし。

そめ飽の観察 焼土と炭化村が見られることから

III • 5 I 003竪穴遺構(第51図図版47・48)

イ立 置 13 B . C， 14 B . Cグリッド

平面形@規模東西280cm、南北330cmの方形を呈す。面積9.9m2 

る。

盛 田監とも完全に残存しており、緩かな立ち上がりではあるが、しっかりした作りである。

北壁ほど高く南西コーナーに向かつて漸次低くなる。



乳牛平遺跡
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色 fiiii Jj 

1 *l~ 伺色(lO Y R 利itHli:l守 fîtfg~ 色づ、ヴロァク，特有j}投Bl11~ 入

2 ¥ ~I_.l;~. 色(liJYHうノi キIj'j'j:出， bti~)色小ブ口、ノク'1FíXî微iJ1ü~入

:3 ! ;\~\i'~~色 (lOY H *llitJ:~!Íi 、初色小ブロック多量iit入

4 }.lAi'M色(lOYHち おIj'Iij:'J!Il

第49図 III・S1001竪穴遺構実測図
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乳牛平遺跡
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III • SI 003 
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器一→
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'必1
4

'1i-J 

粘性強，黄掲色粒子少量出入

十褐山 色ゴ二多量混入

仁ι」
1m 

51黄褐色(lOYR%)!下部に黒色土少量混入

第51図 III・5I 003竪穴遺構実測図
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ヘト

5 遺構と遺物

P25 

ヘ~' 

ト-A'

士も"

J 

第52呂 田・ S I 004竪穴遺構実j期間

設褐色土少:罰:iI~ 入

ピット P 1・2・4 ・6・16・21・23は柱穴で、 P10・12は出入口 i誌の柱穴と思わfLる内

、ど!日Jが見らfLる。地Lllを床凶iとしており思い。

遺物なし

その他の観察

高くなるが、監も 10cm前後で形成されているハ

111 入口が付三立さ fLている c 出入口古i訂正 i百i は、 i立構内1正面よりもいく y~~'ん

III • S I 004竪穴遺構 ( 、図版48)

位置 9 B . C， 10B . Cグリッド



乳牛平i立跡

平面形 e規模東西 330cm、南北 360cmの方形を呈す。面積8.1m' 

壁 四壁とも急、角度で立ち上がりしっかりしているが全体的に低い。

床 北西コーナーに向かつて若干傾斜しているが、おおよそ平坦である。

ピット 遺構内のピットの配置は規則性に乏しく柱穴を決定し難t 可がP3~9 は棟持柱かと考

えら JLるc

遺物なし。

②焼土遺構(第53・541君、図版50)

9恭検出したが、このうち 3)I~は竪穴遺構と

る傾向が読みとれる c

る。郭株辺部にはなく、中央部に集

第 5表 m.SX(F)焼土遺構観察表

法 主ε司主主

遺構番号 検出位置 4脅
長 径 琵 主一耳ζ 深 J，」戸詰~‘ 

s X ( F )001 12-B 180cm 92cm 7~26cm な し

s X ( F i002 11 C 91cm 64cm 11~ 14cm な し

S X (F )004 9-C 71cm 70cm 10~ 15cIT1 mザ)- し

S X (F )005 9-C 130cm 86cm 7~18clT1 な し

S X ( F )006 10-B 142cm 87cm 3~ 15clT1 な し

S X ( F )007 11 B 203cm 89cm 3~ 19cm 噂包)-了 し

S X ( F )008 11-B， 12-B (87cm) (39cm) ( 3-12cm) な し

S X ( F )009 12 A 139cm 79cm 6-22cl1l な し

S X ( F) 010 13-B 124clll 68Cl1l 3-16Cl1l な し

296 
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m.SX(F) 001 

A→ ←-A' 

A---.; ヤ(F)クト A'
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日1・SX(F)004 
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¥ミζ./

→Q手豆芦
m・SX(F)002 
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A' 

1m 
! II  

第53図 III・5X (F) 001・002.004. 005焼土遺構実測関
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乳牛平遺跡

調査範囲外

A→ 

←A' 

、奪三~

A-→ A' 

rn'SX(F) 006 

A'一寸 A 

rn'SX(F) 007 

?" I j ， I I I!m 

第54図 III • S X ( F ) 006""'010焼土遺構実測図



造機と遺物
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第56図 III • 5 B 001掘立柱建物跡実測図

(第55・56閃)91J ③柱

5 A 001柱列 (第55図)

90.E、100. Eグリッドに 5f聞のキ主穴からなる柱.ダIJが昨

認された。}j位は N66.WをiRIJる。

④掘立柱建物跡

5 B 001掘立柱建物跡 (第56閃)

12、130グリ ッドにあり 、桁行 11旬、梁行 211丹、柱j.HjJ-j7.11jは

それぞれ295cm、119cm、桁行方位は N61
0

Wである。

S AOOl柱列と亜桜す

A-< 

TA' 
o lm 

1II・5A 001柱列実測図るが、新旧関係は不明である。桁行4問、梁行 21日!、.H附平均

グリ ッドにあり、

58002掲立柱建物跡 (第57図)

9 C . 0、8C.D、

ド
-
0) 
c> 
0 
ヨ

‘叫 l
<O I 
c> I 戸、

3十一--i(j')PI09 

ート.，
ト9
0 

ヨ

日PI18

-‘、S

4‘ 。
ヨ

い140

A' 

第55図

はそれぞれ225cm、250cm、桁行方位は N70
0 

Wである。

蹴:溝⑤ 

図版51・52)-006溝跡 (第59図5 DOOl 

W郭の接点にあたるが、1II郭の西川jに構築された 6条の主捜する滞である。この付近は111、

両郭は般によ って切断されてはいないこ とから、車liの防禦的'陀桁を宥する遺織かと巧-える。柱

S 0001が妹に深〈 、180cmの深さをiJ!IJる。

- 299-

痕跡は検出されなかった。
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乳牛平遺跡、

ト

Pl10 

θi 
Pit Nn 深さ (cm) 47 14.1 94 36.6 

1 呂 i 48 10.3 95 20.9 

2 6.4 49 36，5 96 I 19尽

3 32.5 50 3.8 97 11.5 

4 30.2 51 11.5 I1 98 10.3 

5 20.5 52 27.9 99 12.4 

6 38.3 53 13.7 100 13.1 

7 12.7 !! 54 ! 28.9 101 24.1 

8 24 55 12.4 102 11.5 

日 49.5 56 30.3 103 7.4 

10 75.7 57 19.6 104 19.3 

11 38.2 58 7 105 23.6 

12 15.5 59 25.9 106 19.6 

13 18.5 60 12.2 107 33，2 

14 38.7 61 5，9 108 11 

27.3 !I 62 17.5 109 7η ん

16 6臼3せA 臼ヲ 63 15.2 110 14，8 

17 32 品4 28 111 10.3 

18 29.3 65 11.5 112 21.4 

19 2:3，8 66 7 113 22.1 

20 I 11 DI 38，5 114 I 39.8 

26，6 68 ミヰ115 I 16.5 
22 I 35，8 69 116 10，7 

23 1 35，3 70 山 16.2

24 13.6 iI 71 15，1 118 ! 23.8 

25 23.7 匂4η4与 18.5 119 17，3 

26 33.8 11 73 46.5 120 33.8 

27 16.2 74 9，8 121 24.5 

2自 当 6 75 7.9 122 33邑
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5 遺構と遺物

⑤土墳(第60・61図、図版53)

し心二コー
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第60図 III • S K 001 '"'"'004土塘実測図

305 -



乳牛平遺跡

A-→ 

大¥
位寵 ll-D、12-Dグリッド

法量径 100-92cm 

i深さ91.8cm

T 
A 

ふ
A-→ ト-A'

A一一寸 ト-A'

ト-A'

「

位 i宣 lO-D、ll-C、Dクリッ je

層位 1 .黒褐色(7.5YRち)黄禍色粒子1)世混入

2.黒色 (lOYR' 与)粘性強、 ~bt憾色粒子{数量Üt 入

3.褐色(7.5YR )粘性峰、 ~:l三渇色土少景:混入

法量怪 124-11Scm

i菜さ l:::¥5clII 

第61~器 III 9 S K 005 e 006土護実測国

⑦ τピット(第62. 63・66問、図版53)

第告表 III . S K(T)Tピソト

法 Ef主E主1L 

検出{立造 長車出方
Fιて-仁^叉仁 短 径 深 回A町~イ一

S K ( T )001 12-Eラ 12 F 360cm 61cm 73-74cm N -72.5O_ W 

S K (T )002 13-B 
4 5cm 118crn 68-105cm N-41O_W 12 C， 13-C 

S K(T)003 11 D， 12-D 374cm 65crn 115-1l6cm N -72O_W 12-E 

S K ( T )004 9-H 258cm lOOcm 52-73cm N -43. 5O_ W 

SK(T)005 11-C. 12-C 345cm 175cm 130-155cm N -84O_ W 11-D， 12-D 

S K (T )006 13-D， 14-D 305cm 45cm 61-90cm トJ-47O_ W 

符1

4か

な し

な

時包~: し

な し

な し

な し
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5 遺構と遺物
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:3 I iP;渇色(lOYR%) 村山1:5IT1，llt褐色粒子多:;12iLt入

4 ←!!{褐色(lOYH%) Wi性強~ ~!，n 色一 1:少 lji: ilしえ

o 1m 

第62図 III・SK (T )001・002Tピット実測図
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乳牛平遺跡
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5 遺構と遺物
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手Lf-j二平遺跡

て二r
1II . SX 004 

第67図 III • S X 004その他の遺構実浪lJ図

S XOOl ( 、図版54. 

III郭の丙mu斜面を穿ち、そのヰIに地111j-. eT)ブ口、 p クを だものである i)j斗みはj与さ

い所で 2m ほどあり、つい口ソク怪は50cm.~lOOcmである i).ì~ ，ろ 'I!~ -?fτζJ一長プゐ~-，
ii)r.!J.J，'f:、三、、 Jご(7)' フ!_

カヘ II・III郭向のj屈と るものらし li 

S X002 ( 

12D . Eグリッドにある る戸 S K005 

るが、 把Hfできなかった。長さ600cm、

い ぷ
…【

s xo吉3 (第 661~:(1 、図版55 ・

S K T 003 Tヒ-…トとBi複

ì~~ さ 30cm で、
_:♂ 
ハノ

ハー

. 13Dグ 1)、ソドにf釘Hされた。長さ 375cm、I!Jl1iHOCl11であるが、泣加にj1fj~があり、之()~
口ーし 4

o~C]ll (_/) {7fミ三 {(J33会

かも S 003 

受ける 3

S K 004 (第671';ZJ) 

るSK (T、i 005 Tど c' トえ入;i)、主た

を変えて、 SKγ工}005 I 一i心十¥....1こ7]唱シ)~~~ 1:.::了

13 Cグリッド内にあり、その北端は S1 003 とほほj妾し、 も同一部である。長さ405

cm、ブζIIJ話60cm 、;~長さ 10~15cmをil!リリ、!主i丘iは;平担であるハ
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5 士宮 Wtとi宝物

( 4 ) N郭検出遺構

①溝跡

S D001溝(第68['R]、図版51)

W郭はIII草riWUのごく に入ったのみであるが、 N郭東南端の郭縁辺に沿って村t

lij された。長さ約 8m を~HlJ るが、 rll員は 1~と1"部分てや30cm、広い所で150 cm を ~WJ り、深さも部分的

に#ーがあり、 30~50cmである。柱:JN:跡は認められなかった。

( 5 ) トレンチ

A トレンチ(第691:;?])

I郭 上391グリッド杭、 I郭ドの48Kグリッド杭を結ぶラインを し、このライン上の I

1 1 、 二乙乙き!1c!+ 1 1 
r:J 1" v ~"". i .e_ i-lノ入、 ノ 、 i V ..".ザ

十.
」ー

1 ~炉、
'---，、-0 らそのまま

してJ屈へ連なるが、土日の北西側に地山の詰Ijf)出しによる らlLる。堀内 ンブ

スとシラス混じりの黒褐色土であるため、崩壊が激しく底部はボーリング探査によったが、堀

底と土塁 iてと cm、 1 ート )-- 17ûûcm を ~Hリる。 1 は土耳元場

とな 1)V されているが、 AトレンチのI四にあるj去而には、 Aトレンチで'ii'{g認されたJJm

が現われており、その方If村、ら v の北j1li~;hjへと P>lJiJミうらしいことがうかがえる(図版60) c 

また、 I郭斜面下五回mUCT)法直iに(土、 自主って堀内 断面が現われており、これが

I郭と V草r;間の堀であると

8トレンチ(

1手1)上33Lグ 1)ッド杭と II

さJLる"

Jグリッドを結ぶライン iニトレンチを し、 トレンチ U~î

l
 
i
 
l
・i
 

I:HJI[Elil:glを した c トレンチr)せには、 2 とその仁l~l I品jに土塁カ

iWJのj居{土、これも の崩J:t~が激しく、の{i在日目立ボーリン 今ょったカミ、ほ;ま三FJLIで

:f:J，1lJ去のi幅約 40()cm、現地表から I郭、 II郭干場との日!主主は、それそ')，Ll170cI11、 1550cmを測る

II郭1l11Jの桝はJ)rH1底が、ド士Ilで、 rlJM440cm、現地表から260cm、II郭平場との高底出土1120cmをif!iJる

堀氏には幅6りc:m、深さ 8ucmで南北方r[iJiニ主任る帯があり、おそらく

j邑じる排水jftであろうと忠われる。 1享r;muJ痛と II郭{期:tffiとの問には

を通って I郭mlJの坊¥，ニ

る 1主日間土日

に連なる笛l~行ーには、 に見られる シラスのフロックを月3し、て慮り土部を Vlc:i)、これ

と地山削 1)出しによる芯との間に、にJJい黄褐色シラスと シラスを用いた よる

i二塁であるハ土塁吋上と i亨i;制者TI底部との 6800cm、II郭!HiJ堀と 2400cmで¥

端から I 郭:11111へのまでのrlll~ は 700 cm を~l!IJ る。

C トレンチ(第71図)

II手 ラインでトレンチを し、その西
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乳牛平遺跡
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↑繭宅

( 10 Y !{悔J]両五τ日色，p_[-j.' .!rl: iJtへ

色 (IOYR河)I粘何札 口色軌 f少組 側也事:'r微民社tへ

色 (IOY R河川，'，色粒 r，政縄色*，';_J 多民，1~ 人

一一一-5 I竺 s IIOY民間川帖問。 L'色事，'(r附色而Z瓦両;微l，l:;'Jtへ

に aい閥色(川同)い')色pr-， 相 i~1thj~ 人

粘性剖‘，'，色事:'.{多Itl_Mへ

，'，色料 r-， t百褐色」多Itl引色小プロ ク{数以 I~~ ヘ

キ/.悦強。i'J色料[-， 11¥.(1色小プロノク多:.1_iJt'.人

"色軌 r ， 此褐色付 f 多 li:i'l~ 人
l 寸

121にィいb配給色{lOYR財) 粘性弱。"色払I(- 軒イ1多起M人
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乳牛平遺跡

H=160，OOOm 
IU8 :..:一一一

上 色 {荷 F 
J 

層 土 色 f耐 Jj 

1 黒鍋色(lOYR %) 貧縄色粒 f多量混入

2 暗褐色 (10YR%) 帖性強，白色粒子少量混入

3 黒縄色(10YR五) 粘性強，貧縄色粒子 1 白色料 f，炭化物少Ii1:Ut入

4 褐 色(lOYR対) 賞縄色粒子微量必入

5 に品、貨価色(lOYR%) 白色判子，黒縄色土微量liU人

6 に .ì;~ 、賞褐色(IOY R詰) 帖併自，軽石微量出入

7 に"，い貰栂色(lOYR%) 白色粒f少量混入

8 にA品、黄禍色(IOYR'>;) 白色粒子多量型縄色ゴ少量出入

9 I f正賞褐色 (IOYR%) 白色粒子多量，軽石少量量混入

10 にぶい貧褐色(10YR%) 帖性強。白色粒子，砂多量i見入

11 に.);..、賞縄色(IOYRYJ) 帖件強，白色粒子多量混入

12 灰貧褐色 (10YR%) 帖性強.白色料子，黒褐色1多量出入

13 明間色 (10日%1 山白色創価臨時量平~^ j 
14 黒褐色(lOYR%) 帖性強貧縄色粒子，白色粒チ微量混入

15 時絹色(1OYR包 l帖間1 白色川多量世人

一一一27 I "疋黄褐色 ¥IOY 1{'¥0i! i'r色刷 f多垣根人

Jl lwl件一強 (1色付子 '1'央lこ仲川 同{仲叙徹
1， 10Y 1ミφilII<li人

!“一“;j¥jーっ可否判 f多極孟天， I舟"は帖仁吉 ト郁
(10):' ll.斗止盟

" 

溝

層一一一
14ι

3ii I縄 色(lOYR拡I1帖性強。明賞縄色1多量j昆入

19 I型褐色 (10YR出 11帖併銀貧縄色粒子多量温入

40 I )失策褐色 (!uYll.%) 

41 事 褐 色 ¥1OY R出I1縄灰色小プロノク.黒色小プロソク少量温入

一 一一いz 県 縞 色 {10Y沢弘川賞褐色小プロノク，鍋灰色小ブロソク微量混入

1" 戦 禍 色 lOYR詰I1粘性也貧縄色小プロノク，禍灰色土微量唱入

層 土 色 備 考

44 黒縄色 (10YR%1 粘性強.明賞得色'1、プロ yク多量温入

45 黒褐色 (10YR%1 粘性強.貧褐色小プロック小量混入

46 黒褐色(10YR詫) 粘件強

47 黒 色(lOYR封) 事占性強，に.~;い賞褐色小プロ y ク徹量I昆入

48 黒 色(IOYR 町) 明賞縄色小ブロ/ク多量混入

49 にA、ぃ賞褐色(IOYR%I 粘性強，縄灰色土.灰白色小プロソク多量混入

50 によい賀補色(2.5YR%) 色、f二」、

51 黒 色(lOYR町) 帖性~.，白色粒子微量，緬色土多量混入

52 黄縄色 (10YR%I 時j褐色土，褐灰色土少量i昆入

53 賞褐色 (10YR%I 細砂質

54 'i(賀褐色 IIOYR%) 白色粒子多量塩入

55 時灰賞鍋色 (2，5YR%I 帖性弱。白色粒子少量混入

56 灰貧褐色 (10YR持) 賀量補混色入粒子多量，賀補色小プロソク. 白色粒T徹

57 黒縄色 (10YR%I 帖性強，黄絹色粒子，白色粒子微量混入

H=  I!_!，虫色 I郭

第71図 Bトレンチ土居断面図
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乳牛平遺跡

111郭

• 土 色 • 考

l 鳳 色(lOYR町) .白金姐

z 鳳+ 聾幅00色Y( 2R0 町V } R 判 >> IIJ1i.に帽色，園調閣に周色'い

".帽色 (IOYR指} 帖性輸，冒帽色小プロ， ，・t.白色位子世量世人

• 10 色 IlOYR同) 帖恒憧.R蝿邑笹子世量橿λ

5 費蝿色"日"知 軸性'止かたい

6 に身、い貰冊色(IOYR 同) 帖性調.白色量子'量橿入

7 噌蝿色 IIOYR封) 鮪型生・

ー に..:い慣岨色110'1'R有} 帖性量，申・たい

9 !.蝿色 110'1'11.持l 帖性姐.恒石瞳量直入

'"・鴨色 (IOYR珂} 帖性畑.睡石.凧色土世量置λ

l l||鳳l帽 色 IIOYR Y，l 帖性瞳，睡石.量. "郭圃仁宵褐色土，量直入

" 色 (10'1'R町) に_.'い賞唖色"、7司〆?世量曜人

"鳳帽色{lOYR持) 帖性岨咽賀蝿色.，、プロ ，.健石..，量λ

"明世蝿色 (IOYR h;1 枯性曽.風色小ずo， ，少量嘩人
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1I郭

• 土 色 • • 
151 f壇賞檀色 110'1'R賢j M'盤強

"に..:い宵置色(lOYRM) 粘性岨，宵褐色上司凧色，トブロ/ヲ少量誕λ

"周蝿色"日"強}帖性姐咽恒石事量直人
」

" にd 品、貴置色(IOYR旬} 絡帳. 砂慣

"によい宵褐色(IOYR"I 賞蝿色"、ず回 y ク.量橿λ

目前蝿色 (10'1'R~I 睡百少量温λ

" に中い賞禍色(IOYR旬) 縮性姐

"に晶い慣蝿色(IOYR~) 軸慢強唱に_;"官官帽色土.恒石'量措Eλ

"帽蝿色(!OYR~) 帖性強.やわ向かい

" に占い賞帽色{lOVR旬) 白色位干少量橿人

ご1
ほ~~~色(川和 鮒種銅

町蝿色(10'1'R宵) 鮎性姐

"賞蝿色{lOY11."1 給量姐

Cトレンチ

111郭

。
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5 遺構と遺物

mljで土層断商iを

II草きと

oトレンチ(

III郭上 9Gグリッド杭から Gラインに沿って、妻の神III遺跡の平場へ向けてトレンチを

し、その東側で土層断面図を作成した。 III郭と安の神III遺跡との間には、土塁:1犬の小LLrがある

ことが調杏前から明らかであったが、この両側に堀が検出された。いずれも郭と土塁状小山

との間に平坦面を有し、そこからV字状の薬研堀を掘り込んでいるcIII郭側の堀?は、現地表か

した。堀は底面が平坦で、、 11届 430cm、現地表から 300cmの深さを測る。 II

980cl11、 III郭平場と 850cmを測る。

らの深さが 1120cm、III郭との高低差は約 600C111、妻の神ru遺跡mljの塙は、現地表からの深さ440

CI日、去の神III遺跡、の郭との高低差は 780cmを測る。

以上のA~D トレンチの調査結果と郭周辺の地形観察から、各郭の周辺には堀が巡り、要所

に土塁の存在することがほぼ明らかである。

( 6) 遺物

a. 土器(第73~79問、図版69~71 i 

出土した土器はごく少量で、あるが、以下の 9類に分類され、時間的に大きな帽を有している。

第 1 類 (1~11) :表裏縄文がJ泊され、多くは胎土に識雑を含み、尖底らしいものも見られる。

縄文時代早期長七谷地第III群か早稲田 6頬に位置付けられる。

第 2類 (12・13) 第 12j哀よりも 九、 られるもの。縄刃i寺代

前期、円筒下層 a式かと考えるの

第 3 類 (13~33・46) :沈総により流動的なモチーフの描かれたもので、磨消縄文の施され

たものを含む。縄文時代議期、ート腰内 I式か。

百ハ
山
市
中
ハ

・4
8

鎧心 :沈曲線と)楽消縄文の見られる土器であるが、第 3類のモチーフとは異なり、

Cl縁寺liもrト波〉!えとなって 第 3類とは区別されるものの 晩期の新しい時間のものか。

第 5 顎 (35~-411) :縄文あるいは撚糸文のみのものつ

第67筑:~~W文のもの。

第 7 類 (47~50) :縄文、平行沈椋文、鋸歯状文の施されたもの 47、50は弥生時代の回

館式であろう。

第8類撚糸文のみのもの。弥生時代の小#，z:x式である。

第 9 類 (59~64) :中世陶器。

以上のように館造築以前の縄文時代早期末葉、前期初頭、後期j前葉、晩期前葉、弥生時代中

・後期にわたる土器が出土しているが、館に 1~1~ つ中世陶器はわずか 6 片にすぎない。
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第85図出土遺物(13)

b. 石器(第80~85図、図版71~~

石器は19点出土した。 65. 661土石匙、 67は両側縁と端部に調張剥離を有している。 69は!者製

69は全面が研磨されて球形を呈するものである。 79~ 81、84は砥石である。 82は全体を

研磨し、一方の端部を両側から直線的に尖らせている。底面に細かい碁盤の目:[えの刻椋が見ら

れる。 83は軽石製の有孔石製品である。これらのうち砥石は確実に中世の遺構ーから出土したc

c .鉄製品(第85図85、図版72)

II郭 S1 009から釘が出土した。

d. 貨幣(第85図 86~89、図版72)

5点出土したが、 1点は銭名が不明で、ある。
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仲間!番号 i立JI~反呑号 i!'， 二仁 j也 .1;'.( 
7ト l(ij j句 1111 

1]台 ゴ; 焼成 {出i Jg 
;ζ 1:'1~ |色

7:)-1 69--1 (I) S 1006・007 iユ紙庁1¥ Rしおm文;
2F』1夕二00、1Y Yh 町t南1ミt、-舵 l川lいI~庇iに町OY日民政R俄相R 弔見

11 lÎ~t" li~# ( mm ) 良好 表裏縄文

ワ 2 (1)出 IOOG 11誠一部 RL  縄文 可 {i'Y、 良好

3 3 (I) S 1 ()OG 1]給自己 RUilli';，'( 7に.5よYし、 11 キIIIかい砂iWk~!ìl 良好 表裏縄文

4 4 34 L1 k設部 L R~;Ul丈
7ににiO J 5ぶYY UいR1R禍位

(1こl{、 お 砂{放 良好

5 5 (I)お 1006 IJ A'ま部 R L  縄文 7(二、
10.5 キ111かい lÎ'Þ'iW~1'l: 良好

6 6 (1) S 1006・007 1]同 L R~;iili 丈
にぜい¥、 IJJj料品

在封殺到 良妊7.5 Y 7.5Y R~i，(; 

7 7 おトレ チ 日1，1] 中か日をj l:1守;:. 7成5問y R'}~ 
守777lに主555吋u訂YV 、YいLて、RRR百梢4崎何

8 。少微量， i機(3 mm) 良好

8 8 Bトレンチ IJ同 i~IJ 結 i:l~ 1沙 .bl ~'子7.;::' Y H. '，!:i 

9 9 :34 L IJ同 LR 組立;
Hl' 

8 百少， ~鷲 ( 2 mm) j主好5可]司

10 10 (1) S 1009 11 l'設立li L Fdi司i文
にfiO在町Y、YぃKIt12R4 !36 ta 7十 R 8 制1Iかい砂 良好

11 11 35 -- 1 IJlii] 注目 結束

77に引践R柿9:jj' 

10 石少 良好

12 12 j二塁，U立ゴ二 fJl，iJ H LM¥Ii丈噌 多i1iJIi絡条体lii]i1i日;丈 ;1:主0主 Hi 砂{t投主l:，I燦 mm) 良好

13 13 33 日間 :ffl5 iミLM世:七 YFl 
7l二、H.も 15 1総(2 - mm) 良好

74-14 14 12 F m司 ffj5 H :ffi:\~'ミコヒ→itMit f7}笠.5 H_ ~~f"(i 10 J沙， 1球( -5 mm) 良好5 Y H9'ii 

15 15 (1) S K002 仁] l'子t:ili H燃糸丈→沈4;~j! 様5 ]ミ出 予S防成Y n. ~/i' 6 砂微量t，際(2 mm) J主好

16 16 (I) S K002 11 !iぷ昔日 i叫;;~~ 7h"Jえ;ー→沈~JJ! l5ニペ;νR 宇s品ly'反 R ~l"í' 7 キ111かい砂 良好

17 (I) S K002 fJ[iiJ t!iIS H;!?:¥糸丈→JtMit l5ニ 11寸与法えr

f品H己
8 {妙、やベコ多量 良好17 7‘5Y R';!ij 

18 18 (1) S 1く002 m司 rff5 H燃糸丈一η尤帝京 にいラゴ~ ~宇品 H5A宇YEjJ Tt引 7 品IIIかい砂 良好

19 なし (1) S K002 1I 1'IJ 日 I~ -
R撚五丈 に YH.、占

Rラ1
!H11ミ47s 砂多量(1 -2 mm) 良好J)'1; i'fli 10 

20 Hl (1) S K002 1:1 1'，ま i~r) H L  縄文→1t~:;i(
偽!:長 l5ニ R、pペめ 11 長111かし、ii'T' 良好7 .[.Y H'!i 

21 20 (I) S K002 日!司 ケili ]ミしi旬i丈一吋u泉

;にに555よいFZ、Lt出ぅ泊り三、褐樹

7j刊日.5Y R')1:i 9 砂少i12，慨は mm) 良好

22 21 Aトレンチ 日間 i4fi it，IH;，[ 
時l5前5亦泊VY 三宇組RR品Ffhft i 

8 砂多量， [lW~ (:3 -7 10m i 良好

23 22 Aトレンチ lJ[iil ]ミ L縄文→沈似 砂多量，際(:3 mm) 良好

24 “っUて4 (1) S K002 )jlfil it，jn;，[ l約 H 
H 9'f~ 11 制1Iかし、砂) iミ好
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乳牛平遺跡

〔石器〕
第lU表 物 観 表

挿ilt 図仁yニ3 図番 号版 名 :1';f; 出土 卜 地 区 最(じ大rn長 最(じ大rn幅) 
二当…者三主( g 一互)2三主3 一

石 質 1i信 考

79-65 71-64 :ι ( II ) 2υ-G り.4 3.2 1.0 22.9 民 岩

66 65 !也 (III) S D001 .:1-.5 、fてJ.ウ4 1.0 24.6 長岩

8υ67 66 (III) 6-G 6.1 O.i ア 1.4 26.8 八!ゴ 喜日

6δ 67 !告製イ i 斧 (1II) S X001 ~Uì :i.4 2.1 lO6.O 

69 6R (II) 23-H 4.4 4.5 68.0 

70 69 ii正 ( II ) 18 G 12.4 4.9 3.。185.0 

71 70 石底 干{ ( II ) S 1004 8.1 6.8 5.1 314.0 i疑灰岩

81-72 71 Bトレンチ1屈内 12.5 8.1 4.7 460.0 凝灰岩

73 72 Bトレンチ堀内 9.4 5.7 9.8 455.0 

74 72-73 石底 石 ( III) S 1 001 4.1 1.7 1.6 18.0 

82-75 74 石丘 石ー Bトレンチ堀内 8.4 7.1 8.3 604.0 凝灰岩

76 75 石底 石 Bトレンチ 5.6 3.7 3.8 78.7 

77 76 石ま 石 (II)17-'] 7.1 2.8 2.8 78.9 

78 77 II S X013 65 4.8 1.3 32.1 

83-79 78 :pff: 石 II G 19 17.2 6.9 5.0 635.0 

80 79 1ilf 石 B トレンチ堀内 21. 0 5.6 7.9 1100.0 í~Æ灰岩

81 δυ 石丘 石 ( II ) S 1008 17.3 I.'::J 6.4 810.0 

84-82 81 (II) 19-G 17.5 9.5 ;) ') 775.0 

83 82 (II)SXOU 日.0 8.6 3.9 3:3.2 特有

85-84 83 ( II ) S 1 001 [1.0 15.4 620.0 安山岩

〔貨幣〕

85-86 72-84 I二f1u三 {ア}三 7じ一 3:i. (II)22-'} 

87 85 ~E ~宇:元宝 (III) 12-F 

δ討 86 照寺i 元主 (IIj22-K 

自9 87 大 1弘通宝 ( 1 ) 33-1 
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6 _まとめ

6. まと め

乳牛平遺跡、からは 縄文時代・弥生時代・中世の各時代にわたる遺構、遺物が検出された。

郭平場から検出された遺構のうち、 i折田がフラスコ状となる土靖、 Tピットは伴出遺物はな

いが縄文時代の遺構であると考えられる。

乳牛平遺跡において と遺構との関係は明確で、ない。 はII郭中央部の

黒褐色土上面にごく小範同で極めて薄い堆積層が見られただけであるが、安この神III遺跡では竪

穴遺~輩、焼土遺構、掘立柱建物跡カf確実に大湯浮石層を掘り込んで構築されている。

は中世遺跡からの発見例が多く、乳牛平遺跡、の竪穴遺構、焼土遺構、掘立柱建物跡、柱列は中

世に属するもので、郭平場に伴うものであると考える。また、郭の周関は堀、土塁で防禦され

ており、乳牛平遺構は『鹿角 に見える乳牛舘であると考えられる。

乳牛館は乳牛平遺跡、だけで完結するものではなく、南方の妻の神田遺跡をも含んでいる。 v

郭西1WJの住宅付近には段差が見られ、その形状が 1. II郭間の土塁の調査前の状態とよく{以て

おり、ここに土塁の存在が予想される。また『ほ場整備地域内(鹿角北東地区)遺跡分布地図』

によると、乳午舘の範囲はおおよそ東西、南北とも 540m、間積約 2000，0001げの規模に推定

されている。

乳牛平遺跡の I~III郭の平場面積と各郭ごとの確実な中世遺構は以下のとおりである。

I郭 1，040m'竪穴遺構10 焼土遺構 8

II郭 1，250mツ竪穴遺構18 焼土遺構33 柱列 1

III郭 1，740m'竪穴遺構4 焼土遺構10 柱列 1 擁立柱建物跡 2 溝 6

医大遺構は上 II郭においては平場中央部にほとんどなく、郭縁辺部に構築されている。 II

郭のSI0り111束のみカマドらしいものかがあるが、地にはカマドは付設されていない。こうし
(，，1:3 ) !誌 4) 

た腎穴遺構は県内にも多く、大館市片山館コ、比内町谷地中館、 市小枝指七館、

新三i込iEK;出品語、在!iUJι 談話日誌などに抑iJが検出され、このうち御休堂では一

部に平安時代にまで遡及する可能性も考えられているが、他の多くは中世に属している。また

館に付随するものでも炉、出入口部のあるものとないものとがあり、その用途についても例え
(正1:12) 

ば簡易宿舎、掘立柱建物跡に共伴する 住居もしく
(，;1:16) 

、物置、

家まりil主などの諸説があって定かでない。 III郭や姿の神i時跡では掘立柱建物跡と共存する可

能性を指摘するに留めたい。

焼土遺構は、竪穴遺構とほぼ伺ーの確認面にあり、竪穴遺構と重複する場合、竪穴遺構を切

るものと、切られるものとが見られる。 1崩立柱建物跡のない 1. II郭にも多く、掘立柱建物跡
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との関連よりはむしろ竪穴遺構の使用と何らかの関連を有するものと考えられる。輸羽口らし

いものが I郭から出土しているが鉄淳はなく、鍛治場とは断定し難い。

乳牛平遺跡は前述のように、妻の神III遺跡から連続する乳牛館の一部であるが、掘立柱建物

跡がIII郭の調査範関内に 2 棟検出されたにすぎないこと、及ぴ I~N草1; の平場は妻ノ神III遺跡

に比べ極めて小規模であり、通常の生活の場とは考えられないことなどから、安の神III遺跡mlJ

との問には大きな相違点を指摘できる。加えて去の神III遺跡と乳牛平遺跡III・N郭との間には

土塁状小LlIが存在し、 III事 N享liには妾の神m遺跡muからのi坊禦性、隔絶性がうかが

える。こうしたことから、広い郭面積を有し、多くの掘立柱建物跡が構築され、内部に

をも有する安の神III遺跡iWlを と考えると、乳牛一平遺跡は戦時に備えた

彩が張氏、乳牛館の如く必ずしも交通の要所ではなくとも、

方の中世域館は備えていると言える心

る色

な部分を鹿角地

これまで鹿角地方における中世域館は、 よりも行政的性結が強かったことが強調

されているが、安村二郎氏が鹿角地方の中世域館の観察と、その歴史的背景から制察してい

ように、卒事ー的色彩は濃厚である。

鹿角地方における中世域館は、堅固 を備えたものが当

越えることのない村カで、しかも典形的な一村一館形式で主近距離の間

を乳牛館が示しているように考えられる。

~:!: 1 !}克角由来記」 第 1冊 南部議喜子IJ行会 1927年

いし 100戸を

るが、そ

註 2 昭和51-53年度にわたり主砲した、国営総合j農地開発事:業・鹿角北東地区内の遺跡分布調査

子F日 fヒゴ~
寸ニ仏仁:J ~Eヨ

註:王 者i主主 -lflj;li~ . rll-世の主化一; 市史」 第 1各大館市 1979年

註 4 岳山憲司 t:j血中「長官j ili跡発掘調査報告書」 比内町教育委員会 1978年

~J: 5 i工i二波夫，地 東京大学出版会 1958年

註 6 庄内ilB男川、子遺跡発:tJfHi調査報 鹿角市教育委只会 1979iJ'-

註 7a伊藤極秋「新斗米館跡、 成角市新斗米館跡第 I 鹿角市教育委員会

1981年

b秋元信夫『新斗米館跡 斑角市新斗米館跡第五次発掘調査報告書」 鹿角市教育委員会

1982年

註 8 秋元信夫 r高市向館発掘調査報告書』

註 9 秋元信夫

註10 小玉準 rg 

市教育委員会 1982年

鹿角市教育委員会 1981年

II，Ji 秋田県教育委員会 1982年
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討:11 桜田 1;圭「小g_~J\官官遺跡'J 東北縦立

if 

註12 正!:7 bにfPJじ。

註13 I富縞与右ェ門『二戸市沢内 B遺跡(昭和53年度)，J] (財)岩手県埋蔵文化財センタ- 1979 

年

6. まとめ

秋田県教育委員会 1982 

註14 大悟)J}.~ニ「考古学的考察比八館調台報告書-，J] 青森県立郷土館 1981年

註15 工H~iì吉泰 ì良 i副城跡III ，J] 浪岡fITr教育委員会 1981年

註1G 昆里子治り寸前)11C 遺跡J 東北縦賞 I~l 動車道関係埋政文化m~-ID~1't報告:吉田l.Jl 岩手県教育委

員会・日 1981年

討:17 言1:5に同じ

社18a 1J，1~谷順耳「鹿角地方の館J 11秋田県立博物館研究報告』 第 3号 秋田県立博物館 1978年，

「結局11当医J.織笠lザjの村の支配者は、系譜的に鎌倉期のj也頭につなが 1)、長期に}工って分派しなが

ら付に定着し、地名をti:として舘を本拠としていたものであるむ従って村を支配するための館は軍

事的性格より行政的性格が強かったと言えようリ

b 塩谷)lI良耳「文化財レポート (129)秋田の中世域館J 日本歴史」 第3初号 EJ80年

ij刊えば鹿角郡(11~1世後期を通じ i判部氏領)であれば、東からのびる i-r;状古地突端部を利用し、そ

の基部を空lJffiで区切り 或いはi主郭状平坦mi:を構成、 il寺にそれに帯郭・腰郭をめぐらしている。

fi主づて単純な JI予を示し、水田面からの高さも 20~3υメート J L- のものが多く、 あまりも

っていない。 J1えというよりは地侍の}世話的性格がつよく、そのために麓に中世の薬務をもっている

「要するに館は、村を支配する地侍が、村氏労働力を徴集して造ったものであり、そのため村落単

位に構築され、故に単事的1幾能よりは行政的要素をもつものであったり

註1~:) a安村二郎「新-1-米館の歴史的j荒境新斗米自立跡」 鹿角市教育委員会 1981年

「室IlJT.*故盟1ttJにおいて鹿角田氏とくに奈良 a 安保IiL}氏は、天正十九年呉川、1，(1量平に制圧されるま

では、謙合以来の鹿角の地主として、久しく繰り返された南部氏、浅利氏、秋 EEl氏の寵角 f~三'時め手

から、相fi;の土地を保守すべく、時には干11し、時にはす1Cし、絶えず権謀術策のimJ中にあったことを

示しているように忠われる。

、史書にその名を留めることのない小館であったにしても、相当の規松のもとに郭を

営み、 j宗を掘り、塁を田め、 i坊1Ht!1主[81の跡を{忠はゼ叩ているのは、かかる状況の然らしむるところと

云えよう。また、新斗米館から北に小平館、小技指館と続き、市に高市館、紫内館、乳牛館と極め

て近距離のうちに相接しているのは、鹿角匹i氏がその移住以来同峡的結束をつよめながら山田の侵-

l!l各勢力に相対してきたことを物語るものでなかろうかd

b 安村二~ISi小牧指館跡 1 、館の枕誌と!悟史的環:JJ;tJ U-鹿角の館」 鹿角市教育委員会 1982年

4
 



まし，t.平遺跡

「小枝指館は、 i成田動乱の世にあって、他の鹿角地士と同じように南部氏、秋田氏、浅利氏諸勢力

の激突する中で、辛うじて伝来の地を守り続けた苦悩をその段構の深さに留めている

c安村二郎・片岡正一「鹿角の中世城館J I!鹿角 第 1巻 1982年

「このような規模は、君1)内田氏の多党支配による出品牛角」二の勢力争いというよりは、やはり国人連

合による南部党・秋田安東党との抗争に原[:):21があるように思わhる

註20a註18aに同じ。

「江戸中期の史料から推測しても、 lt主国・織22期において 100戸を越えるような村は鹿角地方に始

んど存在しなかった。

「主主じて、 li当日3・結、鹿角ill!)jにおける る村は~)として大きいものでなく、 100戸以

下か或いは50戸にも jiijたない集落であったのであ i人館主も地位三である反雨、有力農民の性格が強

かったと古い得るのであるd

b 塩谷Jlldilf 由利諸党と館 下村・玉米領を寸IJL、に一一一J 秋田地方 半田市太郎

教授退官記念会編 1981年

「結局、結は必ずしも大村にばかり出来るわけでなく、 50戸前後の村力でも造り

発掘調査参加者

j支石 i吉一 浅石林一郎 田 学小田 )11又 木村 木村

光 雄佐藤出蔵関本 田中 敬一 田中権四郎 品山 干b'助

イソ ヒサ j長石 ミヨ ヨエ 1;可部 阿部 2~:ご f司I 、I カヨ

安保ハルエ安保ユキ 子 大 森 )11又 スエ 川;込 ソヨ )11又千代

久慈チ ヤ ¥ツエ斉藤久子佐藤 ミエ高稿 ミワ 豊出 コヨ

中村 根本 キワ ン Jー トシ 力、ソι

村木 米国 ノリ カヨ 柑IJ?)~ 山口チヨーj二

- 346-



現

牛

平

通

路

引からP.I;札'1・'!<im骨跡通図版 1



乱

牛

平

遺

跡

~から見た乳中平i車跡Z轟通図版1



見

牛

平

追

跡

凶日可 1i郎事よ リl!た才Vlμ I'-i世跡1 

袋内館から}よと乳牛of1遺跡2 E事it 図版2



乳

牛

平

遺

跡

I ~i油資前I 

上らl2 E事遺図版S



抗

牛

平

進

路

ーー唱薗略言問、--

、

iilI版4 i1 E轟 2 I・S[ 002. 



露
協
と

l
+
l
n
E
窪
N
C
C
E

叫

・

同

示a

苦言

事担

的

山

室

8

4砂

‘必
砂
川

-wv
-ム骨
1

1
11
一一

順

守

r
J・

円
必
甑

fu
・t
h

町

'

A
M回
V

J

-一句
a

・

Jih A 

でy b 

--e1噌

n
・1
・‘

、，

、

~ .. 
徐被 Fr
、 .. ~

('-

h‘ 
守:t、.・w

f v T抽iAiベ
~.句人守 J K-fh 

-'" ~.， -、.~ .. ~ 
...~ .. ，， _， '. 

パ，~ ， ぃ1A":. ，~ 

可 γLifyzy. . 
、

? 
&‘ 

占、
雪E♂ -経j議. g

ぽ~ ~ト到図書量



汎

牛

平

温
軸
岬

1・SJり1)2l 

S I 0υ2 2 跡主量図版6



乳

牛

平

遺

跡

1 l' S 1 003 

.-
~ 

僻ぷ川;
.~愈是

s 

図版 7 遺 跡 2 J・ SJ 003 



1・SI 003 

乳

牛

平

遺

跡

1.51004 2 跡通図版8



副品

牛

平

温
唱
跡

• 5 I∞3・OlJ4

1・SJ 003・0011 跡通図版9



申

-9
0
四

(j) 

同

e、a

t量

型車

c> 

E童
図

咽

V
O
G

-

∞
・『

【

;;:.卦時期鎗



現

牛

平

温

跡

1-51002-006 

1 ・SI002-(沿5・ぽ162 E事I量図版I1



図
Z罰
ト~

H幅

害車

e。

Uラ

雲

喜軍占師 4司令 持

孔
い

J
Kr.-守
d
A，いい
け一

a
J

以
釈
明
.

べ
勧
2
8
‘
句
、
¢
&
刊

• 

ぽ



現

牛

平

遺

跡

. S 1 003・004・007-0102 

跡遺図版13



跡iI 図版14

-4牛

平

遣

館

1 . S 1 003・004・007-0102 



乳

牛

平

遺

跡

009.010 . S 1 

1 . S 1依n・0102 耳鼻iI 図版15



筑

牛

平

追

跡

I'S[003・()()s

T • S K 001 . 002 2 跡遺図版16



現

牛

平

遺

跡

• 
・
'・

[ . S K 001・ω2

[， SI-¥Ooo・007z '* 遺図版17



a
A

牛

平

温

植田

I . S K 008-010 

』長

1 • S K 011 2 跡遺図版18



S K 012 

図版印遺 跡 2 1・SK 013・0]4

a
キ
平
温
岨
軸
冊



筑

牛

平

遺

跡

1・ SK 015 l 

(F) 002 1 . S K 2 2車i量図版20



乱

牛

平

遺

跡

I.SK¥T)002 z 

1 • S K (T) 001 

跡遺図版21



-
孔
牛
平
治
跡

、

I車1>令ml 

[ ;;rf，令妹2 跡遣図版22



-
4

牛

平

温

跡

I 1~かり比た 11郭

11郭調合状況2 E車i量図版23



乳

ヰ

平

遺

跡

II . S 1 002 2 跡遺図版24



現
牛
平
遺
軸
岬

t" ， ;‘ 

‘e， 
~"，，~:l?

I‘丞

• ， 

‘・・・-

， 

."‘ 

虞~

11 . S 1 001-∞5 

n・S1 001-005・0172 Z抑遺図版25



， 
h 

、、"_.、pで
匂l

‘唱.

乳

牛

平

遺

鎚

r 

‘a 
l<.. 

‘、， . 
日 S1 004・005・SK 004 1 

叫

.耐‘・-
戸議長!

a-u‘
 

ゐ
ハV

ι<_ 

イ宅.-、

-ー

智，

，，_ S J 004.005・SK似)42 跡司量図版26



乳

牛

平

遁

跡

'~ 

geti 

• 
.r.l ~. 

n.Sl007 2 E事遺図版27



現

牛

平

遣
軸
掛

n.SIOOo.∞9・010I 

11・S1ωs 2 跡i量図版28



-マ
1

A

-

ト
hw

‘.
R

eE
'

恥
[
F
t
t

m

A

・司

ぬげ，. ‘
 

J
t
一金

ut

，P
 

時
1j

ぬ
唖
置

' -

『

・

印

【

号

』

』

・

C
}』
明

‘ ‘ 国
F
両
同
喧

片
揖

e。

=

・

的

問

。
=

-
z
-M

D
目白

・

的

R

A
4
)
D
O品

!; 



乳

牛

平

遣

隊

fI . S 1 0131;<:1じ村山J:状況

II・邑 1013 2 跡通図版30



乳

牛

平

遺

跡

ー・ ・・‘・町 元

ll'SI009・013・014

11・S[ 013・0142 跡遺図版31



坦
【
司

的
【
司

円
的

・
ロ

令、

書量

型車

包
囲
岨
図

出
圃

0
・
出
向
雪

『

m
・
2

-

苦手#時 甥 t量



副
引
等

平

遺

跡

1(郭m紛の5E穴i車tlr.

上問2 E事遺図版33



現

牛

平

遺

跡

( F) U03 Jl.SX 

n.SX(F)006 2 E事占量図版34



凱

牛

平

遺

跡

r
，
 

時'

，ミ4
fM川
'
司

a・

rr・ SK 001 2 a i量図版35



g
c
v曲
目
・

=

<'l 

書量

事里

回
開
国
起
句

• ・劇，

， ， 

問。
9

V晶
的

・

円
円

『

aI骨時剰事量



吾曜#-eト鰻 S量

.. .リ 戸守F

. '孟t ，'〉

， 
R 

... 
U 

r' 

'官

h 

凶

Dou-
凶

』

』

N 

t量

!IJIl 

民
国
喧
図



現

牛

平

温

跡

11・SK 006・007

Jl . S K 008 2 物i量図版38



乳

牛

平

遺

跡

日 SK 015 

11・SK 019 2 E車遺図版39



災

牛

平

遺

跡

n'SK02Q 

--b 

n . S K 021 2 E事遺図版40



乳

牛

平

遺

跡

崎

1・

-司園圃..  

S:旬、
-wro

輔、
・t， 

1 II・!'iK (T)∞l ー、

‘' 

図版41 遺 跡 2 11・SK (T) 003 



11・ SK("'f)∞4現

牛

平

遺

跡

n・SK (T 1似陪

日 SK (T)006

2 

3 

跡遺図版42



乳

牛

平

遺

跡

11 . S X 002・5K 015 2 跡

11 . S X 001 

通図版43



乳

牛

平

渇

鉢

草1;ロ

京Elf 2 E事進図版44



坑

牛

平

遺

跡

. 

11 . 111.11，と-uの神辺iY''''l 

n.m :)!; と 7.iの~II追跡2 ，. 進図版45



乳

ヰ

平

遺

跡

m . s t 001 

III . S l 002 2 跡2量図版46



乳
牛
平
温
軸
岬

ωz 111・SI

I1I-S1003 2 跡遺図版47



乳

牛

平

温

締

111 . S ( 003 1 

111 . S ( 004 2 跡遺図版48



現
牛
乎
遺
品
岬

111 

ヒ;見?‘!
j'・-

.ー-

..~ 

咽・

， 
. 月旦

.‘ ー・

-・e

p

-

後
一

.i~竺‘
r 聖

a匹

-i，-

~-

寺

， 

現;

1降

111 ，) 

. -
Iム-

，. 遺図版49



111. SX (F) 001 

乱
牛
平
温
軸
串

111 . S X (F')ω1 2 跡遺図版50



実
V
G
I

-
0
6

ロ
的

・=-
e、a

~ 

剣

的
凶
直
図

Ii!!~砕鱈自量

2E 
G

I
-
0
0
 ロ的

・国-

ー



、、、.

『
『
『
・

印。
g 
同

I
C
S、

~ 

"， 

， 
図
湾
伊
同

量届

喜Z

。。

--
mu--】

↓
調
里
町明
司



1 m・S1< (1') I)()l 

F .吃¥ 土
曜 ・ ーヨ』

3 111・SK(T)003・SK∞5・SX 002 

図版53 遺 跡

抗

牛

平

遺

跡

，. 

3・
酔

• 

、

• .冶

‘え

' i-a
y
 

M
旬
‘
.i-、

“ 
~ 

. .....耳、
2 111・SK (T) 006 

4 111・SK(T)003・SK 010・SX 002 



.1;jrfpya-tj掛般繍主主古書刊紙

十EL:JAサ議寝揺さ£縫schE3U
訴 #時甥 S量

f夕、
t/'''l 

鎗

?明

陸u嘗n 



総 1:ぷぎぷ卒
主プ竺，v

-‘S 

-， jF造語-
守 ，za vUJ 

乱

牛

平

温

跡

--". 

事JX~

ー，

図版55 it I車 2 111・SX 003 



筑

牛

平

遺

跡

III.SX003 2 

111・sx∞3

Z車i量図版56



乳

ヰ

早

遭

鯨

に

-k 

一一ー‘.ニ ・.
ぶ_ "、‘

-.. 

町. 

V 111 ~!W ffliとr" v 才~; II円の桝l 

V 'ìI'J'~ ~:，品に見られる 17，(';11 跡遺図版57



。。 ぷ癒鴻f..‘下成
同

，W 主務混戦;J:畑一一一一一ー二二
、-

‘~ 

四} hfrd首都J軍....・ー・植忠岡両温l!it'ip

【ー

.JJ司ー， 主主
Ef斗.

2-a 2 

一:ぅ
吉正

長3民3島5 世

3晶
耳時
=‘・z・ιF 

王よ

骨

〉吾
ci降

5 協

国

許
岡
山
田

lili 

著書

事n面-b~宇 津



{

『

-
7で
，

」

特

緊
=
一，
.
4
v
唱

S
S定『
-
7
T
M
守岡山」
・
剖
採
=
-

e対‘

Ii 

剣

罰
的
出
量
図

ーョ

で
#
訂
吋
這
4
2
L
Z
}

饗
E
E
M
F昌司
=-掌
G
鴇...， 
Z耳

S草卦 時 期語



乳

キ

平

遺

跡

ー‘.-，・

同2 跡遺図版60



訴母 時 甥撞

民

..:..i 

区

。a

書量

'間

曲
目
安
図



自トレシチ調官状況

乱

牛

平

過

疎

1・42 跡逸図版62



現

牛

平

遺

跡

II耳目と Bトレンチ

Bトレンチ調査状況2 

'* t量銅版63



.、. 、.、
t 

現

牛

平

遺

跡

可F 可弘 ・4

、~~.:.'.t.. '! ，[:ド
J . 一 ， 一 ー

に ./1. 川:;:'~
_， r.;; .. -

.ー . 一.〆・1

B トレンチニI:~2 跡遺図版64



訴 母 時 甥 t量

-F
匂
必

wn
，

:;."を
宇

E5 
震~~ 
主号<!-

ーー

守ー

今
十-， .、 ，'" ー' ，、

一注 '. .‘ ， 
2匙四色. 争、~;c， . 
“・国 、会fJ.
国" 

3A 23 同 11" 、、、、‘
れa

Aa哨-Lvf 4 “ ..‘ 

. . 
Ii 

一、、
， 

噴圏. 
t 

由. 
E図E 



B ト レンチ土j良芯:と埼i~底的百年1 

乳

牛

平

治

跡

日トレノチ南側担畿の潟2 跡遺図版66



乳

牛

平

遺

跡

Bトレンチ術開場ほの構

J;m 

Bトレンチ土fJ，.e::2 

跡i量図版67



乳

ヰ

平

遺

跡

111草1Iよリ見たII主E

誕の~，þrn 遺跡地・ら見た乳牛宇治幼:2 跡t量図版68



ダ審制御
4

L... ~ • t :._:'j，'t..ヨ8・
繁ちぎ 益還要
事記t e野

..  叫~
11!1:中電一・ '" 

一一一惇瓶、かJダ 1・
a暫て孔叫い a・・・.. 77~・・一・・・・・・・・M・一 15 

II 

噂
v
凶

母-W3 

乳

牛

平

通

路

一議
h
MV

鯨

V
K

2 

14 

l肘

21 2:¥ 

図版69 遺

剖

物

2G 



l議

ヱエ~、 ，

:i ~..'rr.内6:.
~，- _， 

:なぜ
色、・ごぜ却

-
4

牛

平

造

締

，，~ •• 唱え、でき
‘・豆、、古寺 守宇'

-三買え 主延、・‘~

，戸、アミ守民4
、 こ〉、、;戸主，.、?-as言

42 

、明間べ

予ザ~"'~J'~~ 〆、

'-_・4i

勿γ
1占〆4ヨF

審2
国

園 F

図版70 物i量



乳

牛

平

遺

跡

56 

A
-a宇
ル
V

4

e
F
-島

ive聞
J

'

幻

}
極
圏

a-v
官
ω

点、
議
可，3 言t

柿

5S 

仁j
59 

56 

63 

7望・62 

61 

;s 

ti6 

12 

&7 

71 

。9

物遺図版71



73 

乳
牛
平
造
軸
岬

77 

~ I 
，. 

76 74 

凪3

-弘
F 

79 7~ 

電舎的
γ

霊f

4込3

物

制

i量図版72


